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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　体育祭が二日後に迫った、ある土ど曜よう日びの夕方。

　買い物帰りに歩く川かわ沿ぞいの土手は、どこか物寂しいものだった。必要以上に幅を利かせる冷たい秋風と、日が暮くれる一歩手前の不ふ可か思し議ぎな空の色。それはこの街の生まれである春はる亮あきにもなぜか郷きよう愁しゆうの念を覚えさせる。誰だれにとっても《ここではないどこか》を感じさせる原風景。

　フィアはどうなのだろう、と思った。隣となりを歩く、銀髪の小さな少女は。

　彼女はどことなく愁うれいを帯びた表情で、僅わずかに目を細めている。寒々しい風と、冷たくなった手と、その手に触れる温度のせいに違いなかった。それは春亮にとっては懐なつかしささえ覚えるものだったが、彼女には違うのかもしれない。初めてそれに触れる彼女は、懐かしまない。

　ただ、惑うように、瞳ひとみを揺らして。

　この空間の閑かん寂じやくさにふさわしい静かな声で、ぽつりと言った。

「鼻に生はえている毛は、鼻毛だな」

「いきなりどういう発言だよ!?　雰囲気クラッシャーにも程ほどがある！」

「お前の雰囲気なぞどうでもいい。まあ聞け。腋わきに生えている毛は腋毛で、脛すねに生えている毛は脛毛だ。だったらだな──」

　むーん、と眉まゆを顰ひそめて見つめていた手中の物体を顔の前に持ち上げて、

「イモに生えている毛はイモ毛なのか。どうなのだ？」

「……さあ」

　使えん男だなー、と鼻を鳴らして言いつつも、フィアは興きよう味み津しん々しんの視し線せんをその焼やき芋いもにロックオンしたまま。石焼き芋のトラックと擦すれ違ったのが運のつき、「なあなあ春亮、あれ何だ？　食べたい食べたい食べたい」と袖そでを引ひっ張ぱられまくったので、仕方なく買い与えてやったのである。買うとなれば何か懐かしくなり、つい春亮も自分のぶんを注文してしまったのだが。

「で、これ、どうやって食うのだ？」

「どうやって、つっても……そのままだよ。かぶりつく」

「皮ごとか？　イモ毛も生えておるのに」

「まあ、それは好みだな。剝むいて食べる人もいる。俺は皮も好きだから丸ごといくけど……ほら、こうやって。むぐっ……おお、熱あふい熱あふい」

　ほー、と春亮を眺めるフィア。それから自分の芋に数秒視線を落とし、そして意を決したように大口を開けてがぶりとかぶりつく。

「あ、んな一気に」

「……」

　ほふほふむぐむぐ、と口の中身を咀そ嚼しやくし、しかしそこでフィアの動きがぴたりと止まる。歯は形がたの残る芋いもの断面を見つめたまま。

「お、おいどうした。口、火傷やけどしたか？　だからゆっくり食えって言おうとしたのに──」

「う……」

「う？」

　聞き返した瞬しゆん間かん、フィアは目を大きく見開いて叫んだ。

「うまーい！　うまいぞこのイモ毛ー！」

「いやイモ毛が本体じゃねえから」

　春はる亮あきのツッコミも耳に入らないのか、フィアは箍たがが外れたような勢いきおいで芋に攻こう撃げきを再開。

「そして甘い！　ただ焼いただけなのに、なぜこんな──ふはふはむぐ。ぬぅぅぅ……偉いなイモ毛、実に有用だイモ毛！　鼻毛なぞとは比くらべものにならん、お前こそが毛・オブ・毛だ！　認にん定てい！」

「どういうコンテストだよ!?　比ひ較かくされた鼻毛さんも迷めい惑わくがってる！」

　それも無む視し。やはりフィアは初めての食べ物に夢中だ。今煎せん餅べいを差し出したらどっちを取るのだろうか……両手に持って同時に貪むさぼり食う可能性が一番高そうだが。

「お前、もうちょっと落ち着いて食えって。誰だれも取ったりしねぇから」

「ほふほふほふほふほふほ……あっ！　あ、わ、あーあーあー！」

　忙せわしない食いっぷりへの注意は、少し遅かった。熱あつい芋を急いで持ち替えようとしたフィアが、つるりと手を滑らせてしまう。取り落とされた芋は一瞬で自由の身となり、土手の斜面をころころと転がり落ちていった。

「あーあ、言わんこっちゃない」

「あー……」

　転がる芋に向けて呆ぼう然ぜんと手を伸ばしていたフィアが、しゅん、と肩を落とす。自じ業ごう自じ得とくとはいえ、なんだかいたたまれない。春亮は一つ溜ため息いきをついてから、半分ほど残っていた自分の焼き芋をフィアに押し付けた。

「やる。食いきれねぇから食ってくれ」

「お、おお……」

　ふらふらと手を伸ばしかけたフィアが、そこではっと何かに気付いた顔になる。半眼でじーっと春亮を眺め、

「……まさかこれで恩おんを売って、後で何かハレンチな要求をしようと企たくらんでいるのではなかろうな？」

「んなわけあるかっ！」

「ふ、ふん……わかった、仕方ないから私が処しよ理りしてやる。食い物を無む駄だにしてはダメだからな。これはお前に憐あわれまれたり施ほどこしを受けたりしているわけではないのだゼッタイそうだ。いいか、ホントに食うぞ？」

「だから食っていいって」

　そこでようやくフィアの顔に笑顔えがおが戻った。嬉うれしそうに芋いもをぱくつき始めるのを見ながら、春はる亮あきはやれやれと肩を竦すくめる。そんなとき、

「……わんわん！」

　下の河か川せん敷しきから鳴き声が聞こえてきた。見るとそこには散歩中らしい犬の姿があり、フィアが転げ落とした芋をふんふんと長い鼻でつついている。飼かい主ぬしは初老の男性で、面めん識しきのあるご近所さんだった。夜や知ち家けの斜はす向むかいに住む、大学教授の斉さい藤とうさんだ。

「おっ。あれは近所のなんたらとかいう奴やつと、なんたらとかいう犬だな！　春亮、触りに行こう触りに！」

「えー、早く帰ってメシ作らなきゃダメだろ……あんま遅くなったらこのはにも悪いし」

「どう考えてもウシチチより犬のほうが優ゆう先せん順位は上だ！　とー！」

「あ、こらっ」

　フィアが勝手に土手を駆け下りてしまい、仕方なく春亮も後に続く。斉藤さんがにこやかに顔を上げて挨あい拶さつしてきた。

「やあ、こんにちは。春亮くんに、フィアちゃん……だったかな？」

「そうだ！　そいつ、触っていいかいいよな触るぞ触ったー！」

　許きよ可かも不許可もフリーダム。フィアは残っていた芋を一気に飲み込んで両手を空けると、その犬を思う存ぞん分ぶん撫なで回し始める。

「こらフィア、挨拶くらいちゃんとしろ！　ごめんなさい、斉藤さん……」

「はは、いいよ。オクタビアヌスも嬉しそうだ」

　思い出した、そんな奇き矯きような名前だった。さすが西洋史教きよう授じゆと言いたいところだが、皇こう帝ていらしからぬ可愛かわいさでへっへと舌を出しているコーギーの姿を見ると少しばかりどうかと思う。

「散歩ですか？　邪じや魔ましちゃってすいません」

「大丈夫だよ、丁度時間を潰つぶしてた感じだしね」

　人の好よい笑えみを浮かべて答える斉藤さん。春亮が首を傾かしげると、

「今日きようは動物病院の健診なんだけど、予約した時間までまだちょっとあるから。のんびり寄り道しながら行こうって感じでうろついてただけ」

「ああ、なるほど。健診っすか……大変ですね」

「まぁ面めん倒どうは面倒なんだけど、飼い主が気をつけてやらなきゃ仕方ないことだからね。学会とかでこの先忙しくなるから、今のうちに受けとこうと思って」

　愛犬家の鑑かがみだ。無む闇やみに撫でまくるばかりが動物への愛ではないのだぞ、とどこぞのコムスメに教えてやりたい。

「ぬはー、ぷにぷにだ、ふかふかだー……ギロチンを思い出すのう」

「ギロチン？」

「ええと、前にちょっとだけうちで預あずかってた犬です。変な名前ですけど」

「あいつも可愛かわいかったぞー。今はどうしておるのかなぁ……お。こいつ、このイモを食いたがっておるようだぞ。食わせてもよいのか？」

「落ちてるもの食べさせるのは何か怖いよねぇ。最近、毒入りとかもあるし」

「あ、それはさっきフィアが食いかけて落とした奴やつですよ」

「そうなの？　じゃあいいよ」

「よし、飼かい主ぬしの許きよ可かが出たぞ……むふ、食っておる食っておる。美う味まいだろ、イモ毛」

「だから毛がメインじゃねーって言ってるのに」

　それからフィアはオクタビアヌスを抱え上げ、今度は直じかに芋いもを口元に持っていって食べさせ始めた。ついでに掌てのひらを舐なめられるのがくすぐったい様よう子すで、くすくす笑いながら銀ぎん色いろの髪を揺らしている。

（こうなったらしばらく好きにさせとくか……病院の予約があるってことは、斉さい藤とうさんもそんな長くここにいるわけじゃないだろ）

　時じ間かん潰つぶしに何気なく河か川せん敷しきを見渡していると、一人ひとりの少女が川辺にしゃがみ込んでいるのが目に入った。ぼんやりと手を水に浸している。寒くないのだろうか……まあ気持ち良さそうではあるけど、と他ひ人と事ごとの感想を抱きつつ、春はる亮あきは深しん呼こ吸きゆうして川辺の空気を胸むね一いつ杯ぱいに吸すい込む。群ぐん生せいしたススキが軽く揺れる音。鼻び腔こうに届くのは僅わずかに枯れた草の匂におい。春のように生命の躍やく動どう感かんが溢あふれているわけではないが、ひどく秋らしい長閑のどかさが周囲には満ちていた。もっと気温の高い昼間なら、ここに弁べん当とうを持ち込んでピクニックとかするのもわりと楽しいかもしれない。

　そうやってしばらくボーっとしていると、この肌寒い風の中でもいつしか眠気が生まれてきた。頃ころ合あいだろう、と春亮は生なま欠伸あくびを嚙かみ殺し、

「ふわぁ……フィア、そろそろ帰ろうぜー」

「まだいいではないか。な、な？」

「そうだねぇ。予約の時間まではもうちょっとあるから、僕はまだ大丈夫だけど」

「ほら、飼い主がいいと言っておる。だからもう少しこいつと遊ばせろ」

　ぎゅー、とコーギーを抱だき締しめるフィア。満足するまでテコでも動かぬ！　という感じだ。

　困こまったなあ、と春亮が頭を搔かいたとき、ふとフィアが怪け訝げんそうに首を傾かしげた。その視し線せんは春亮の背後に向いている。振り向いた春亮が見たのは、少し離はなれたところに立っている人ひと影かげ──さっきまで水辺にいたあの少女の姿だ。

　歳としは春亮達たちと同じくらい。大きめでだぶっとした、ポケットの多いコートのような服を着ていて、そのポケットはどれもぱんぱんに膨ふくらんでいる。足下はなぜか長なが靴ぐつだった。目は長い前髪で隠れていてよく見えなかったが、その下にある頰ほおはふくよかな女の子らしさを具そなえているのがわかる。

「あぅ……」

　春はる亮あき達たちの視し線せんを受けると、彼女は小動物のような呻うめき声ごえを漏らした。それから慌てたように──しかしトロトロした仕し草ぐさで顔を背ける。全然そっちのことなど見てませんでしたよというのを示しめしたいのだろうが、現在進行形でチラチラと顔が動いていては全まつたくの無意味だ。

　彼女が気にしているものは何か。春亮ではないようだった。斉さい藤とうさんでもないようだった。フィア──とも少し違うようだった。ならば残る対象は、

「ん？　こいつか？」

　フィアがオクタビアヌスを軽く持ち上げてみせると、少女は「……ふ[image: ]」とかそんな感じの言語化しにくい声を発し、わたわたとコートの襟えりを立てて首を縮ちぢめた。隠れたいのか、恥ずかしいのか、困こまっているのか。おそらく全部だろう。
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「ふむぅ……さては、お前もこいつを抱いてみたいというのだな。わかるとも、なぜなら私は空気の読める女。サイトーよ、いいだろ？」

　飼かい主ぬしに確かく認にんを取ってから、フィアは少女に近寄る。なぜだか自慢げにふふんと胸むねを反らし、

「この素す晴ばらしい生き物を独ひとり占じめするのは気が引ける。この愛らしさがわかるならお前は同志だ……一いつ緒しよに愛めでてやろうではないか。ほれ」

　犬をぐいと突き出した。なおも少女はもじもじしていたが、やがてゆっくりとその手が伸びる。どうやら、こちらを見ていたのは本当に犬を触りたかったかららしい。

　不自然に手足を固まらせているオクタビアヌスを少女に手渡しして、フィアはうむうむと頷うなずく。あれだけ遊ぶ遊ぶ言ってたのに結けつ構こうオトナじゃねえか、と春はる亮あきは不ふ思し議ぎに嬉うれしくなった。犬を抱く少女は、

「……ぽわ」

　などというよくわからない声を漏らし、頰ほおを緩ゆるめて、腕の中にいる犬を見つめていた。前髪のせいであまり顔はよく見えないのだが、それでも──幸せそうなのは、わかる。

　妙に微笑ほほえましいその反応に、誰だれもが口元を緩めて。

　ただそれだけで全すべてが満たされる、ひどく優やさしい瞬しゆん間かんが訪おとずれて。




　そしてオクタビアヌスが盛せい大だいに失しつ禁きんした。




「どわーっっっ!?　なんかひどいことになっておるぞ！」

「は、ハンカチ、ハンカチとか持ってたっけ俺おれ!?　ちょ、ちょっと待ってくれ！」

「ああっ！　ご、ごめんねごめんね！」

　予想外の零ぜろ距きよ離り攻こう撃げきを受けた少女は、その春亮達たちの慌てっぷりでようやく事態に気付いたというように「……ふ[image: ]」と数拍遅れてまた変な音を発していた。

「こら、どうしちゃったんだ！　いつもはそんなことする子じゃないだろう!?」

　粗そ相そうした飼かい犬いぬを斉さい藤とうさんが叱しかるが、聞いているとは思えない。どさくさ紛れに少女の腕を脱出した後は、ずっと斉藤さんの脚の後ろに隠れておどおどしているだけだった。

　状じよう況きようを理解してからは、少女は猛烈に暗い気配けはいを漂わせて俯うつむいている。こんなことになれば誰でも凹へこんで当然だが、彼女のそれはもはや暗あん鬱うつとか陰鬱とか言ってもいいレベルだ。大事な服だったりしたのかなと春亮は思うものの、濡ぬれたコート自体を気にしている様よう子すはあまりないから、何か別の理由があるのかもしれない。

「おお、あった。これ使えよ……だ、大丈夫か？」

　ハンカチを差し出しながら春亮が言うと、少女はまるで他ひ人と事ごとのようにのったりと自分の身体からだを見下ろした。数秒、ぼーっと時間を使ってから、

「……平気。濡れてるだけ」

　だからフツー、その濡れてる状況を平気とは言わないはずなのだが。

　それきりまたぼーっと立ち尽くしていたので、変な子だな、と思いつつ春亮は半ば強引にハンカチをその手に握らせる。

「それで拭ふけって……ああ、それより先に脱いだほうがいいぞ。手遅れかもしれんけど」

　しばらく何かを考えてから、ふるふる、と彼女は首を横に振った。えー、いいのかよ、と春亮が見守る中、少女はマイペースにハンカチで服を拭ぬぐい始めた。絶対脱いだほうがいいのに。

「本当にごめんね君！　クリーニング代は勿もち論ろん出すから！　ああでも、それだけじゃ駄だ目めか、きっと結構その下も汚れてるよね……そうだ、うちのシャワー使ってよ！」

「でも斉さい藤とうさん、動物病院を予約してるんじゃ？」

「そうだったっ。でも、うちの子のせいだしなあ……今日きようはキャンセルするよ、仕方ない」

　携帯を取り出そうとする斉藤さんに、春はる亮あき。

「あ、いいっすよ、うちの風ふ呂ろを提てい供きようします。これから忙しくなるんでしょ？　代わりの予約だってすぐ取れるとは限らないし、行けるときに行っといたほうが」

「春亮くんに迷めい惑わくかけるのも悪いよ。関係ないのに」

「やー、関係なくはないような気が……こいつがムリヤリこの子に抱かせたのが原げん因いんですし」

「わ、私のせいか!?　よかれと思ってやったのだし、こいつだって喜んでおった気がするし！」

　主に悪いのはオクタビアヌスなのだが、フィアにも一因があるのは確たしかなのだ。このままハイサヨナラというわけにもいかないだろう。ぐぐいとフィアの頭を押おし退のけつつ、

「まーそういうわけなんで、大丈夫ですよ？　なんなら服の洗せん濯たくとかもしますんで、任まかせといてください」

　いや……でも……しかし……と斉藤さんは渋っていたが、そのうちに予約した時間が近付いてきて、最終的には春亮案を受け入れてくれた。「何かあったら連絡してね」と電話番号を書いたメモを少女の手に押し付け、申し訳なさそうに何度も頭を下げながら立ち去っていく。

「ふん、まったく、お人ひと好よしな男だ──前からわかってはおったが。たまには自分が楽をすることを考えてもいいではないか……」

「おいフィア、なにブツブツ言ってんだ？　俺おれらも帰ろうぜ」

「う、うるさいな、何でもないわい！　ほらお前も、さっさと行くぞ！」

「……？」

「話、聞いてたか？　……聞いてなさそうだな。そんな状じよう態たいじゃ帰れないだろ。俺んちの風ふ呂ろとか洗濯機きとか貸かすから、とりあえず来てくれよ。すぐ着くし」

「別に、いい」

　どういう姿でそんなことを仰おつしやいますかこの人は。

「よくないっての。『そんな状態の女の子を一人ひとりで帰したなんて!?　お説教です！』とかって怒り出しそうな奴やつが家にいるし」

「連れて帰っても怒りそうではあるがな」

「う、ありそうなことを……ともかくそんなわけで、俺を助ける意味でも一いつ緒しよに来てほしいんだが。あ、ひょっとして、家が物もの凄すごく近かったりするのか？」

　ふるふる。

「じゃあ、近くに風呂を借りられる友とも達だちがいるとか？」

　ふるふる。

「んならやっぱりうちに寄ってもらうしかないな。行こうぜ」

「心配せんでも、別に取って食ったりはせんわい。逆にメシくらい出るのではないか。作るのは私でなくてこのお人ひと好よしな男だが」

　春はる亮あきとフィアは踵きびすを半分だけ返して、少女の反はん応のうを待つ。ややあって、どこか根こん負まけしたかのように、少女の頭がぺこりと下がった。

「……よろしく」

　そしてゆっくりと、彼女も歩き始める。人見知りが激はげしい子なのかなあ、と苦笑して、そこでふと春亮は大事なことを忘れているのに気付いた。

「俺おれは夜や知ち春亮、こっちはフィア。あんたは？」

　それは、ただの名乗り。

　何の変哲もない、出会いの儀ぎ式しき。

　けれど彼女は、なぜか先せん刻こくと同じような暗あん鬱うつさをその声に乗せて、静かに答えた。

「……楯たて岡おか、藍あい子こ」







　第一章 「きづけばそこにあるものです」/ "A pebble,a pebble,and more pebbles"







　　　　[image: ]

　細心の注意を払わねばならない。

　天てん井じよう裏うらから気配けはいを探さぐる忍者のように慎重に、ほんの数分で仕事を済すませる大おお泥どろ棒ぼうのように大胆に。これはそういうミッションだ。

「なんか最近、妙に間が悪いからな……今日きようばかりは何事もなく済みますように……！」

　風ふ呂ろ場ばのドアに耳を押し当てるようにして、中の様よう子すを窺うかがう。この時点で既に覗のぞき魔まじみた罪ざい悪あく感かんが湧わき上がってくるのだが、必ひつ要よう経けい費ひだ。いきなり脱衣所に押し入るなど自殺行為にも程ほどがある。

　ドアの向こうから聞こえるのは、連続的なシャワーの水音。いささか強引な誘いだったが、どうやら少女──藍あい子こはちゃんと風呂に入ってくれているらしい。これで『着替え途中にバッタリ』パターンの回かい避ひは確かく実じつ……次の課か題だいはスピードだ。こないだフィアと黒くろ絵え相手にやってしまったように、『出てきてバッタリ』も回避せねばならない。

　周囲を見回す。廊下には誰だれの姿もないが、フィアの見ているテレビの音が居い間まから聞こえていた。おそらく黒絵はまだ店で、このはは台所で料理をしている……できれば役やく割わりを代わりたかったのだが、オリジナル肉料理の作成中だったのでそうもいかなかった。変に他人の料理に手を出して味のバランスを崩すなど、プライドが許ゆるさない。

　そんなわけで、この危き険けんなミッションを果たせるのは自分しかいないのだ。一いつ刻こくも早くあの服を洗せん濯たくしてやらなければ、落ちる汚れも落とせなくなる……！

　一つ息を吞のみ込んでから、一気に脱衣所に侵入する。ズババッと首を回して状況確認。脱いだ服は籠かごに入ったままだった。

（洗濯機きに入れといてくれって言ったのに……ええい！）

　目の焦点を合わせないようにしながら、小さな白い布キレやら何やらを搔かき分ける。目当ては一番汚れているであろうあのコートだ。最さい下か層そうにあったそれを引ひっ張ぱり上げると、

「重っ!?」

　ずっしり、とコートが垂れ下がる。何がそんなに重いのかと思ってよく調しらべてみると、その原因は、無数にあるポケットのそれぞれに押し込まれた──石だった。

「……？」

　何度見てもただの石ころだ。特に形が変なわけでも色が綺き麗れいなわけでもない……おかしな少女のおかしな謎なぞがまた一つ増えたが、とりあえずこんなものを洗濯機に入れるわけにはいかない。全部取り出し、軽くなったコートを洗せん濯たく機きに叩たたき込む。コートにしては珍しく《洗濯機使用可》のタグ表示があって助かるが、こういう大物を洗あらうには細心の注意が必要だ。慎重に量を調ちよう整せいして洗剤を投入、さらに洗濯機のモードを手て早ばやく変更してスイッチオン。ごうんごうんと頼たのもしい音を立てて文明の利器が作動を始めた。

「で、これ、どうしよ。よくわからんけど、とりあえず置いとくか」

　石ころの山を洗面台の上に置いてから、素早すばやく脱衣所を脱出。ミッションコンプリート。

「おお、やった……何事もなく終わった！」

　自分ちの風ふ呂ろ場ばがこんな危き険けん地ち帯たいみたいになってる現状ってどうなんだろう、という考えがふと頭をよぎったが、とりあえず気にしないことにする。今は無事に生せい還かんできた奇跡の価か値ちを嚙かみ締しめておこう……！

　軽くガッツポーズなどもしながら、廊下を歩き出す。そのとき、閉めた脱衣所のドアの向こうから「……ふ[image: ]」という声が小さく聞こえてきた。どうやらタッチの差で藍あい子こが風呂場から出てきたらしい。危あぶなかった。しかし危険地帯からはすでに脱している、フィアやこのはに冷たい目を向けられるような事じ態たいが起こる可能性はもはや皆無──

　な、わけでもなかった。

　ばたーん！　と脱衣所のドアが開き、

「……！」

「なぁっ!?」

　中から半裸の藍子が飛び出してくる。上にブラウス一枚着ただけの姿で、その白い裾すそからはそれ以上に真まっ白しろな足が無む防ぼう備びに飛び出していた。今までコートに隠れていて見えなかったのだが、細く長く、まるでモデルのように均きん整せいのとれた足だ。さらなる問題は、着替えのシャツと共に用意していたこのはの小さな下着がその足の間にチラチラ見えていることで──

「な、なんだ？　何か問題があったかってまず服を着てくれてないのが俺おれにとっての問題！」

「……問題が、ある」

　わたわたと藍子は春はる亮あきの服を引ひっ張ぱる。思いがけず強い力で、そのまま春亮は脱衣所に引っ張り込まれてしまった。また窮きゆう地ちに逆戻りだ。春亮は視し線せんをあらぬ方向に彷徨さまよわせつつ、

「おい、いったいなんだよ!?　だから服をだな！」

「……服、どこ？」

「そ、そこに用意してあるだろ？　えーと、従姉いとこのやつで、ちゃんと洗濯もしてあるから」

「違う。私の着てた服」

「や、だからあのコートは洗ってるって。ほら、洗濯機動いてるだろ」

　なんだそんなことか、と思いつつ春亮が答えると、藍子は予想外の行動に出た。ばたばたと洗濯機に近寄って蓋ふたを開け、回転中にも拘かかわらず中に手を突っ込んでびしょびしょのコートを引っ張り出す。

「こら馬ば鹿か、危あぶねぇぞ！　って着るつもりか、どんだけお気に入りなんだよ!?」

「……着る」

「んなの着たら風か邪ぜ引くって！　いいから脱げ、ほら！」

「やだ、脱がない……ふ[image: ]？」

　春はる亮あきとコートを奪い合うような形になっていた藍あい子こが、ふと首を傾かしげて動きを止める。

「……中身は？」

「中身？　ああ、あの石か。一いつ緒しよだと洗えんから出しといたぞ」

「……ふ[image: ]」

　藍子の力が緩ゆるむ。その隙すきに春亮はコートを手元に引ひき寄よせた。まったくなんなんだよ、と思いながらもとりあえずコートを再び洗せん濯たく機きに投入して、そして藍子に視し線せんを戻すと、

　泣いていた。

　濡ぬれた前髪で隠された表情はやはりよくわからなかったが、とりあえず泣いているのだけは確かく実じつだ。前髪の下から、ぽろぽろと涙が落ちているのが見えるのだから。

「うおっ、どうした、何があった!?　そ、そんなにこの服洗われるの嫌いやだったか？　でもな、汚れてるから洗ってからでないと着れないし──」

「……ちがう」

「違うって、何が？」

　答えはない。小さく鼻を啜すすり上げる音と喉のどを鳴らす音が聞こえるばかりだ。弱った。

「あー、その、よくわからんけど。お前、俺おれにどうしてほしいんだ？　いいか、この服は洗わなくちゃ駄だ目めだから洗う。それ以外のことならお前のいいようにしてやるから」

「……本当？」

「ほんとほんと」

　身体からだのわりに子供っぽいというか、小動物っぽいというか。ヘンな奴やつだなあ、と今更ながらの感想を頭に浮かべつつ言うと、藍子はそっと腕を伸ばして春亮の手を握った。

「な、なに？」

「貸かして」

　よくわからない。どうするのかと思って見ていると、春亮の手はそのまま藍子によって持ち上げられ──

　彼女の着ているブラウスの胸ポケットの中に、押し込まれた。

「……っっっ!?」

　素肌の上に着ているのだ。布地一枚隔てて、彼女の鼓動が伝わってくる。勿もち論ろん胸むねポケットであるからその下にあるのはこのはよりは小ぶりででも形のよい盛もり上がりなわけで違うそんなことを考えてはいけないポケットの圧あつ迫ぱく感かんがまるで彼女の肌に包まれて密みつ着ちやくしているかのような錯さつ覚かくに変わってぎゅうぎゅうっと──

「……ぽわ」

　大だい混こん乱らんの春はる亮あきをよそに、藍あい子こは満足そうにそんな声を漏らしていた。温泉に肩まで浸つかったかのような、安あん堵ど感かんに満ちた雰囲気。その拍子に届いてきた温かい吐息にはっとして、春亮は全ぜん身しん全ぜん霊れいの意い志し力りよくでポケットから手を引き抜いた。

「な、何が何やらわからんがもういいだろ？　な？」

「……うん。だいたい、満足」

「そ、そうか、そりゃよかった。じゃあ、今度はちゃんと服を着て居い間まに来るように」

　そう言って脱衣所を出て行こうとすると、背中に声が届とどいた。

「石は？」

「そこの洗せん面めん台だいだけど……大事なものなのか？」

「ううん。ただ、ポケットに、入れたい」

　また変なことを言い出しましたよこのお嬢じようさんは。

「まぁ……破やぶらない程てい度どになら好きにすればいいと思うけど。どういう意味があるんだよ」

　最後の言葉は独ひとり言ごとのようなもので、返事を求めてのものではなかった。だがドアを閉める間ま際ぎわ、静かな声で、ぽつりと返答がある。

　相変わらず、意味は全まつたくわからなかったが。

「……中身がないと、落ち着かないから」




　一足先に居間に帰ると、そこにはフィアとエプロン姿のこのは、そしていつのまに帰って来ていたのか、黒くろ絵えの姿があった。三人はテーブルに身を乗り出し、頭を突き合わせるようにして何かを覗のぞき込んでいるようだ。ちらりと見えるのは……黒絵の差し出す、携帯……？

『いいから脱げ、ほら！』

『やだ、脱がない……』

　……なんだか聞き覚えのあるやりとりが聞こえますが、これはどういうことでしょうか。

　自分の声って違和感あるなあ、と春亮が現げん実じつ逃とう避ひしていると、

「いやー、驚おどろいた。帰ってくるなりこんな千せん載ざい一いち遇ぐうの記き録ろくチャンスに出くわすとは、これはいかに普段ふだんのうちの行いがよいかの証しよう明めいになっとるのではなかろうか。あ、今はまだ声だけじゃけど、もうすぐこっそりドアを開けるのに成功する。中の様よう子すも映うつり出すから安心して」

「は、ハレンチだ。もう一度言う、ハ・レ・ン・チ・だ！」

「な、な、な、な」

「このさん、お盆が真っ二つになっちょるよ。テーブルは斬きらんように気をつけて。ん、この辺は声も聞こえにくいけど……そろそろ……お。見て、今日きようの衝しよう撃げき映えい像ぞう」

『……ぽわ』

　藍子が満足して発する声。ということはつまり、そこに映し出されているのは。

「待て、違うんだ、それは違うんだ！」

　ギギギ、と音がしそうな動きで、フィアとこのはの顔がこちらを向く。このははにっこりと笑って、こちらを手て招まねき。フィアはこれ見よがしにルービックキューブを取り出し、かちかちと回し始める。

　黒くろ絵えだけが「や。ただいま」と平然と手を上げていた。あの場にいて聞いていたのなら事じ情じようはわかっているはずだが、二人ふたりに説明してくれる様よう子すは微み塵じんもない……絶ぜつ対たいに面おも白しろがっている。

　迷めい惑わく行こう為い防ぼう止し条じよう例れいをこの家にも制せい定ていしたい、と春はる亮あきは切に願ねがいながら、これからの説明に必要な労苦を想像して深く溜ため息いきをついた。
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　櫃ひつ籐とう市しの駅前、とあるホテルの一室。

　そこにいたのは、一人ひとりの父と、一人の母だった。無数の子供達は、ここにはいない。

　男は女と共にベッドに腰掛け、その長い髪を櫛くしで梳すいていた。優やさしく、ただ優しく。

「身体からだの調ちよう子しはどうだ？」

　気遣いが込められた声に、母は嬉うれしそうに喉のどを鳴らして答える。

「悪くはないわ。まだあまり無理はできそうにないけれど」

「それは重ちよう畳じよう──聖なるかな、だ。何にせよ、君が無理をする必要はない。今度は俺おれもいるし、新しく増えた娘もいる」

「二に階かい堂どうクルリさん、と言ったかしらね、あの子。貴方あなたの見立てはどう？」

「同じ年とし恰かつ好こうの家族会員と比ひ較かくするならば──オラトリエ・ラブドルムナーグや雛ひな井いエルシーほどの力はないし、マリオン・エントウィッスルほど狡こう猾かつでもない。基き本ほん的てきには普通だ」

「あらあら。普通の殺人犯ということなのかしら？」

「だが、動きは素早すばやいぞ。才能があったのだろうな、事件で吹っ切れてから動けるようになったのだとか……少なくとも足手まといにはなるまい」

「貴方がわざわざ迎えに行ったのだもの、そうでなくては困こまるわ──そう言えば詳しくは聞いていなかったわね。少年院出所のお迎えには、何も問題はなかった？」

　男は髪を梳くしけずる手は止めないまま、軽く肩を竦すくめた。

「彼女の勧誘自体は速やかに終わったがね。彼女の愛する禍具ワースを警けい察さつの保管庫から回かい収しゆうしようとしたとき、少し問題があったよ。だからこの前は君を迎えに行くのが遅れたのだ──蒐しゆう集しゆう戦せん線せん騎き士し領りようの人間と出会った」

「まあ。また愛いとしい禍具ワースを壊こわしに来たのね。悪い人達たちだわ」

　冗じよう談だんめかした調子で僅わずかに声のトーンを上げた女に、男は片目を細める。櫛をシーツの上に置き、子供をあやすようにして彼女の頭を撫なでた。

「仕方あるまい、表おもて沙ざ汰たになった事件というのは奴やつらも目にするからな。とはいえ向こうも俺おれが現あらわれるとは思っていなかったのだろう、特に脅威でもない後方支援員オーグジラリだった──問題はここからだ。その人間を告解させて知ったのだが、どうやらもう一人ひとり、《一人分隊アイソレツツ》と呼ばれる男がこの街に来ているらしい。前ぜん衛えいの一いつ級きゆう殲せん滅めつ騎き士しだ」

「何のために？」

「無む論ろん、箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブをどうにかするためだろうよ。クルリが事件で使った禍具ワースの後始末はそのついでだったらしい」

　頭を撫なでていた手が滑り、そのまま女の頰ほおへ。嬉うれしそうに頰を緩ゆるめる女に向け、男はそれと似たような微笑を浮かべて言った。

「本当に、オラトリエや雛ひな井いを連れてこなくてよかったのかね？」

「彼女らには彼女らの仕事があるわ……現げん時じ点てんでの仕事、これからお願ねがいするかもしれない仕事。そちらも大事なことよ。代わりにクルリさんも頑がん張ばってくれるそうだし、それに」

　彼女は僅わずかに顔を傾かたむけ、頰を伝う指に軽く口づけをした。唇が一度、小鳥のように歌う。

「貴方あなたがいるもの。それだけで、何も心配はないと思えるわ」

「聖なるかな、その幸せな言葉は覚えておこう。だが確かく認にんさせてくれ。どうしても箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブは我わが家族会フアミリーズに招まねかねばならないのかね。現状、君は本ほん調ちよう子しではなく、そして騎士領の邪じや魔まも入りかねない。無理をすべきではないとも思うのだが、なぜそこまであれに拘こう泥でいする？」

「……なぜと言われても、正直わからないわ。ただ、初めて彼女を見たとき、どうしても彼女を家族として愛したいと思ったの。そうね──つまり、私の気分的な我わが儘ままよ。それでは、駄だ目め、かしら……？」

　片眼鏡モノクルを弄いじりつつ、上うわ目め遣づかいに女は男を見上げた。どこか不安げな、けれども何かを信じている瞳ひとみ。男は髭ひげを小さく震ふるわせる。

「駄目なものか。それが君の望みとあらば拒否する理由はない。言うまでもないが、俺は人を救うために在るモノなのだからな」

「わかっているわ、愛しい十字様……ありがとう」

　もう一度、唇の音。今度は指ではなく、それが最も相応ふさわしい場所で。

「さて、具体的にはどう動くつもりなのだね」

　女は何かを思い出すように天てん井じようを見上げた。それから、温ぬくもりが残る口元に可愛かわいらしく人指し指を当てつつ、

「この前のことで──あれだけ必死だったあの方達たちを見て、少し考えを改めるべきではないかと思ったの。興きよう味みがない、なんて言ってしまった気がするけれど、それは間違いだったのかもしれないわ。そう……あの方達がそれほど大事にしているものならば、それはあの方達を愛する我われ々われも尊そん重ちようしてあげなくてはならない。今までの私達は、彼をあまりにもないがしろにしすぎていたのではないかとね」

「ほう。では、つまり」

　母は微笑する。アリス・ビブオーリオ・バスクリッハは微笑する。

　そこに、人としての大事な何かが決定的に欠落していることを知る者は──少なくとも、それを知る人間は──ここには、一人ひとりも、いなかった。




「ええ。まずは、あの少年に……貴方あなたが導みちびく告こつ解かいを」
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　誰だれかのモノマネをするかのように、黒くろ絵えがどこか空虚な口く調ちようで言った。

「うわー。お肉の焦しよう熱ねつ地じ獄ごくやー」

　テーブルの上に載っているのは、このは謹きん製せいのメイン料理。ベースは鋤すき焼やきのようだが、そこには彼女のオリジナリティがふんだんに加えられ──『好き焼き』もしくは『好きなものだけ焼き』とでも呼ぶのがふさわしい一品に仕上がっている。

　鍋なべ一いつ杯ぱいに広がっているのは、茶ちや色いろの凸でこ凹ぼこ大だい地ち、つまり情じよう熱ねつ肉にく大たい陸りく。その山々はこぽこぽと気泡を漏らしながら揺れ、地中から湧わき出る瘴しよう気きのように白い湯気が大地の隙すき間まから立ち昇っている。はたしてその下には何があるのか。何もないのか、熱あついダシ汁の沼が広がっているのか、はたまた同じような第二の地底肉世界が隠れているのか──

　春はる亮あきが必死に誤ご解かいを訴えた甲か斐いあって、ようやく機き嫌げんを直したこのはが胸むねを張はって言う。

「生なま卵たまごで食べるといいと思いますよー。でもちょっとピリ辛の味付けなので、何もつけずに食べてもいけると思います。さあさあ春亮くん、どうぞ」

「お、おう。いただきます」

　取り皿を渡されて、ごくり、と春亮は唾つばを飲み込む。できればまずは自分が作ったサラダとかで心を落ち着けたかったのだが、こうなれば仕方ない……覚悟を決めて肉の山をガバリと崩くずし、ゆっくりと口に運ぶ。感想は、

「お……美う味まい」

「でしょう？　よかったー、うふふ」

「むぐりむぐり。ふん、相変わらず貴き様さま自身をよく体たい現げんしておる料理だ。暑苦しく、目め障ざわりで見た目が良くなく、そして──なんか、でぶよよっとしておる」

「な、なんですかその擬ぎ音おん!?　文もん句く言うなら食べなくてもいいですよ！」

　このはがぎらりと目を光らせて言うが、フィアはふんと鼻を鳴らしてから再び鍋に箸はしを伸ばす。いつものやりとりなので気にすることもない。黒絵はまた「たんぱく質の天てん変ぺん地ち異いやー」などとぼんやり眼まなこで言いつつ、肉の大地をひょいひょいと摘つまんで口に運んでいた。

　春はる亮あきはちらりとテーブルの向かい、フィアの横に座る藍あい子こに目を遣やる。洗せん濯たくもすぐに終わるわけではないし、ついでなので食事に誘ったのだ。けれど彼女は箸はしを持ったまま、おどおどとフィア達たちの姿を眺めている。気き後おくれしているのだろうか。

「ほら、お前も食えよ。美う味まいぞ」

　強引に肉を藍子の皿に取り分けてやると、彼女はちらりとこちらの顔を眺めてから、ゆっくりとそれを口に運んだ。端っこからちまちまと、やはり小動物のように肉を咀そ嚼しやくし、

「……おいしい」

「わ、ありがとうございますー。えへへ、初対面の人に料理を褒ほめられるのって嬉うれしいですね。遠えん慮りよしないでどんどんいっちゃってください」

　ん、と小さく頷うなずいて、それからは藍子も自発的に鍋なべに手を伸ばし始めた。初対面の人間達との食卓、という場面では誰だれでも緊きん張ちようするものだろうが、その緊張を解とくのもまた食卓というロケーションの効こう果かだ。

「どんどんとは無む責せき任にんな発言だな。肉は肉になるばかりというのに」

　その言葉に、ぴく、黒くろ絵えが反はん応のう。

「はっ。ふぃっちー、その真理は……うちらにとっての救いの御み手てとなるのでは……!?」

　芝しば居いめいた口く調ちようと表情だったが、フィアはそれに気付かず真顔で首を横に振る──一方、藍子は怪け訝げんに顔を傾かたむけつつ、肉の大地の奥からしらたきを摑つかみ出していた。ずるずると伸びるしらたきを困こまったように見つめ、「……んー」と天高く箸を持ち上げている。どうやら肉の下にも肉がある、などという二重地獄ではなかったらしい。

「焦ってはならん。ピンポイントで狙ねらった場所に肉が結合するとは限らんぞ。それに失敗した実じつ験けん体たいが目の前におるだろう……ああ、欲よくに流された愚者の末路というのはいつもこんなものだ。私達にとってはなんでもない体重計が、奴やつにとっては悪あく魔まの機き器きに見えているのだろう」

「諸もろ刃はの剣つるぎなのじゃね……！」

「あなた達ー！　いい加か減げんにしないとホントに食べさせませんよっ！」

　いつもの騒さわがしさの中、藍子は一人ひとりマイペースに「……伸びる」と背せ負おい投げみたいな姿し勢せいになってしらたきを引ひっ張ぱり続けていた。




「ところで、一つ気になっておったのだが」

　とフィアが切り出したのは、彼女が食後のおせんべの二枚目にかぶりついたときのことだった。ぱっきんぽりぽり、とその三分の一ほどを咀嚼しつつ、

「こいつ、妙なニオイがせんか？」

「……ふ[image: ]」

　じろり、とフィアに視し線せんを向けられ、食後のお茶をちまちま啜すすっていた藍子が首を縮ちぢめる。

「いきなりなに言ってんだお前。女の子に対して失礼な──風ふ呂ろ入ったばかりだし、もう臭いなんかないだろ」

「そうですよ。ごめんなさいね、気にしないでください」

「違う。あの犬がしでかしたもののせいではなく……元から、というか。ええい、上う手まく説明できんな。おいお前、嗅かがせろ」

「……？」

　首を傾かしげる藍あい子この返事を待たず、フィアが膝ひざ立だちでにじり寄る。そのまま首くび筋すじに顔を近付け、ふんふんと鼻を鳴らし始めた。それだけでは足りないのか、藍子の肩に手を置き、彼女に伸のし掛かるようにして、その喉のど元もとをくんくん。顔を真まっ赤かにした藍子は身を仰のけ反ぞらせ、ばたばたと手を動かしている。

「……あうあう」

「むう、確たしかに気になるのだが、わからん。おいクロエ、お前も来てみろ」

「うちもよくわからんけど、面おも白しろそうなのでりょうかいー。すん……んー、んー」

　黒くろ絵えが藍子の横から接せつ近きんし、目を閉じて彼女の耳に顔を寄せる。藍子はさらに赤面の度合いを増ますばかりだった。

「ちょ、お前ら、何やってんだ!?」

「まあ待て。やっぱりヘンだぞこの女。ウシチチ、お前も手伝てつだえ」

「な、なんでわたしが。藍子さんが困こまってるじゃないですか、止やめてあげ──」

「ウシチチ」

　ちらりとフィアが顔を上げ、一言。そこに何を感じ取ったのか、ややあってから、このはは僅わずかに目を細めて立ち上がった。フィアと黒絵が絡みついた藍子の傍かたわらに膝を落とし、

「ええと、ごめんなさい、藍子さん。ちょっとだけ……すぅ……ん？　んんん？」

「な。おかしいだろ」

「おかしい匂においの他ほかに、いい匂いもしちょるよ。すんすん」

「それは石せつ鹼けんの匂いだ、クロエ。おかしい匂いに集中しろ」

「なぜでしょう。おかしいのもわかりますが、何かわたし的には微妙にイラッとする感じが心の奥に──」

「……ふ[image: ]。あ、あふ……」

　三人に伸し掛かられ、いつのまにか藍子は畳たたみに倒れていた。上気した頰ほおと、荒い呼こ気き。三人はなぜか彼女の匂いを嗅ぐことに夢中になっている様よう子すで、思い思いの場所に鼻をくっつけていた。フィアは怪け訝げんそうに、このはは眉まゆを寄せて、黒絵は楽しそうに。肌に吹きかけられる息がくすぐったいのか、「んっ……」と藍子が呻うめいて、このはからの借り物のスカートが軽く捲まくれ上がり、長い足が顕あらわになって──
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「だ、だーかーらー、どうしたんだお前ら！　このはまで！　解散、とりあえず解散！」

　顔を赤くした春はる亮あきがフィア達の身体からだを引ひき剝はがす。自由になった藍子はひどく恥ずかしそうに自分の身体からだを抱き、スカートの裾すそを直していた──なぜか春はる亮あきの胸むねに物もの凄すごい罪ざい悪あく感かん。

「うむぅ、理屈はよくわからんが、やっぱりそうではないのか」

「そうじゃね、そんな気がする」

「匂においでわかる、なんてこともあるんですかねぇ……こうなったら聞いてみるべきでしょう」

　顔を見合わせてぼそぼそ話し合っていたフィア達たちが、ゆっくりと藍あい子こに目を向けた。ビクリ、とさらに身を縮ちぢめる彼女に、代表してフィアが言う。

　春亮にとっては、予想外で──しかしどこかで納なつ得とくもできるような、そんな言葉を。

「お前。私達の同類だな？　実に直感的だが、そんな感じのニオイがするぞ」

　返答までには間があった。だが、藍子の目を隠している前髪が僅わずかに揺れる──縦たてに。

「……うん。でも」

「でも？」

　僅かに緊きん張ちよう感かんを強めたこのはが聞き返す。藍子は怯おびえるような仕し草ぐさでさらに俯うつむき、言った。

「私、くさくない、と思う……」




　今までの変な言動から、何か予感のようなものはあったのだ。常つね日ひ頃ごろから彼女達に接せつしている春亮だからこそ抱けた予感。やっぱりな、という感じで彼女の正体を受け入れると、食後のお茶タイムは彼女の素す性じようを聞く時間へと早変わりする。

　最近いろいろあったために、このはは最初こそ緊きん張ちよう感かんを持って彼女を睨にらんでいたが──結局はすぐに警けい戒かいの視し線せんを解かい除じよしていた。藍あい子こがここへ来たのはまったくの偶然、間かん接せつ的てきにはフィアがオクタビアヌスを強引に抱かせたせいだし、直接的にはお詫わびをせねばと春はる亮あきが強引に引ひっ張ぱってきたからなのだ。しかも何かをする気なら今までいくらでもやる時間はあった。この小動物のような少女が敵てき意いを持っていると思うほうが難むずかしいだろう。

　脈絡なく髪で藍子のお茶のお代わりを注そそぎ、ビクッとする様を見て楽しんでいた黒くろ絵えの頭に軽くチョップを落としてから、春亮。

「ええと。なんというか、ぶっちゃけ『へえそうだったのか』ぐらいの驚おどろきなんだけど……とりあえずこいつらはお前と同じだから。そこだけまずわかってくれれば」

　こくり、と理解の動作。そこでフィアが口を挟む。

「で、アイコよ、お前、何なのだ？」

　藍子は微かすかに肩を揺らした。そしてぽつりと、

「……言いたく、ない」

　眉まゆを寄せるフィアのほうを見ないまま、このはが湯のみを傾けた。

「フィアさん。あなた、自分が何なのか、あえて人に言いたいですか？」

「む──その、なんだ。ただの思いつきで聞いてみただけだ。答えたくないなら答えなくてもよいわい」

　どことなく後ろめたそうに、フィアが視線を落とす。藍子の気配けはいが一気に暗くなったように思え、春亮は話題を変えるべく口を開いた。

「しっかし、偶然うちに呼んだ奴やつがなぁ。こんなこともあるんだな……そういやあそこで何してたんだ、お前？」

「……なにも」

「なにもって……散歩とかか？」

「ん──行くところ、ないから。適てき当とうに、旅するみたいに歩いてる。いつも」

「おお、旅仲間。旅はよいよ」

　こくこくとぼんやり眼まなこで黒絵が頷うなずく。食べかけのおせんべに再び取り掛かっていたフィアが、

「行くところがないということは、お前は誰だれにも所有されていないのか」

「うん。迷めい惑わく、かけるから。そのほうがいい」

　フィアは一いつ瞬しゆん動きを止めてから、なにやらふくれっ面つらになってぷいと明後日あさつての方向を向いた。テーブルの上に頰ほお杖づえをつき、頰に詰め込んだ煎せん餅べいを苛いら立だったように嚙かみ砕くだく。「ふん……辛つらいであろうに、よくやるわ……」などという呟つぶやきも聞こえてきた。

　彼女達たちは人としての性質と道具としての性質、その両方を持っている存在だ。だからその性質は相互に働き合う。

　人が多少の怪け我がは自し然ぜん治ち癒ゆできるように、彼女達が道具の姿でどこかを破は損そんしてもある程てい度どは自し然ぜん修しゆう復ふくされるし──逆に、人のかたちをしていても《誰だれかに使われたい》という道具としての欲よつ求きゆうが生じる。それは《被ひ所しよ有ゆう欲よく》とでも言うべき不ふ可か避ひの業ごうだ。

　それを耐えるのは苦しいことらしい。食べるのを我が慢まんしたり、眠るのを我慢したり、あとゴニョゴニョ……とにかく人間が三大欲求を我慢するのと似にたようなものなのです！　といつだったかこのはが教えてくれた。

（とすると──やっぱり、フィアが言ってたみたいに藍あい子こも辛つらいんだろうな。で、それを敢あえてやってるってことは）

　その理由は、一つしか思いつかない。

　フィアはまだふくれっ面つらのままテーブルをとんとんと指で叩たたいており、このははなぜか溜ため息いきをついていた。黒くろ絵えはいつものようにぼんやりとしている。

「ああ……次の展てん開かいが読めてきましたよ。もう諦あきらめ気味ですけどね、ふぅ」

「ふん、お人ひと好よしは不ふ治じの病だな。治ち療りようする気もないのだろうが」

「これからもっとドキワクイベントが増ふえそうじゃね。デジカメ、新しん調ちようするべきかも」

「おいお前ら、何の話してるんだ？」

「いーえ、なんでもありません。ありませんとも」

　軽く頰ほおを膨ふくらませながら、目を閉じたこのはが胸むねを反らす。お客を案内するウェイトレスのようにひょいと手を藍子のほうに動かし、

「止めませんから、春はる亮あきくんはお好きにどうぞ。何か藍子さんに言おうとしてたことがあるんじゃないですか」

「な、なんでわかるんだ？　いや、まぁ……行くとこないんならうちにいてもいいぞ、みたいな感じなんだけど。どうだ？」

　はぁー、とフィアとこのはが同時に息を吐はくのが横目で見える。藍子は驚おどろいたように顔を上げ、じっとこちらの顔を見つめてきた──目は髪で隠れているのだが、多た分ぶんそうだろう。

「ああ、こんなんいきなり言われても困こまるよな。えと、何から説明すればいいんだ……？」

「アイコよ、信じられんかもしれんが、このハレンチ小僧には呪のろいが発生しない。そして我われ々われの呪いは人間の正の思念を受け続けることで解とける。この家はそれに都合の良い──つまり、呪いを解くための場所なのだ」

「そうです。わたし達たちはそのためにここにいます……まぁ、わたしは解けかけで、黒絵さんは」

「うちの呪いはもう解けちょるけど。ここは実家みたいなものかな」

　思いがけず、フィア達がちゃんと説明をしてくれた。協力的なのは助かるが、さっきの不ふ貞て腐くされたような様よう子すはなんだったのだろう……よくわからない。

「ん、そんなとこだ。どうする？」

　再び俯うつむいた藍子が、数秒、そして数分、無言の時間を作る。

　春亮は少し不ふ思し議ぎに思った。すぐに信じられないのはわかるが──普通、彼女らは呪いを解きたいと思っているはずだ。サヴェレンティのように特殊な事情があれば話は別だとしても、藍あい子こには所有者がいないという。それほど迷まようものなのだろうか。

　でも、と春はる亮あきは思う。噓うそではないことはわかってくれるはずだ。同じ食卓について、同じものを食べて、フィア達たちがどんなふうにこの家で暮くらしているかを、もう知っているはずだから。だから、きっと──

　それからさらに数十回、春亮が呼こ吸きゆうを繰くり返したとき。

　藍子の頭が縦たてに揺れた。ひどく、ゆっくりと。

　春亮はほっとしたような気持ちになって、

「よっし、決まりだ。どっかあてもなくフラフラしてるよりは絶ぜつ対たいいいよ……まぁ所有者がいても誘ってみてたとは思うけど。これからよろしくな、藍子」

「……うん」

「家主が決めたことなら文もん句くは言わんが。お前、カネのほうは大丈夫なのか」

「お前、普段ふだんはんなこと気にしないのに、こんなときだけ言うなよ……ま、大丈夫だろ。実は今月からちょっとだけ親おや父じからの振り込みが増ふえててな。あの馬ば鹿か親父、やっとこっちの状じよう況きようにも頭が回るようになったのか」

「むっ、ならばアレだ、私に小遣いをくれるという話はどうなったのだ!?」

「そんな話はビタ一いち文もんしてねぇ！　記き憶おくを捏ねつ造ぞうするな！」

　フィアが騒さわがしく暴あばれ、このはが呆あきれた様よう子すで息を吐はき、黒くろ絵えが面おも白しろがって茶々を入れる。

　それはいつもの、この家の光景。しかしその中で、春亮は見ていた。

　新しくこの家の一員になった藍子は、まだ、笑っていない。

　人見知りが激はげしい、いささか気弱そうな彼女であれば仕方のないことなのかもしれない。いつかは笑ってくれるのだと思う。笑ってほしいと思う。

　けれど、今はまだ。

　今はまだ、自分にそれを許ゆるすべきかどうか迷まよっているかのように──

　笑わない。
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　空間が閉とじられる。するとその空間が自分になる。

　存そん在ざい意い義ぎだ。だから在あり、そのために在らねばならないという、存在の指し針しん。

　望まなくとも──望まなくとも──自分に与えられた意味は、それしか、ない。

　閉じた空間じぶんの中には、音がある。

　それを喉のどから発する肉の数は不ふ正せい確かく。十を超え、百を超えない。けれどもそれらが何度も何度も何度も何度も好き勝手に思うままに発する音の数は明確に一語で表せた──無数と。

　害意を伝える唸うなり。恐怖を示しめす震ふるえ。困こん惑わくを表す呼こ気き。興こう奮ふんを語る律りつ動どう。つまりは声、声、声──飼かわれていたケモノ達たちの、声。

　自分の意味を果たせと言われ、彼らに近付く。

　その毛け並なみにそっと手を伸ばして、新しい音を作った。




　──ぷちゅっ。




　無数の音の何分の一かが消え、代わりに、ただ一度きりの音。閉じた空間じぶんの中、いのちの潰ついえた合図は不ふ思し議ぎに反はん響きようし、しかし音おん圧あつを増ました無数の声にすぐに搔かき消される。

　狭い空間じぶんの中を、逃げ場を求めて荒れ狂う音の奔ほん流りゆう。実体ある壁かべのような密みつ度ど。続けろと言われたから、敵てき意いと懇こん願がんで形作られたその壁を割り進み、繰くり返す。

　罪ざい過かの音を。

　ぷちゅっ、ぷちゅっ、ぷちゅっ、ぷちゅっ、ぷちゅっ、ぷちゅっ、ぷちゅっ、ぷちゅっ、ぷちゅっ、ぷちゅっ、ぷちゅっ、ぷちゅっ、ぷちゅっ、ぷちゅっ──望まなくとも──ぷちゅっ。

　終わった。

　でも終わっていなかった。

　赤黒い何かに塗まみれた床の上、少しばかり毛色の異ことなるイキモノが最後に残っている。

　ああ、勿もち論ろん、やらなくてはならない。それが自分の意味。

　唯ゆい一いつの。絶対の。

　自分というモノの、使用目的。

　だから、望まなくとも──望まなくとも──




「……っ！」

　そこで彼女は目を覚ました。

　暗い和室だ。居い場ば所しよを確かく認にんするのと同時、自分が布団ふとんから上半身を起こしていることと、虚こ空くうに向けて曖あい昧まいに手を伸ばしていることに気付く。起きてからそうしたのか、寝ている間にそうしたのかはわからないが。

　小さく息を吐はいて、彼女は伸ばしていた腕を緩かん慢まんに引き戻した。借り物の服、その胸むねポケットに詰め込んだ石をそっと撫なでる。寝ね巻まきとして別の服が用意されてはいたが、それにはポケットがなかったので着ていない。

　空っぽは嫌いやだった。

　けれど、空っぽではないのも──本来入れておくべきものを入れておくのも──嫌だった。

　自身の矛む盾じゆんを感じつつ、再度の嘆たん息そく。硬い感触から手を離はなすことなく、彼女はゆっくりと背中を敷しき布ぶ団とんの上に戻す。

　目を瞑つむって、疑問を、思った。

　いいのだろうか。いいのだろうか。自分は、ここにいて、いいのだろうか──

　なぜなら、自分は罪を犯した。そして、犯し続けてきた。

　なりゆきで来てしまったこの家だったが、とてもいいところだと思う。ここでずっと暮くらして、呪のろいが解とければ、どんなにいいことかと思う。

　でも。それでも──自分は──

　布団ふとんの温ぬくもりは心地ここち好よかった。けれど心地好く感じていいのだろうかと思った。

　いいのだろうか。いいのだろうか、と、また繰くり返す。

　深遠な睡すい夢むの澱よどみに落ち込みながら、ただ願ねがった。

　ああ、全すべてを忘れられたらいいのに。

　自分が自分でなくなることが、できたらいいのに。

　それが無理なら、せめて。

　どうか、眠っても夢の続きは見ませんように──




　けれど夢は無む慈じ悲ひに、その些さ細さいな願いすらも叶かなえない。

　眠りに落ちるのを待っていたかのように、あの光景の続きが始まる。

　閉とじた世界。赤い床。残っているのは最後の一匹。自分は使用目的を果たそうとする。

　他ほかの音が消えた空間じぶんの中、その小さなケモノが発する鳴き声だけが聞こえていた。

　おぎゃあ、おぎゃあ、おぎゃあ……


──ぷちゅっ。
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　一夜が明け、日にち曜よう日び。

　翌日の月曜、体育の日は体育祭だ。その準じゆん備びは土曜日の午後を使って済すんでいる。だから今日きようは明あ日すに向けて英気を養うための、大事な休息日──の、はずだったが。

　なぜか台所の流しでは熾し烈れつなバトルが行われていた。

「ぬぉおおおおお！」

　がっしゃがっしゃ。

「……つめたい」

　きゅっきゅっきゅ。

　二人ふたりを後ろで見守っていた春はる亮あきが嘆たん息そくしたとき、受け持った皿をフィアが逸いち早はやく洗あらい終えた。「とう！」とそれを食器立てに叩たたき込んでから、不ふ敵てきな笑えみを浮かべて振り返る。

「どうだ！　見たか春亮!?」

「見た！　失しつ格かく！」

「な、なにおう!?　なぜだ！」

「雑ざつすぎる！　ほら、これとかまだ裏うらに洗せん剤ざいついてるじゃねえか……さっきも言ったろ、スピードもいいけどその前に丁てい寧ねいさが大事なの」

　むぐぐ、とフィアが歯は嚙がみしたとき、「……おしまい」と藍あい子こも皿洗いを終えた。最初は不ふ慣なれな手つきだったものの、基き本ほん的てきには丁寧さがあれば簡かん単たんな作業だ。藍子の洗った皿はぴかぴかに輝かがやいている。フィアはそれを見てさらに仏ぶつ頂ちよう面づらになった。

　朝食を終え、この家に慣れてもらう＆親しん睦ぼくを深める、という目的のために藍子を皿洗い練習に誘ったのだが──そこでつい「おお、上う手まいな。その調ちよう子し」と藍子を褒ほめてしまったのがフィアの対抗心に火を点つけてしまったらしい。藍子は戦う気など微み塵じんもない様よう子すでマイペースにやっているのに、一方的に皿洗いバトルを開始していたのだ。

「えい、次だ！　何かやらせろ春はる亮あき、なにやら今日きようの私は家事の練習をしまくりたい気分！」

「それはまぁ立りつ派ぱな心がけでいいことなんだけど。藍子、お前もまだやる？」

「……やる。暇だから」

「ぬぅぅ。今の皿洗い勝負は退たい屈くつで暇だった、という意味だな……おのれ……！」

　ぴたんこ、とその銀ぎん色いろの頭頂部に軽くチョップを入れつつ、春亮。

「こら、変な解かい釈しやくすんな。仲良くしねぇと手伝てつだいやらせねぇぞ」

「な、仲良くしとるわい。ただ、私の身の内から溢あふれ出す向上心のカタマリがだな」

「へいへい。んじゃ、次は掃そう除じのやり方でも教えるか。掃除機き使わないやつな。雑ぞう巾きん取ってくるから縁えん側がわで待ってろ」

「望むところだ。ふふ、先せん輩ぱいとしての威い厳げんを見せてくれる……！」

　フィアがドタバタと台所を出て行く。藍子も不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげつつ、トテトテとその後を追っていった。

（そっか、フィアにとっては初めての後輩ができたってことだもんな……ちょっとはいいとこ見せたい、って感じなのか。しかし）

　なぜだろう。

　フィアがいいところを見せているビジョンが全まつたく思い浮かばない。




　掃除を終えると、春亮が「ちょっと休きゆう憩けいしとけ。そんなに焦ってやる仕事もねぇし」と引ひき攣つった顔で暇を与えてきた。消化不良ではあったが、他ほかにやらねばならないことも多少はある。フィアは部へ屋やに帰って動きやすい服装に着替えることにした。

「まったく……ハレンチ小僧め。贔ひい屓きだ、あれは贔屓だな」

　先刻頭頂部に食らった軽いチョップの感触を思い出し、フィアは仏頂面になる。柱の汚れがいくら拭ふいても取れなかった。だから《凌遅の鉈"A hatchet of lingchi"》で表面を削って綺き麗れいにしようとした。それのどこが間違っていたというのだ……？

　さらに、のろのろと縁えん側がわの雑ぞう巾きん掛がけをしていた藍あい子こ──ついでに「おお。丁てい寧ねいでいいな」と間ま抜ぬけ面づらでそれを褒ほめていた春はる亮あきの顔も思い浮かび、また胸きよう中ちゆうのムカムカが増ぞう大だい。ころんと畳たたみに尻しりをつけてから、ショートパンツに乱らん暴ぼうに足を突っ込む。おのれ春亮、名めい誉よ挽ばん回かいの機き会かいすら与えてくれないとは。同じ雑巾掛けの役目を与えてくれれば、自分は馬と亀かめほどの速度差であいつをぶっちぎっていただろうに……！

　ぶつぶつと文もん句くを言いながらも着替え終え、フィアは自室を出る。居い間まの隅に置いてあるらじかせを縁側に引ひっ張ぱり出してから庭へ下りた。

　体育祭の本番は明日あしただ。創そう作さくダンスの最終チェックをしておかなければならない。

　なんとか使い方を覚えた機械を操そう作さし、伴ばん奏そうを再さい生せい。本番であるかのように気合を入れて踊り始める。初めのころはあれほど難むずかしかった動きも、繰くり返した練習の成果か、今はほとんど失敗しなくなっていた。

　そして一曲を踊り終え、

「ふふん……よし、うまくいったぞ。後は明日を待つばかりだな」

　満足して額ひたいの汗を拭ぬぐったとき、ぱちぱちと控えめな拍手の音がした。見れば縁側に藍子が座すわっている。音楽を聞きつけて見にきたのだろう。

「……すごい。踊り、上じよう手ず」

　相変わらず表情はよくわからなかったが、褒ほめられて悪い気はしない。無口でよくわからない奴やつだと思っていたが、なかなか素す直なおなところもあるではないか。

「もう一度見たいか？」

　こくこく、とその首が上下する。

「ふふ、いいだろう。もう少し練習しようと思っておったからな。音楽をかけてくれ」

「……わからない」

「三角が描かいてあるボタンを押せばいいのだ」

「なるほど。物知り」

「ふ、ふっふ。まあ、それほどでもないがな」

「ちなみに、この三角二つは……？」

「それは──」

　何だったっけ。

「再生二つで……ダブル再生、だ。うん。過か去この演えん奏そうをボタン一つで再演できるというだけで恐ろしい技ぎ術じゆつなのに、それが二重になるとさらに驚きよう愕がくの機能が解かい放ほうされ──とにかく、ダブルに凄すごいことが起きるのだ。だからみだりに触ると、その、キケンなのだ。押すなよ」

「……こわい。じゃあ、三角ボタン」

　曲が流れ始め、再度ダンスを踊り始める。観かん客きやくがいるためか、恥ずかしいような嬉うれしいような気持ちが胸むねの奥に湧わき上がり、不ふ思し議ぎと気分が高揚した。

　動きと音楽が止まると、またぱちぱちと拍手。そのとき、藍あい子この横に麦茶の載ったお盆が忽こつ然ぜんと姿すがたを現あらわしているのに気付いた。藍子はずっと座すわっていたはずだが。

「……持ってきた。えと、はるあき、が」

「むぅ、気が利くではないか。これでさっきの不公平ジャッジはチャラにしてやろう」

　小首を傾かしげる藍子と共に縁えん側がわに座り、冷えた麦茶を二人ふたりで飲み始めた。火ほ照てった身体からだに、素そ朴ぼくな味が染しみ渡っていく。藍子も「……ぽわ」と喉のどを鳴らして満足していた。

　ぷはー、と一息ついてフィアがお代わりを注そそいだとき、藍子が小さな声で聞いてきた。

「……踊るの、趣しゆ味み？」

「む？　いや、違う。明日あした、体育祭があってだな。そこで披ひ露ろうするのだ」

　体育祭？　と首が横に傾かたむく。

「学校でやる祭りの一種らしいぞ。私も今回が初はつ体たい験けんなのだが……何やら走ったり跳んだり玉をぶつけ合ったりパンを貪むさぼり合ったり、などという競きよう技ぎが目め白じろ押おしなのだそうだ」

「……楽しそう」

「お前もいずれ学校に行けるようになるだろう。運動、好きなのか？」

「自分で動くのは、あんまり。でも、見るのは、すき」

「そうか。まあ、どうせ明日はクロエが応おう援えんに来るのだろうからな。お前も来るだろ？」

「うん。行きたい」

「おう、私の勇ゆう姿しをとくとその目に焼きつけるがいい……約束しよう、素す晴ばらしい踊りを披ひ露ろうしてやる。お前の来らい訪ほう祝いだ」

「……ありがと。他ほかの競技にも出るの？」

「無む論ろんだ。そちらのほうは、あまりやりすぎるなとウシチチや春はる亮あきにうるさく言われておるがな。私達たちが本気を出せば、たいてい一位を取れ──」

　ふと思い出したことがあって、言葉を止める。小首を傾かしげる藍子を見つつ、やはり言っておくべきだろうと思った。

「その……昨日きのう、悪かったな」

「？」

「いきなり正体を聞こうとしたことだ。よく考えれば、私も最初は春亮に言っていなかったわけだしな。好き好んで言いたいことでもないのはよくわかっておる」

「ふぃあ、は」

「私か？　私も……はは、言いたくもない正体だ。呪のろわれて当然の使し途とだった道具。お前が教えてくれたときに私も教えることにするかな」

「教えても、いい。だって──」

　いつのまにか藍子は俯うつむいていた。小さく頭を振る横顔は、ふとしたときに彼女が見せる、あの底知れない暗あん鬱うつさを湛たたえていて──

「だって私も、今ふぃあが言ったのと、同じようなものだから」

「……」

　それが何なのか。藍あい子この正体が何なのか、聞こうかどうか迷っていたとき。

　家のチャイムが鳴るのが聞こえた。さらに、玄関のほうから聞き覚えのある二人ふたり分の声がする。何を話しているかまではよくわからなかったが、

「キリカに、カナ……？　遊びに来るとは聞いておらんかったが」

「おともだち？」

「そんなところだ」

　言って、フィアはぴょんと縁えん側がわから下りる。普段ふだんから置いてある共用サンダルを適てき当とうに足で縁側の下から引ひっ張ぱり出しつつ、

「いい奴やつらだぞ。挨あい拶さつに行こう」

「……聞かなくて、いいの？　正体」

「そんな暗い顔になるばかりの話をするよりは、騒さわがしい奴らと一いつ緒しよにおせんべでも食っておったほうが楽しい」

「……そう、かも」

　サンダルを履はき、藍子も庭に下りる。家の外を回って玄関に向かう途中、

「でも、きっと……ふぃあよりももっと、私は、呪のろわれて当然……」

　などという独ひとり言ごとが、背後から微かすかに耳に届とどいてきた。

　人を苦しめ殺すだけの拷ごう問もん処しよ刑けい器き具ぐ以上に呪われて当然のものなど、いるはずがない。そう思ったが、それは敢あえて伝えたくもない最低の事実だったから、聞こえなかったことにした。




　チャイムの音が聞こえたとき、春はる亮あきは部へ屋やで数学の宿題を片付けていたところだった。体育祭？　そんなの関係ねぇ！　とばかりに臨りん時じの数学担当が繰くり出してきた苦く行ぎようである。今までの数学教師、病気で入院中の日ひ村むら先生は「すみません宿題ですごめんなさい……」と陰気なわりに宿題をよく出してきたので（その攻こう撃げきはゴーストペインと名付けられていた）、代だい替たい教きよう師しへの期待度はかなり高かったのだが──蓋ふたを開けてみれば今まで以上の宿題ラッシュ。期待を裏うら切ぎられた反動もあり、新しい教師の株かぶは見るも無残に大だい暴ぼう落らくしていた。

　ともあれ、春亮が机つくえに向けていた集中力はそのチャイムの音で簡かん単たんに途と切ぎれてしまう。

「うー、やり始めたばっかなのに……」

　黒くろ絵えは店で仕事、フィアと藍子は庭にいたし、このはは部屋でダンス用衣い装しようの調ちよう整せいをすると言っていた。誰だれかが率そつ先せんして応おう対たいしてくれるとは考えられなかったので、仕方なく宿題の手を止めて部屋を出る。

「はいはーい。今開けますよ、と」

　玄関に行くと、外からやたら焦ったような声が聞こえてきた。

「お、おい渦か奈な。本当に言うのか？」

「取り引きでしょー。ちゃんといいバイト探しといてあげるからさ、ここは一言！　どうしても一言お願ねがいします！　うしし」

「ば、馬ば鹿かげている……！」

　そのとき、「あら、上うえ野のさんですか？」とこのはも玄関にやってきた。渦奈もいるみたいだけどな、とか話しながら玄関を開けると──

「……は？」

　目を丸くした春はる亮あきが見つめるのは、錐きり霞かの腕の中にいる、

　赤ん坊。

　私服姿の錐霞は、とても目なんか合わせられない、といった感じで自分の足下に視し線せんを彷徨さまよわせつつ──耳まで真まっ赤かになって、もごもごと言った。




「せ……責せき任にん、取ってくれ。夜や知ち」




　いつの間にか外にいたフィアが「ハレンチだハレンチだハレハレハレンチだ……！」と真顔で呟つぶやき始め、このはは「ひぃえぇぇっ!?」と大だい絶ぜつ叫きようしてナチュラルに春亮の首を両手で絞めにかかる。錐きり霞かは俯うつむいたままぷるぷると震ふるえており、藍あい子こはその全すべてに首を傾かしげるだけ。




[image: ]




　そして渦か奈な一人ひとりだけがケラケラと腹はらを抱えて笑っていた。







　第二章 「いがいにこわれやすいです」/ "Going on a picnic with the sandwich"
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　渦か奈なが言うには。

　今日きようは従い姉と妹このお姉ねえさん（新婚）と買い物をしていた。半年ほど前に生まれたばかりの赤ちゃんも一いつ緒しよだ。だが店を回り始めてすぐ、突然お姉さんが倒れて病院に運ばれてしまった。ただの盲もう腸ちようで大事はなかったものの、そのまま入院する流れに。だから赤ちゃんを預あずかって一いつ旦たん家に帰ることになり、その途中でおしめを替える必要があるのに気付いて──そのとき、たまたま街でバイト探しをしていた錐きり霞かに会った、ということらしい。

「で、帰り道だったし、ちょっとあっきーの家に寄らせてもらえばー、って錐霞ちゃんが提てい案あんしてくれたわけよ。どっかでトイレ借りてもよかったんだけど、どうせミルクもあげなくちゃダメだったからねー」

「なんだ、そういうことだったんですか……いやまぁ、冷静に考えれば冗じよう談だんなのはわかりきってたんですけど、ちょっとびっくりしたっていうか」

　居い間まのテーブルに嘆たん息そくを吹きかけるこのはに、錐霞がばつの悪い顔で肩を揺らした。

「わ、悪かったな、このはくん。全すべては渦奈が元凶なのだ。まったく、馬ば鹿かげている！」

「やはは、どうしても錐霞ちゃんがボケるのが見たくなっちゃってさー。ごめんねっ。でも、レアだったっしょ？　そして面おも白しろかったっしょ？」

「そのおかげで絞殺されかけたんだが……つーか赤ちゃんなんか預かって大丈夫なのか？」

「大丈夫ー、家でもずっとお手伝てつだいしてるから。はいよしふみくん、ぬぎぬぎしましょーねー」

　と、渦奈が慣なれた手つきで赤ちゃんのおしめを脱がせ、おしりを拭ふいていく。少しぐずっていた赤ん坊も、汚れたおしめを脱いだことですっきりしたのか、下半身丸出しできゃっきゃと喜び始めた。

　なんとも言えぬ興きよう味み深ぶかそうな顔でその様さまを覗のぞき込んでいたこのはとフィアが、

「わー。かわいーですねぇ」

「ホントだ。かわいいものがついておるな」

「ど、どこに注目してるんですか!?　そういう意味で言ったんじゃないですよ！」

「かわいいものはかわいいであろうが！　なあ春はる亮あき!?」

「お、俺おれに聞くのか？」

　赤ん坊の頭の上で騒さわぐのはどうかと思ったが、怖がるどころか嬉うれしそうに笑っている。この子は将しよう来らい大物になりそうだ。そうこうしているうちにおしめの取り替えが完了し、

「よっし、じゃあ次はミルク作らなきゃ。あっきー、ちょっと台所借りるね？　んじゃ、それまでこの子よろしくぅ。えーと、錐きり霞かちゃん、はい」

「な、なぜ私に……さっきも言ったが、こういうのは少し苦手なんだが……」

　渦か奈なが一方的に赤ん坊を錐霞に預あずけ、魔ま法ほう瓶びんか何かが入ったバッグを持って台所に行く。苦手とはいえ放り出すわけにもいかないのだろう、錐霞は困こまった顔で赤ん坊を抱き続けていた。だがしばらくして、それを見てうずうずしていた人物が救いの手を伸ばす。

「に、苦手ならちょっと代わりましょうか？」

「おお、このはくん……頼む」

　意外に慣なれた手つきで赤ん坊を受け取ると、このはは嬉うれしそうに頰ほおを緩ゆるめた。

「わー、やっぱり結けつ構こう重いんですねぇ。でも、顔とか指とかちっちゃくて、肌とかつるつるで……うふふ、可愛かわいい」

「なぁ、夜や知ち」

「うん。なんかベタなことが起きる予感がするぞ」

　赤ちゃんは目の前で揺れるものに興きよう味み津しん々しんだった。食しよく糧りようとして興味津々だった。なので、

「ひゃあ!?　あの、ちょっと──ごめんなさい、まだわたし、おっぱい、出ないんですけどぉっ……！　あ、やめて、やめて……」

「ちゅーちゅー」

「くすぐった、いっ……んんっ……あはっ、もう、本当に……ふひゃっ」

　服の上からでも構かまわず貪むさぼりつかれ、このはが肩を震ふるわせる。くすくす笑ってはいるのだが、春はる亮あきにとっては妙に気恥ずかしい光景だ。そちらをあまり見ないようにしていると、

「おいウシチチ、お前ばかり卑ひ怯きようだぞ！　私だって抱きたいのだ、抱かせろ！」

「えー。お前、大丈夫か？　落としたりしたらシャレにならんぞ」

「うるさいな、大丈夫に決まっておる！　さっきだって皿を落としたりせんかったろ！」

「皿と一いつ緒しよにすんなよ」

　依然としてこそばゆがっていたこのはの隙すきをつくように、フィアが赤ちゃんを受け取る。抱き方が危あぶなっかしかったので、錐霞がちゃんとした抱き方を教えた。

「こ、こうか？　……おお、ちっこくてかわいいのぅ。昨日きのうの犬を思い出すぞ」

「犬と一緒にすんなよ」

　きらきら輝かがやく銀髪にきゃっきゃと喜んでいた赤ん坊が、ふと、その短い手を伸ばした。

　フィアの胸むねに。

「お？　ほほぅ、やはりわかる奴やつにはわかるものだ……そう！　本質的には私とウシチチには何の差さ異いもないのだ、劣等感を抱く必要などまったくない！　それが証しよう明めいされたぞ！」

　ニヤリ、とフィアが唇を曲げたのもつかの間。赤ん坊はぺたぺたとその感触を確たしかめるようにしてから、

「……？」

　ひどく不ふ思し議ぎそうな表情で首を傾かしげた。そのままあっさり胸むねへの興きよう味みを失い、再びきゃっきゃと銀髪に手を伸ばし始める。

　なっ、とフィアは呻うめいてから、しばらく俯うつむいてぷるぷると震ふるえていた。が、やがてふっとその圧あつ力りよくを消し、顔を上げないまま、

「ん」

　と春はる亮あきに赤ちゃんを渡す。深い溜ため息いき。

「ああ……やはり、物の道理のわからぬ子供にはなぁ。わからんよなぁ。仕方ない仕方ない。気になんかせんぞ。あ、は、は……」

　凄すさまじく乾いた笑い声だった。なんだかちょっとだけ可哀かわい想そうになる。

　そのとき、ふと春亮は気付いた。居い間まのテーブルを中心にした輪わには加わらず、少し離はなれたところに藍あい子こが立っている。初めて会ったときと同じような、位置関係。

　そう、同じだった。全すべてが。

　ちらちらと赤ん坊を見ていた藍子に、フィアが声をかける。お前も抱いたらどうだ、と。

　逡しゆん巡じゆんがあり、結局おどおどと近付いてきた藍子に、春亮はそっと赤ん坊を手渡す。

「……ぽわ」

　と、藍子は嬉うれしそうに頰ほおを緩ゆるめ、手中の赤ん坊を見下ろし──




　そして春亮達たちは知った。

　この世には本当に、耳の痛いたくなる泣き声、というものが存そん在ざいするのだと。
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　迷めい惑わくかけちゃってごめんねぇ、と赤ん坊をあやしながら渦か奈なと錐きり霞かが帰っていった、その数十分後。

　春亮は一人ひとり、静かな台所で昼食の準じゆん備びに取り掛かっていた。本当に静かだ。さっきまでが喧やかましかったから余よ計けいにそう思えるのかもしれない。

「……あいつ、部へ屋やから出てこんぞ」

　背後から、フィアの声。ちらりと見ると、彼女は台所の入口に背中を預あずけ、無意味に足の親指同士を絡めたり解ほどいたりしていた。視し線せんはそこから動かない。そっか、と春亮は手を休めずに答え、再び顔を前に戻す。

　あれから藍子は泣きじゃくる赤ん坊を残し、居間を飛び出していった。あのときと同じ、ひどく陰いん鬱うつな気配けはいを漂わせながら。それからは、いかなる呼びかけにも答えていない。

「あいつな。私と同じとか、それ以上とか言っておった。自分は、呪のろわれてしかるべき存在なのだと。だから、わかるような気がする──」

「何が？」

　言葉に小さな覚悟を込めるための、間。フィアは静かに言った。

「私は、赤子に対しても使われたよ。幾度となく」

「……」

「だから、さっきも。本当にこの手に抱いていいのか、抱く資し格かくがあるのか、抱くことが赦ゆるされるのか……実のところ、頭に浮かぶのはそんなことばかりだった。泣かれたらどうしよう、とひどく不安にも思った。もしあいつが同じようなことを考えていて、それで実じつ際さいにあんな反はん応のうをされてしまってはな。暗い気持ちにもなろう」

「そうか」

「そうか、だと？　お前、少しは奴やつを慰なぐさめてやろうという気にはならんのか。あいつ、あのままではいつ部へ屋やから出てくるか──」

　フィアの声に僅わずかな苛いら立だちが交じる。春はる亮あきは一つ呼こ吸きゆうしてから、ゆっくりと振り返った。

　こちらをきつい視し線せんで睨にらむ彼女に伝えるべき言葉を熟じゆつ考こうし、そして。

「今日きようの昼飯は──サンドイッチだ」

「……は、はぁ？」

「天気がいいから外で食う。ピクニックとも言うな」

　きょとんとしたフィアに向けて頰ほおを緩ゆるめてやってから、

「ピクニックが嬉うれしくない奴なんかいない、即すなわちピクニックで元気にならない奴はいない。で、ピクニックってのは家族みんなで行くもんだ」

　フィアの目が次第に理り解かいの色に染そまっていく。

「ええと──つまり。元気のない奴がいたら強制的に気き晴ばらしさせて元気にしてやるから覚悟しとけ、ってことで……フィア隊員！　キミの役目は全員にこの事実を伝え、首根っこを引ひっ摑つかまえてでも玄関に集合させることだ！　健けん闘とうを祈る！」

「り、了解したぞ！　任せておけ！」

　フィアがダッシュで飛び出していき、台所に残るのは再びの静せい穏おん。

　デザートを用意するのを忘れないようにしないとな、と春亮は思った。

　リンゴと、バナナと、あと──少し多めの、煎せん餅べい。




　フィアとこのは、そしてフィアが強引に引ひっ張ぱり出した藍あい子こと共にピクニックへ向かう。藍子はまだあまり元気のない顔だったが、少なくとも部屋で引ひき籠こもっているよりは何倍もいいはずだ。

　あまり遠くに行って体力を使うと明日あしたが辛つらくなるので、場所は近場──藍子と出会ったあの河か川せん敷しきにしようということになった。昨日きのうぼーっと見ていて思った通り、それなりに川の流れは綺き麗れいだし、外で食事するのはそれだけで楽しいものだ。つまらないことはないだろう。

　橋の近く、短い草が生はえていて座すわり心地ごこちが好よい場所にレジャーシートを敷しき、サンドイッチの詰まったバスケットを広げる。

「あ、すごい」

「おお、美う味まそうだぞ」

「わりと在あり合あわせの材料で作ったから、どうかな……これが玉たま子ご、ハムと野菜に、カツ、と。そうそう、昨日きのうのこのはのピリ辛肉の余あまりもあったから大胆に挟んでみたぞ。で、これがオマケの唐揚げで、こっちはデザートな。まあ好きに摘つまんでくれ……藍あい子こ、何食う？」

　ぼーっとしていた藍子に聞いてやる。彼女はひとしきりおどおどと前髪を揺らしてから、

「えと……じゃあ、ぴりから、で」

「おう、昨日のこのはの奴やつな。ほれ」

　サンドイッチを渡す。皆の見守る中、両手で持ったサンドイッチにぱくりとかぶりつき、

「……美お味いしい。ぴりから」

「そりゃよかった」

「うふふ、まずそれを選んでくれたってことは、わたしの料理のファンになってくれてたんですね！　それはなんだかとっても嬉うれしいですよー」

「チャレンジャーだな。気をつけろ、それは遅ち効こう性せいだ。大丈夫大丈夫と思っていても、いつの間にか要らぬところまでぽっこりでっぷりと……おお、恐ろしい」

「気にしないでくださいね。何を食べても肉のつかない部位のある人のヒガミですから」

「な、なにおう!?　呪のろうぞ!?」

　そんな騒さわがしさの中、食事は進む。藍子の口数は少なかったが、フィアやこのはが話題を振ると、ぽつりぽつりとそれに言葉を返していた。馬ば鹿か話ばなしでもなんでもいい、気分が晴れればいいな、と春はる亮あきは思うばかりだった。

　周囲に人の姿はほとんどない。少し離はなれたところに野球のできるような河か川せん敷しき広ひろ場ばがあるから、たいていの人間はそっちに行っているのだろう。だからここは春亮達の貸かし切きりのようなものだった。静かな川のリズムと、短い草が揺れる音。ひどく安あん穏のんとした空気が流れている。

　眠ねむ気けを覚えて春亮が欠伸あくびを漏らしたとき、魔ま法ほう瓶びんを傾かたむけていたフィアがふと眉まゆを寄よせた。

「ん。おい春亮、茶が切れたぞ」

「あなたがガブガブ飲むからですよ……わたしもちょっと飲みたかったのに」

「おっと、そりゃ用意した俺おれのセキニンでもありますな。俺も喉のど渇かわいてるから、ジュースとかお茶とか買ってくるよ。上に自じ販はん機きあった気がするし」

「すみません……わたしが行きましょうか？」

「いいよ。お前らは、アレだ、女同士の話とかで盛もり上がっといてくれ」

　藍子の気晴らしを続けてやってくれ、という意味合いをちゃんとこのはは感じ取ってくれた。申し訳なさそうに、お茶とかお願ねがいしていいですか、と言ってくる。それからフィアと藍あい子こからも希望を聞いて、春はる亮あきは土手を上った。百メートルほど先にある自じ販はん機きに向けて歩き出す。

　その百メートルという距きよ離りの遠さに──全まつたく、気付かないまま。




　　　　[image: ]




　その視し線せんを感じたのは、春亮がジュースを買いに行ってからほんの数十秒後のことだった。

　顔を上げたフィアは、横手の橋に人ひと影かげを見る。欄らん干かんに肘ひじをつき、面おも白しろくもなさそうにこちらを見下ろしている若い女だ。顔の造ぞう作さくは整ととのっているのにどこか荒すさんだ目で、部分部分で髪の長さが違う不ふ揃ぞろいな頭をしていた。

　視線が合ったのに気付くと、女は欄干に頰ほお杖づえをついた姿し勢せいのまま口を開いてきた。

「ねぇ。それ、美う味まい？」

　まだのろのろとサンドイッチを口に運んでいた藍子が首を傾かしげ、このはも怪け訝げんそうに何度か瞬まばたきをする。けれど彼女はすぐに完かん璧ぺきな愛あい想そ笑わらいを作って答えた。

「ええ、とっても美お味いしいですよ」

「ふーん、美味いんだ」

　適てき当とうにこのはの言葉を反はん芻すうしつつ、女は頷うなずく。

　そして、橋の下にいるフィア達に向けて、にっこりと笑顔えがおを見せながら──

「でも、それってとっても無能臭く見えるよね」

　暴ぼう言げんを吐いた。

　このはの笑顔がぴしりと固まり、

「今──何を仰おつしやいましたかね？　よく聞こえなかったんですけど」

「無む能のう臭くさいって言ったんだよ。つまりメシ的役立たず。わかりやすく言えば、生ゴミ？」

「……味も見ておらん奴やつにそこまで言われるほどのものではないと思うがな。鬱うつ陶とうしい。頼たのんでも分けてやらんから、さっさとどっか行け」

　これは春亮が作ったものであって自分が貶けなされたわけでは決してない。ないのだが、なぜか無性に腹が立った。ぎろりと女を睨にらんで言うが、

「味？　食わないでもわかるね。皆でお弁べん当とう持っておしゃべりしてわー美味しい、なんて見てるだけで無能臭い。あたし、そういうの大嫌いなんだ」

「うふふ。どうしましょう。これっていったいどうしましょうかねぇ」

　などと固まった笑顔で呟つぶやくこのはの手元では、唐揚げに刺さっていたつまようじがこれでもかというくらい細かく裁さい断だんされていた。

「おい女、喧けん嘩かを売っておるのか!?　いい加か減げんにせんとこちらにも考えがあるぞ！」

「そうそう、それ。わかってんじゃん……売ってんだ。買ってよ。今、そっち行くからさ」

「な──」

　平然と言って、女は一つ伸びをしてから──橋を飛び降りた。スカートをはためかせ、開いた足を折り曲げて着地。二階から飛とび降おりたのと同じような高さがあったはずだが、よろめく様よう子すは微み塵じんもない。

　ゆっくりと女が膝ひざを伸ばす。不ふ揃ぞろいな髪型と同じく、服ふく装そうもアンバランスだった。履はいているブーツは左右で種類が違い、その足元のゴツさとは裏うら腹はらに膝丈のスカートは可愛かわいらしくヒラヒラしたものだ。どちらかと言えば華きや奢しやで小柄な体たい軀くだったが、その目だけはぎらぎらと輝かがやいている。

　予感がする。こいつは単に喧けん嘩かっ早ぱやい、頭の弱い女か？　いや──

「──何者だ、お前」

「二に階かい堂どうクルリ。別に覚えなくてもいいんじゃない？　無む能のう臭くさい名前だし」

　言いながら、女──クルリは胸むな元もとからペンダントを引ひっ張ぱり出した。掌てのひらよりも大きい、ひどく重そうなクロスだ。彼女はそれを見せびらかすように持ち上げ、その長い一辺を口に咥くわえる。咥え煙草タバコのように歯に挟み、さらにそれをちろりと舌で舐なめてから──クロスの短辺を手で引っ張った。するとペンダントはかちりという音を立てて二つに分かれ、彼女の手には短いナイフが現れる。仕込みナイフがペンダントに偽ぎ装そうされていたのだ。

「なにっ……？」
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　驚きよう愕がくした一いつ瞬しゆん、クルリが唐突に間合いを詰めてくる。前ぜん傾けい姿し勢せいで、地を舐なめるように。速い。フィアよりも早くその迎げい撃げきに入ったこのはが一歩を踏ふみ出し、クルリが突き出すナイフを手首の外側でいなす。間かん髪はつ入いれず逆の手で掌しよう底ていを繰くり出すが、それはクルリが僅わずかに身じろぎのような動作をしただけで、彼女の腹を掠かすめるだけの不発に終わる。

「……っ？」

「よっ、と」

　眉まゆを顰ひそめながら繰り出されたこのはの蹴けりを、クルリは身を屈かがめて回かい避ひ。ふくらはぎがその頭を掠め、不ふ揃ぞろいな髪がふわりと揺れた。その足を巻まき込むように、このはの腹を雷光のような速度でナイフが狙ねらう──が、それをこのはが肘ひじを降ろしてブロック。そのまま体当たりするようにして、クルリとの間合いを開けた。

　このはがひどく鋭するどい目になり、

「……驚おどろかないんですね？」

「何が？」

「咄とつ嗟さにやっちゃいましたけど……普通の人間なら『その肘には鉄板でも埋め込んであるのか!?』って驚くところだと思いますよ」

　クルリは肩を竦すくめるような仕し草ぐさを見せ、

「なんだ、そんなの気にしてたのか。どうりでただの攻撃しか飛んでこないわけだ」

「ウシチチ。やはり、こいつ」

「ええ──わたし達たちの関係者でしょう。しかも、何か嫌いやな思い出のある形の仕込みナイフですね。もしかして……」

　クルリはにやりと笑って、大仰な仕草で頭を下げた。

「拝はい啓けい、無む能のうヅラ野郎様。ビブオーリオ家族会フアミリーズのものです……って、まだ入ったばっかなんだけどさ。フレッシュさだけが取り柄の新人ってことで」

　ビブオーリオ家族会フアミリーズ。忘れようとしても忘れられない名だ。しばらく音おと沙さ汰たがなかったので安心していたが──まだ、諦あきらめていなかったのか。

「アイコ、下がっていろ。奴やつは危き険けんだ」

「……ふ[image: ]」

　事じ情じようがわからずおたおたしていた藍あい子こを背中に追いやり、ルービックキューブを取り出しながら前へ。あの狂った組そ織しきが相手ならば手て加か減げんしてやる義ぎ理りはないし、相手は今は橋の真下にいる。あまり人目にもつかないだろう。

「箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブに、妖よう刀とう村むら正まさ……だっけ。一いち応おう、力ずくでも連れてくるように、って話だから。よろしく」

「ふん、二対一でよくほざく。おいウシチチ、どんな具合だ」

「どうでしょうね。とりあえず、あのナイフの切れ味がいいのはわかりましたよ」

　先せん刻こくのブロックで裂けた袖そでをちらと見やり、呟つぶやく。

「基き本ほん的てきに、気を張はっていれば普通の刃物は身体からだに刺さらないはずです。わたしやあなたのような硬いものはね。けれど、気を張る暇もない、予想外の箇所を刺されれば話は別ですし──脳のうや心しん臓ぞうみたいな急所は、わたし達たちの本性にとっても換えの利かない根こん幹かん部ぶ位いにあたるでしょう。破は壊かいされれば致命的です。気をつけてください」

「ふん、誰だれに言っておる？　心配性にすぎるのではないか」

　ゆっくりと、間合いを詰めていく。クルリはＴ字になったペンダントだか鞘さやだかを先刻と同じように口に咥くわえ、ぶらぶらとナイフを揺らしていた。

「でもなんか、あの人の動きは変なんですよ。速いのもそうですが──見切りが上手すぎる。人として異常なレベルです。常にミリ単位の見切りで回かい避ひするなんて、そんな剣けん豪ごう、戦せん国ごく時じ代だいにもそうそういませんでしたよ」

「剣豪とやらと比くらべられてもな。年増としま女おんなの昔語りか」

「あなただってウン百歳でしょうに！　ともかく、無む駄だに突つっ込んで変な隙すきを作らないでくださいよ。あと、できるだけ血を流さないように無力化できると助かりますが」

「それはもう一人ひとりの私に言え──二十番機き構こう・斬式大刀態《凌遅の鉈"A hatchet of lingchi"》、禍動curse/calling！」

　ルービックキューブが変じるは立方体。ぎちぎちと、懐なつかしい、そして呪のろわしい音を立てて鉈なたへとさらに変形したそれを、立りつ方ぽう鎖さを操あやつって摑つかみ取る。横目で背後を窺うかがった。

　藍あい子こが見ている。自分の姿すがたを見ている。どうだ、これほど呪わしい用途の道具を、お前は見たことがあるか？

　その思いを振り払い、刃やいばではなく峰を叩たたきつける向きに鉈を持ち替えて突進する。このはに気を遣ったわけではなく、刃を直ちよく撃げきさせて人間を真まっ二ぷたつにしてしまうのは、いくら敵てきとはいえ寝覚めが悪いからだ。

　上じよう段だんから振り下ろす。当たった。当たったとしか思えないほどギリギリに避けられた。手て応ごたえは髪を掠かすった感触だけだ。必要最小限の動作で回避を果たしたクルリは、一切の無む駄だを省いた速度で反撃してくる。反応できないほど速いナイフ。

「言った傍そばからっ！」

　飛び込んだこのはが手しゆ刀とうを繰くり出す。クルリのナイフと交こう錯さくし、金属音があがった。まともに受けたわけではない、手首を柔らかく使っていなしたのだ。そうでなければ手刀はそのナイフを切断していたか、最低でも遠くに弾はじき飛ばしていただろう。

「おっと、危あぶない……そういや村むら正まさって有名なあれだろ？　外人にも人気のムラマサブレード。有名人見たことある？　信のぶ長ながとか秀ひで吉よしとか」

「さっきから何度も──その名前で呼ばれるのは嫌いなんですよ！」

　などと二人ふたりがやっている隙すきに、今度は水平に鉈を叩きつける。当たりさえすればいい。触れさえすれば、あんなチンケな刃物も女の細腕も粉砕できる──！

　当たらない。だが触れはした。正せい確かくには触れられた。

　このはの手しゆ刀とうをいなして切り結びながら、クルリは真上に跳ちよう躍やくし、鉈の上に載ったのだ。

「お、漫画みてーだ、ホントにできたよ……やばいな、誰だれか写メ撮とってくんない？」

　おどけた口く調ちように、頭に血が上る。ふざけるな。

「十九番機き構こう・抉式螺旋態《人体穿孔機"Man-Perforator"》！」

「おっ、と!?」

　変形を開始した瞬しゆん間かんにクルリはバランスを崩す。そしてまだ避けようのない空中にいる間に、このはが大おお股また開びらきで上じよう段だん蹴げりを叩たたき込んだ。それはクルリも正直にナイフで受けるしかない──金属が軋きしむ音を残し、彼女の身体からだが宙ちゆうを飛ぶ。身を捻ひねって軽やかに着地したが、もはやその背後には川しかない。退たい路ろは断たった。

「ああくそ、やっぱちょっと動きにくいな……短くするか」

　自分の状態に気付いていないのか、クルリは軽く眉まゆを顰ひそめてそんなことを呟つぶやいていた。ナイフを自分のスカートに向け、ビリビリと破やぶいてその丈を短くする。春はる亮あきがこの場にいれば赤面しそうなほど際きわどい状態になった。

「だからどうしたというのだ！　ハレンチに足を放り出したところで誰を誘惑できるわけでもないぞ──怪け我がという装飾があれば少しは見れるようになるかもしれんがな！」

　フィアはドリルを構かまえ、このはは手刀の形を作り、クルリの両りよう脇わきから同時に突つっ込む。

　だがクルリは目を細めて背後に跳んだ。川に飛び込んで逃げるつもりか。馬ば鹿かめ、車しや輪りん刑けいか何かで狙ねらい撃うちにしてくれる──とドリルを変形させようとしたとき、フィアはクルリの意図を悟る。

　なんという跳躍力。クルリは数メートルの距きよ離りを容易たやすく超え、川の中に立っているコンクリートの橋脚にその足を届とどかせたのだ。三角飛びでこちらに戻ってくる気か──

　ならば、と罠わなを張はる。クルリの着地点を予想してドリルを突つき刺し、

「……十六番機構・吊式尖台態《ユダの揺籃"Juda's Cradle"》、禍動curse/calling！」

　出しゆつ現げんしたのは、柱で支えられて中空に浮いた四角錐ピラミツド型の鉄塊だ。その柱が立っているのは正方形の土台で、土台の頂ちよう点てんからはさらに四本、中央のものより長めの柱が屹きつ立りつしている。その先端から伸びる鎖くさりは、ピラミッドの上方に浮くリング状の拘こう束そく具ぐへと繫つながっている──それで犠ぎ牲せい者しやを拘束し、吊つり下げると同時に下部の四角錐が下半身を傷つけるという拷ごう問もん具ぐ。

「くく──用意してやったぞ、羞しゆう恥ちと屈辱を！　貴様のような女にはこれがお似に合あいだ！」

　立りつ方ぽう鎖さに意志を伝えると、中央のリング状拘束具がじゃらりと鎖を伸ばして動き始める。長く伸ばして操あやつるというわけにはいかないが、飛んできたものを受け止めて四角錐の上に載せるくらいはできるはずだ。

「無む能のう臭くせぇ趣しゆ味みしてやがんな……！」

　そして読み通り、クルリは橋脚に蹴りを入れ、三角飛びでもう一度跳んだ。短くなったスカートから太ふと股ももを飛び出させつつ、不ふ揃ぞろいな髪を揺らしつつ──

　上に。

「なっ!?」

　橋脚の上部、もはや橋の裏面と言ったほうが正しい場所に到達したクルリは、身を翻ひるがえしながらさらにコンクリートを蹴ける。すると今度は真横のベクトルが生まれ、その身体からだはまるで橋の裏面を滑るようにして河か川せん敷しきへ帰ってきた。無む論ろん、フィアの拷ごう問もん具ぐを軽々と飛び越えて。

　残念だったねぇ、という調ちよう子しで頰ほおを歪ゆがませて佇たたずむクルリに、フィアは眼光をぶつける。

「サルのような女だ。育ちが知れる」

「そんな下品なモンで罠わなを張ったあんたに言われたくないね」

　そのとき、このはは怪け訝げんそうに眉まゆを寄せていた。

「どうした、ウシチチ」

「おかしいです。何か、首しゆ尾び一いつ貫かんしてないような気が……戦ったり戦わなかったり。今のだって、そのまま上から襲おそってきてもよかったはずな、の、に──あっ！」

　一いつ瞬しゆんでその顔面が蒼そう白はくになる。対照的に、クルリのほうはちっと舌を鳴らしていた。

「フィアさん！　春はる亮あきくんのところに行ってください！　この人は囮おとりかもしれません！」

「な──」

「早く！　戦い方の荒いあなたじゃこの人の相手は無理です、ここはわたしがなんとかしておきますから！」

「っ……ええい！」

　役に立たなかった《ユダの揺籃"Juda's Cradle"》をルービックキューブに戻し、踵きびすを返す。

「アイコ！　何かできるならお前も来い！」

　擦すれ違ちがいざまに言って、土手を駆け上がる。返事はなかったが、藍あい子こもばたばたと後を追ってくるようだ。何かできるのだろうか。今はどうでもいい。

　頭の中で繰くり返されるのは、ただ一つの名前。

　春亮。春亮。春亮。

　頼たのむ──無事でいろ。
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　自分とこのは用のお茶と「あまいの」と言った藍子のためにオレンジジュースを買う。

　問題は「何かビックリするような斬ざん新しんさの──今まで飲んだことのないヤツが飲んでみたいぞ！」とリクエストしてきたフィアのぶんだ。自じ販はん機きのラインナップを見回し、ほどなくして決める──《超辛ハバネロ風味ジンジャエール〜メキシコのママの味》。主成分がハバネロなのかジンジャーなのかは判はん然ぜんとしないが、ビックリするのは確かく実じつだろう。恨むならアバウトなリクエストした自分を恨うらめ……「呪のろうぞ！」という声が既に聞こえたような気がして苦笑しつつ、しゃがんで取り出し口に手を伸ばす。

　背後に誰だれか立っている気配けはいがしたのはそのときだった。自じ販はん機き待ちの人か、早く退どかないと──と思ったとき。

「お前は告解をしたことがあるか？」

　背後から聞こえてきた声に、手がそれ以上動かなくなる。聞き覚えはあった。ただの一度、けれど忘れようもない特殊な状況で、聞いた声。

　低く深く、男は言葉で空気を震ふるわせる。春はる亮あきは振り向けない。

「告こつ解かいと言っても無宗教のこの国では伝わらんか。わかりやすく言えば……そうだな、過去の行いを神に告白することだ」

　どのくらいの距きよ離りから発せられているかがわからない。数メートルはあるのか。一メートルか。それとも、その気になれば耳に息が吹きかけられるほどの距離か。わからない──背せ筋すじを冷たいものが伝い落ち、喉のどがからからに乾く。振り向かなければ。振り向いて、何かをしなければ──

「そして赦ゆるされる。過か去こを忘れ、楽になれる……そう、それは神の救きゆう済さいなのだ。わかるか？」

　わかる、わけが──ない！

　春亮の心中が伝わったのか、男が苦笑する気配。その拍子になんとか身体からだの制御を取り戻し、転がるように振り向く。尻しり餅もちをついた姿し勢せいで見上げた先にいたのは、やはりあの男だった。

　がっしりした体たい格かくをスーツに包み、頭にはソフト帽、手には黒の革かわ手て袋ぶくろ。その紳士的な服ふく装そうに野性的な眼がん光こうと髭ひげを加えれば、全体の印象は一気にマフィアのような危き険けんさを漂わせるものに変わる。

「あ……アビス……？」

「ほう、記き憶おく力りよくのいい子こ羊ひつじだ。聖なるかな──正式には教ナロ会区ウ・ナ《奈ロウ・落》アビスと名乗っているが」

　アビスは帽子を弄いじりつつ、片目を歪ゆがめる。それは笑顔えがおではあるのだろうが、春亮には恐怖しか生まない。ビブオーリオ家族会フアミリーズ。呪のろいの道具の全すべてを肯定する組そ織しき。教ナロ会区ウ・ナ《奈ロウ・落》アビス。つい一週間ほど前に終わった、終わったと思っていた脅威が再び眼前に現あらわれたのだ。

　春亮は必死に思考を巡らせる。この男は呪われた道具だ。おそらく、呪われた──十字架。ただの人間に何ができる？　フィアは、このはは……

　と視し線せんを彷徨さまよわせたとき、こちらに向けて自転車を漕こいでくる警けい官かんの姿すがたが見えた。ここは土手の脇わきに立った団地、その敷しき地ちの端にある自販機コーナーだ。そうだ、誰だれかが通りかかってもおかしくはない。そしてパトロール中らしい警官は怪しげな男とその前で尻餅をついた少年、という組み合わせに当然ながら異い常じようを感じたらしい。自転車を降おり、

「君達たち、何をしているのかな？」

「治ち安あん機き構こうの人間か。ふむ、この国は賄わい賂ろを受け取らないことで有名だったな。聖なるかな」

「何を言ってるんだ？　あんた外国人？　パスポート持ってる？」

　そのとき、手袋に包まれたアビスの手が不意に伸びた。若い警けい察さつ官かんの顔を鷲わし摑づかみにし、囁ささやくように、

「──この一分間に起こったことを告解しろ」

「あ…う……？」

　警官の目がすぐに焦点を失う。夢ゆめ現うつつの口く調ちようで、

「怪しい男と少年、を、発見、し……職しよく務む質しつ問もんを、かけた……」

「なるほど、職務熱ねつ心しんだ。その告こつ解かいは赦ゆるされる。覚えておこう──」

　そしてアビスが手を離はなすと、警官はふらふらと自転車に乗り、そのまま走り去っていった。

「な、なんだ……今、何をした……？」

「なに、すぐにわかる。いや、わからなくなると言ったほうが正しいか」

　くつくつと笑って、アビスは一歩を踏ふみ出した。わけのわからない不安に駆られ、春はる亮あきは立ち上がろうとする──が、アビスの片手で肩をぐっと押さえられた。凄すさまじい力で、どうあっても身体からだが持ち上がらない。もう片方の手が、ゆっくりと春亮の額ひたいに伸びてきて──

「や、やめろっ！」

「勘違いしてもらっては困こまるが、これはアリスが害された報ほう復ふくというわけではないのだ。むしろお前を救ってやろうというのだぞ」

　何を言っている。何を言っている？

　だがその答えはないまま、革かわ手て袋ぶくろが春亮の額ひたいに触れ──




「春亮に、触るなぁぁぁぁぁっ！」

　跳ちよう躍やくして飛び込みつつ、フィアは《凌遅の鉈"A hatchet of lingchi"》を渾こん身しんの力でアビスに叩たたきつける。アビスも反はん応のう早く振り向き、素早すばやい身のこなしで拳こぶしを繰くり出してきた。手袋に包まれただけの拳と刃やいばが接せつ触しよく──岩塊を打ったような手て応ごたえ。鉈なたは鈍にぶい音を立てて跳ね返されたが、アビスを春亮の前から弾はじき飛ばすことには成功する。

「ぬ……さすがに痛いたくはあるな。覚えておこう」

「お前、アビスとか言ったか！　春亮に何をした、答えろ！」

　ぞっとしつつ、虚きよ勢せいを張はって怒ど鳴なる。春亮は倒れてぐったりとしていた。胸むねが動いているから死んではいまいが──当たり前だ、そんなことがあってたまるか──目を覚ます様よう子すはない。

「邪じや魔まが入ったせいで中途半端だ。ふむ、どこまで告解させられたものかな」

「わかる言葉で言え……！」

「ならばわかりやすい会話をしよう。箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブよ、家族会フアミリーズに来る気はやはりないのか？」

　素す直なおに答えるつもりはないらしい。フィアは歯は嚙がみしつつ、

「何度聞いても答えは同じだ……お前こそ、なぜ家族会フアミリーズなどという狂人達の元にいるのだ。呪のろわしい呪のろいを呪わしいままにしておくなど、恥ずかしいとは思わんのか!?」

「恥ずかしい？　失笑が漏れるな。我らはその呪いと呼ばれるもので人を救っているのだ。何を恥じることがある。むしろそれに気付いていないお前こそが暗愚だぞ」

　鉈なたを握る手に力が籠こもった。呪いで人を救う？　馬ば鹿か馬ば鹿かしい。そう思うのすら馬鹿馬鹿しい。あの血を、あの悲鳴を、そう捉とらえるなら──それこそが、呪われるべき冒ぼう瀆とくだろう。

「その意味で言えば、多少その少年は不遇だ。俺おれを所有したとしても、その恩おん恵けいに与あずかれはしないのだからな。まあ、その代わりに告こつ解かいさせて救ってやったわけだが」

「だから、何を言っているのだお前は!?」

「罪深き過去ヘ対する、赦ゆるしの忘ぼう却きやく。それが告解だ。その秘ひ蹟せきに救われない人間はいない」

「わけがわからん──ええい、もうよい！　貴き様さまをぶちのめしてから詳しく聞くことにする！」

　フィアの言葉に、アビスは愉ゆ快かいそうに帽ぼう子しを押さえた。

「その願ねがいは残念ながら叶かなえられん。第一案が不完全になった以上、ひとまず退ひいて次の策さくを彼女と講こうじることにしよう。そろそろクルリの時間稼かせぎも怪しくなる頃ころ合あいだし──いつのまにか、もう一つそちらには禍具ワースが増ふえているようだしな」

　視し線せんがフィアを飛び越える。ちらりと背後を窺うかがうと、そこには一いつ緒しよに来た藍あい子こがいた。アビスの視線に怯おびえたように、コートの襟えりを立てて首を縮ちぢめているが──その顔はじっとアビスに向けられたままだ。

「アイコ、何かができるのなら、頼たのむ。奴やつを逃がすな」

「それが無理だと言っているのだが」

　藍子の返事よりも早く、アビスの呆あきれたような声が聞こえ──

　瞬しゆん間かん、フィアの視界一杯に何か黒いものが溢あふれた。

　形はない。けれど圧あつ力りよくはある。そんな、瞬間的な黒色。

　それは瞬まばたき一回分ほどの出で来き事ごとだった。気付いたときには、既にアビスの姿すがたはどこにもない。慌てて周囲を見回すと、藍子が無言で腕を伸ばしているのがわかった。彼女が指差していたのは、近くにあった団地の屋おく上じよう。

　スーツの男の姿が、そこにはある。いかなる手段を用いて、あの一瞬であそこまで移動したのか。しかしその疑ぎ問もんはすぐにフィアの頭から吹き飛んだ。男の横にある小さな影かげに気付いたからだ。

　そう、長い髪で、片眼鏡モノクルを光らせて、車くるま椅い子すに座すわって、にこやかに手を振っている──

　アリス・ビブオーリオ・バスクリッハ。

「おのれ……！」

　呻うめくが、あそこまでの移動手段も、攻こう撃げき手しゆ段だんもない。そのうちに二人ふたりの姿はすっと屋上から消えてしまった。追いかけたい衝しよう動どうに駆られたが、あそこまで上る間に見失ってしまうことは確かく実じつだ。

　それよりも。今は──

「は、春はる亮あきっ！　大丈夫か！」

　自じ販はん機きの横に倒れている春亮に駆け寄り、頭を膝ひざに乗せて抱き起こす。そこに苦く悶もんのようなものはなかった。ただ眠っている。すうすう、と心地ここち好よさそうな寝息を立てて。

　安あん堵どした。大丈夫だ。きっと、奴やつが何かする前にギリギリで間に合ったのだ……

「ふぅ……」

　よかった、とやたら無む防ぼう備びな嘆たん息そくが漏れてしまい、藍あい子この視し線せんがあることに気付いて、慌てて思い直す。

　よかった──そう。もし、春亮がここで拉ら致ちされてしまうようなことがあっては。

　頼んでおいた、斬ざん新しんな飲み物が味わえなくなるところだったではないか。




　ほどなくして、クルリに逃げられたこのはもフィア達たちと合流する。彼女は春亮の姿を見るや否いなや大パニックに陥ったが、外傷がないことを知るとひとまず安堵の息を吐はいた。

　このはが春亮を背せ負おい、一同は帰路につく。家族会フアミリーズが現れた以上、注意喚起はしておかなくてはならない──《壇だんノの浦うら》に電話して報告すると、黒くろ絵えも店を切り上げて帰ってきた。

　そして布団ふとんに寝かせて三十分ほどが経たったころ、あっさりと春亮は目を覚ます。

「おお、起きた」

「は、春亮くん大丈夫ですか春亮くん!?　どこか痛いたいところとかは!?」

「ハレンチ小僧め、吞気のんきに昼寝とはいい身分だな……ふん」

　顔を覗のぞき込む三人に向けて、春亮はぱちくりと瞬まばたきをした。

「ど、どうしたんですか？　やっぱりどこか痛いとか」

「いや、その……別に……どこも痛いところは、ない、けど」

「わかった、目覚めていきなり美女に囲まれてたんでびっくりしたんじゃね。さもありなん、ここには世界三大美女がおると言っても過言ではない。楊よう貴き妃ひのように気品のあるうち、小お野のの小こ町まちのように愛くるしいふいっちー、そして──」

「──得とく意い技わざは拾い食い。マウンテンゴリラのようにウホウホしいウシチチ、と」

「どうせそんなオチだろうと思ってましたよ！　でもせめて人間に喩たとえろというか意味のわからない形容詞を使うなというかああもうどこからツッコめば!?」

「いや、その、ちょっといい？　一個だけ問題があるんだけど」

　騒さわがしくなり始めた部へ屋やの中、布団から上半身を起こした春亮が気後れしたように片手を上げる。はっと一同は表情を引ひき締しめ、再び腰を浮かせて春亮の顔を覗き込んだ。

　春亮はどことなく怯おびえたような、困こん惑わくしたような、

　まるで初対面の人間を見るかのような目でフィア達を眺めて──言った。




「えっと……君達たち、誰だれ？」




　へなへな、とこのはが腰を抜かしたように崩れ落ちる。フィアがぽかんと口を開き、黒くろ絵えが寝ね惚ぼけ眼まなこをかつてなく見開く。

　そして、それを少し離はなれた場所から見ていた藍あい子こは──

　何かを決意したように、小さく、拳こぶしを握にぎり締しめていた。







　第三章 「てざわりがすてきです」/ "Who are you?"
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　名前は？　夜や知ち春はる亮あき。

　年ねん齢れいは？　十六歳。

　父親の名は？　夜知崩ほ夏なつ。クソ親おや父じ。

　得意料理は？　え、わりとなんでも作れそうな気がするけど。

　通っている学校は？　私立大たい秋しゆう高こう校こう。

　親しい友とも達だちは誰だれがいる？　泰たい造ぞうとか、渦か奈なとか。あと、えーと、いんちょーさん。

　では、私達の名前は？

「……誰？」

「な・ん・で・だーっ！」

　がっくんがっくんその襟えり首くびを摑つかんで揺さぶる。ごめんよくわからないけどごめん許ゆるして、と春亮は目を白黒させて言ってきた。むかつく。

「は、春亮くん。わたし、わたしのことも……忘れちゃったんですか？」

「……ごめん」

「わたしがこの家に来たときのことも？　初めて二人ふたりで夜空を見た、あのときのことも？　この姉ねえって呼んでたあのころのことも？　呼ばない約束をして、一いつ緒しよに高校に通うようになった、つい半年前のことも？」

「……ごめん」

「ああ──」

　がっくりとこのはは肩を落とした。落としすぎて、顔面から畳たたみに突つっ伏ぷした。糸の切れた操あやつり人形のように、尻しりだけを持ち上げたその姿し勢せいのまま動かない。

「どうやら噓うそや冗じよう談だんではないようだな。そうだったら絞め殺すところだが」

「う、噓じゃないって!?　よくわからないけど、頭の中に妙にぼんやりしてる部分があって……そこだけ、なんか、思い出せないんだ」

「ハル、この家のことは覚えちょる？」

「この家？　って言っても、俺おれの家だよ。古くて広いだけが取り柄。他ほかに何かあったっけ……あったような気もするけど、ええと……」

　黒くろ絵えはふうと息を吐はいて、

「どうやら……呪のろわれた道具に関することだけ、綺き麗れいに忘れちょるようじゃね。理屈はまったくわからんけど」

「わからんな。誰だれのせいでこうなったか、だけはわかるが」

　呟つぶやくと、ぴく、と畳たたみに突つっ伏ぷしていたこのはの肩が動いた。だがそこで、

「え？　呪のろわれた道具って……何？」

　フィアと黒くろ絵えは顔を見合わせた。教えればそれがきっかけになって思い出すかも、と黒絵が言ったので、説明してみることにする。

　春はる亮あきは最初、呪われた道具だなんてまさかそんなあ、と愛あい想そ笑わらいしていた。そこで黒絵が「これでも？」と髪を伸ばしてその頰ほおをくすぐる。面おも白しろいように──しかしまったく面白くないが──春亮は目を見開いて驚きよう愕がくしていた。

「おいウシチチ。ただのチチがデカイ女ではないということを教えてやれ」

「……」

　依然として畳に突っ伏したままのこのはの手に要いらなそうな古ふる雑ざつ誌しを押しつけると、裁さい断だん機きのように雑誌がザリザリと切れていった。で、とフィアはルービックキューブを取り出し、ドリルに変形させる。布団ふとんの上にいる春亮に対してググイと見せつけた。

「私はこれだ、こんなものだ。どうだ、思い出したか？　あと、冗じよう談だんだったと認みとめるならこれが最後のチャンス！」

「うわ！　いや、冗談なんて言ってないけど!?　その、ごめん……」

「ふむ。しかしあれじゃね、本当の一般人なら、こんなものを見ればもっと驚おどろいて暴あばれたり怖がったりするはず。それがないということは──心の奥底では基き本ほん知ち識しきとして残っちょるのかもしれんよ」

「そう言えば。どう考えても変なのに、あんまり……怖い、とは思わないな。まるで、前から知ってたみたいに」

「知っておったのだ。まったく、このハレンチ小僧め……」

　それからさらに説明を続け、呪いの道具を解とく場所である、というこの家の役やく割わりについても教えた。やはり春亮は「そうなのか……ううん、知ってたような……知らないような……」という曖あい昧まいな反はん応のうを返すばかりだった。

「うん、だいたいわかったけど……つまり俺おれ、知ってるべきことを忘れてる状じよう況きようになってんのかな。なんでそうなってんの？」

「敵てきのせいだ」

「敵？」

　春亮はその不ふ穏おんな単語に驚いた様よう子すだった。フィアは腕組みをしたまま続ける。

「だが──お前が気にすることはない。私達たちがなんとかしてやる」

「そうじゃね。ハルは普通にしちょればといいと思うよ。学校のこととかはちゃんと覚えちょるし、あんまり不便もせんじゃろ……少なくとも、病人のように寝ちょってなんかいいことがあるとは思えん」

「そう、だな。なんか忘れてることがあるってのは気持ち悪いけど……それ以外は、全然、フツーだし。あ、でも、一個だけ確かく認にんしていい？」

「何だ」

　頭を搔かきつつ、

「えっと、君達たちは、この家に呪のろいを解とくために来てて、同どう居きよしてる、ってわけだよな。できるだけ前と同じにやりたいから聞いてみたいんだけど──今までどんな感じで接せつしてたかっていうか、どんな関係だったのかっていうか」

　瞬しゆん間かん、死体だったこのはがとんでもない勢いきおいで蘇そ生せいした。ガバ！　と身を起こしつつ、

「わ、わたしには──わたしには、誰だれよりも、優やさしかったです！　心が通じ合ってたっていうか、君がいれば他ほかはいらないよ的な感じの──ぶっちゃけ、ただならぬカンケイだったのかもしれません！　いや、かもしれませんじゃなくて、そうでした！」

「待て、それは噓うそだ！　お前は、お前は、その……そう！　お前は私を崇すう拝はいしていた！　心地ここち好よい支し配はいと被支配のカンケイで、召使い的な主しゆ従じゆう関かん係けいの──毎日おせんべを用意してたらふく食わせてくれるような！」

「こんにちは。アナタの愛人一号、人にん形ぎよう原はら黒くろ絵えです」

「わけがわからないっ!?」

　喧けん噪そうの中、フィアは思う。

　前と同じにやりたい。春はる亮あきがそんなことを言い出したのは、誰のためだ？

　決まっている。自分達の、ため。

　自分達が、できるだけ、以前との違いに苦しむことのないように。

　大事な記き憶おくを忘れたその中でも、春亮は自分ではなく、こちらのことを考えている。

　ああ、なんという、愚かな。

　呪ってやりたいほどの、お人ひと好よし。




　着替えるという春亮を残し、部へ屋やを出る。廊下で立ち止まり、三人は溜ため息いきをついた。

　そして──部屋の中とは全まつたく違う、鋭するどく冷れい徹てつな空気が流れ始める。

「どうすれば治る？」

「あれが何かの能力なら、術じゆつ者しやを倒せば、というのがセオリーじゃろうね」

「ふん。過か去こと忘ぼう却きやくがどうのこうの、とあの男は言っておった。その術者が誰かはわかりきっておる」

「──わたしは今から街へ出ます。とりあえず居場所を探らないと」

「ウシチチ、私も行くぞ」

「結構です。街の地理にはまだ疎うといでしょう？　あなたはここで黒絵さんと一いつ緒しよに春亮くんを守ってください。まだ向こうが春はる亮あきくんを諦あきらめたという確かく証しようがあるわけではありません」

「む……」

「このさん、無理は」

「しませんよ。一人ひとりで戦って勝てるなどと思いあがってはいません──けれど、無理して戦わざるを得ない状じよう況きようになることも有り得るでしょう。退たい路ろを断たたれてどうしようもなくなったときとか。まぁ、もしそういう状況になったとしても」

　ぞっとするような笑えみを見せて、彼女は続けた。

「あの男の首しゆ級きゆうだけは挙げてきますよ。刺し違えてでもね」

「ふん、結けつ構こうなことだ。ぜひそうしろ、と言いたいところだが──そうすれば、私があの男に鬱うつ憤ぷんを晴らすことができなくなってしまうではないか。抜けがけは許ゆるさん」

　微妙に、ではあったが、鬼気が緩ゆるんだ。

「好き好んで無理するつもりはありませんってば。とりあえずは、ピンチになったら逃げることを考えますよ。では、よろしく」

　歩き出しかけ、しかしそこでふと彼女は問う。

「そう言えば、さっきから藍あい子こさんの姿を見ませんが……どうしました？」

　答えは誰だれからも返ってこなかった。
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　アリスの重みを感じながら車くるま椅い子すを押し、閑静な住宅街を散歩する。敵てきに見つかる危き険けん性せいと彼女の願ねがい、天てん秤びんに載せればどちらが重いかはわかりきっていた。

「失敗してしまったわね……」

「うむ。中途半端なところで邪じや魔まされたのでな、自分としても手て応ごたえがよくわからん。どこまで告こつ解かいできたか」

「あー……すいません、母ぼ君くん、父ふ君くん。あたしがもっとあいつら引きつけとけば」

　車椅子のやや後ろをついてくるクルリを振り返り、アビスは唇を曲げる。

「どれだけ引きつけられるかなど、向こうの賢さかしさによって変動する。元より計算できるものではない。気にするな、お前はよくやった」

「ええと……はい。ありがとうございます……」

　僅わずかに顔を赤らめて頰ほおを搔かいてから、クルリは少しだけ歩ほ調ちようを速めて近寄ってきた。

「その、聞いてもいいっすか？　ああしようとした狙ねらいっていうか」

「そう言えば、クルリさんには詳しいことを言ってませんでしたかね」

「そうだったな。記き憶おくをほとんど奪ってから我われらが家に連れ帰れば、あの少年に逃げられることもないし、もし箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ達たちが隙すきをついて彼を奪い返したとしても、俺おれをどうにかせん限りは記き憶おくは戻らんままだ。そして俺は戦って奴やつらに負けるつもりはない」

「勿もち論ろんです。お手伝てつだいします」

「頼たのもしいな。つまりそうすると、奴があの少年を元の状態で取り戻すには──《家族会フアミリーズに入るから少年を元に戻して返せ》とこちらと交渉するしかない。そして一度こちらに来れば、あとはどうとでもなる。無む駄だな労力を省ける手だったのだが」

「なるほど」

「失敗してしまったものは仕方がないわ。次の手を考えましょう」

　街がい路ろ樹じゆの紅こう葉ようを眩まぶしそうに見上げながら、アリスが軽い口く調ちようで言った。

「力ちから業わざじゃダメなんすか？」

「駄だ目めではないが、不ふ確かく実じつだ──勘違いするな、お前の力量どうこうという話ではない。言い忘れていたが、奴らには闇やみ曲まがり拍ぱく明あきの研究室長国、という組そ織しきが協力しているようでな」

「はぁ」

「真正面からぶつかれば、さすがに奴らも全力でこちらを潰つぶしに来るだろう。つまるところ、力ずくで箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブを拉ら致ちすれば、おそらくかなり高い確率で奴らとの戦争になる」

「さっきの策さくなら、フィア様に自発的にこちらに来ていただく、という形になるはずでしたから──上う手まくいけばその協力関係も反ほ故ごにできたはずですけれどね。さすがに、そう上手くはいきませんでした」

「なんか、いろいろとややこしいんすね……」

　クルリが疲れたように息を吐はいたのを感じ取り、アビスは苦笑する。

　次の手を考えつつ車くるま椅い子すを進めていると、元気に騒さわぐ子供達と擦すれ違った。甲かん高だかい声で、ひどく楽しそうに笑っている。

　珍しい、とアビスは思った。子供が悲鳴をあげていないとは。苦悶に呻いていないとは。恐怖に震えていないとは。絶望に涙していないとは。

　当然か、とすぐに思い直した。国も時代も違う。平和な世になったものだ。

　原初の記憶が浮かんできた。ただの十字架だった──ただの、子供を生贄にする邪教のシンボルだった時代の記憶。自分は切り立った崖がけに挟まれた、まるで奈な落らくの底にあるかのような辺へん境きようの教会に取り付けられた備び品ひんだった。いつしか教会は教会の皮を被かぶった悪サ魔タ崇ニ拝ス者ト達の巣そう窟くつになった。悪あく魔まこそが神であるという信念の元、彼らは子供達を贄にえに捧ささげた。十字架の前で子供を穢けがし、皮を剝はぎ、目玉を刳くり貫ぬき、腸ちようを引ひき摺ずり出し、火ひ炙あぶりにし、食べた。

　その子供達が。そう、その絶望の思念呪いが始まりとなって、自分は今ここにいる──

　にこやかな微笑で通り過すぎる子供達を見送ったアリスが、ふと首を曲げて後ろを見上げてくる。慈愛に満ちた目だった。

「子供の悲鳴でも思い出していたの、アビス？」

「敵かなわないな、アリス。聖なるかな、だ」

　目元を緩ゆるめつつ肩を竦すくめると、なぜか少しだけ慌てた様よう子すでクルリが言ってきた。

「子供の悲鳴が聞きたいんすか？　ご命令とあらば捕まえてきますけど。言ってください」

　家族愛に満みち溢あふれた新しい子の発言にも、また苦笑する。

「いや、聞こえてくれば懐なつかしく楽しむのだろうがな。敢あえてそれを求めたりはせんよ──俺おれの呪のろいはそんなものではないしな」

「え？　じゃあ何なんです？」

「おや、言ってなかったか？　無む論ろん──人間の願いを叶える呪いだ」

　厳密に言えば違うが、結果としてそうなるのならば同じことだ。

　自分は数限りない人間の願ねがいを成じよう就じゆさせてきた。その時々で、あの教会の支し配はい者しやだった人間達たちの願いを。教会が果たした役やく割わりは数知れない。邪教の本拠地、麻ま薬やくの栽培場、テロリスト達の潜せん伏ぷく所じよ、ご禁きん制せいの売春宿、猟奇殺人鬼の遊ゆう戯ぎ場じよう、そして、女児専門の人じん身しん売ばい買ばい施し設せつ──

「まぁ、人の幸いはその他の人間の不幸と同どう義ぎだ。そのせいでさらに呪のろわれたのだが」

「それは貴方あなたがさらにさらに──本物以上の神様のように超越するための礎いしずえだったのよ。そんな不幸は不幸と思うべきではないわ。勿もち論ろん、私もそうは思わない。ただ、貴方と出会うに必要な苦く難なんだっただけ」

　そうだな、と相あい槌づちを打つ。自分を人化させるに至いたった呪い、その最後の一押しを発した愛いとしい女に。

「あたしも……父ふ君くんは、本物以上の神様だと思います。だって、父君が誘ってくれなかったら、あたしはどこにも行けなかった。少年院を出ても、居い場ば所しよなんてどこにもなかった。救われたんです」

　そう、クルリの願いも叶かなえている。救っている。彼女が語る意味以外にも。

「だが君に関して言えば、君は君自身が手に入れた禍具ワースで最も救われたのだろう」

「そうですね。あれがなかったら──あたしは、きっと、死んでた。死んでたままだった」

「これからも愛してあげるといいわ。そうすれば、その子もアビスのようにさらなる超越の姿すがたになってくれるから」

　はい、と頷うなずくクルリに優やさしい視し線せんを向けてから、アリスは「そう言えば、さっきの川は綺き麗れいだったわね。もう一度見てみたいわ」と言った。犯はん人にんは現場に舞まい戻る──典型的すぎて相手も予想してはいないだろうな、と唇を曲げ、アビスは車くるま椅い子すを先せん刻こくの土手の方角に向ける。

　清らかな流れを横目に見ながら、考えた。次の手までに時間はかけられない。いつ騎き士し領りようの──告こつ解かいさせて得た情報を信じれば《一人分隊アイソレツツ》という男の──横やりが入るかわからないのだ。速やかに動くべきだろう。

　やはり力ちから業わざか。だがそれは家族会フアミリーズの状じよう況きよう自じ体たいを激げき変へんさせる可能性を秘ひめている。さらに言えば、現げん状じようでは僅わずかに戦力不足だとも感じた。負けはしないまでも、勝てるという確かく証しようもない。怪け我がが癒いえていないアリスを危険に晒さらすのはできれば避けておきたいところだ。

　どうするか……と、鬚ひげを撫なでて思ったときだった。

　土手の上に現あらわれた人ひと影かげに、アリスが「あらあら」と呟つぶやき、クルリが表情険けわしく身み構がまえる。だがアビスの感想は違った。人影の様よう子すを見ればわかる。

　聖なるかな。不足していたものが、向こうから来てくれたのかもしれない。

　自分は人間を救うものだ。無む論ろん、人間のような道具も──救うことは、やぶさかではない。

　ポケットが大量についたコートを着込んだ少女は、最初、出会ったことが信じられないといった様子で立ち尽くしていた。だがすぐに、彼女は何かを決意したように唇を引き結ぶ。

　そして彼女は、立てた襟えりで顔を隠すようにしながら──しかしその前髪の下から確たしかな意い志しある視し線せんを届とどかせて、言った。

「……おねがいが、あります」
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　全てを忘れられたらいいのに。

　自分が自分でなくなることが、できたらいいのに──




　葛かつ藤とうはあった。この家はとてもいい場所だ。

　けれど──頭からは、消えない。自分のしてきたことが。自分の犯おかした罪つみが。抱いた犬の怯おびえた視線が。抱いた赤子の泣き声が。

　だから、気付けば居い心地ごこちのいい家を飛び出していた。目覚めた彼の姿を見て、困こん惑わくする彼女達たちの姿を見て、気付いたこと。手段がある。それを知ってしまったが故ゆえに、身体からだを押おし止とどめられなかった。

　走って、走って、闇やみ雲くもに走って。

　けれど徐々に、その足の動きは遅くなって。

　やがて、とぼとぼと、歩き始める。

　代わり映えのしない街並みに、頭が次第に冷えていった。

　──どこにいるかも知らないのに。

　──本当に、それができるかどうかもわからないのに。

　──優やさしくしてくれた、彼と彼女達を裏うら切ぎることになるかもしれないのに。

　──愚か。愚か。愚か。

　それは、いつまでも見続けていたかった夢から目覚めさせられたような、空虚な絶ぜつ望ぼう感かん。肩を落として歩き続け、ふと気付くと、先さき程ほどまでいた河か川せん敷しきに立っていた。この場所に来るのは三度目だ。一度目には彼らとの出会いがあり、二度目には美お味いしいサンドイッチがあり、そして今回は──ただ、孤こ独どくがある。

　土手に腰を降おろす。ぼんやりと川かわ面もを眺めた。

　そのまま数秒。数十秒。数分。漫然と川の水音を聞き続けているうちに、冷然とした事実を告げる言葉がまた頭に生まれてくる。

　──無理だったのだ。無む駄だだったのだ。

　──諦あきらめよう。間違えていた。この苦しみから逃れられるわけはなかった。罪つみを忘れられるわけはなかった。どうしようもないことは、本当に、どうしようもないのだ。帰ろう。帰って、皆に謝あやまって、それから──

　立てた膝ひざに額ひたいを押しつけ、瞑めい目もくして深しん呼こ吸きゆうする。それは進もうとしていた道の存在を忘れるための儀ぎ式しきだった。数十秒を使った吸気と呼気。その一サイクルを終えたなら、後はもう目を開くしかなかった。顔を持ち上げるしかなかった。

　そして、あの家に戻るべく、ゆっくりと腰を浮かせたそのとき。

　聞こえてきたのは、車椅子の音。

　それは幸運だったのか、不運だったのか、ただの些さ細さいな偶然だったのか。

　藍あい子こは思う。その、空っぽの自分の中を搔かき回す運命の手の存在を感じながら、思う。

　ああ、もしもこの世に、人間達たちが神と呼ぶような存在がいるならば。

　それはきっと、自分達にも負けず劣らず──

　呪のろわしい存そん在ざいに、違いない。

「……おねがいが、あります」

　ひどく震ふるえた自分の声を聞きながら、願ねがいの内容を口にする。

　とても単たん純じゆんで、とても難むずかしい、ただ一つの願い。

「ほう、どうしてそんなことを？」

　と髭ひげの男が楽しそうに言って、「話してみてくださいな」と車くるま椅い子すの女が続けた。

　否ひ定ていしない。できるのだ。きっと、できるのだ。自分の望みは、叶かなえられるのだ──

　だから藍子は。

　身の内にある罪を、自ら、

　告こつ解かいした。




「ふむ。そういうことか」

「父ふ君くん、受け入れるつもりですか？　こいつ、敵てきですよ!?」

「この少女に攻こう撃げきを受けたわけではないのだろう、クルリ？　それに、禍具ワースには等しく愛を捧ささげるというのが家族会フアミリーズの理念だ。我われ々われに救いを求めるというのなら拒む理由はない……むしろ喜ばしいことだ。一度敵方にいたからと言って差別しては可哀かわい想そうだろう」

「それは……そうですけど……」

「あらあら。その通りだわ、アビス。でも」

「わかっている──俺おれ達たちはそれなりに困こまった状じよう況きようでな。願ねがいを聞くのもタダでというわけにはいかん」

　値ね踏ぶみするような視し線せん。それに身体からだを震ふるわせたとき、車くるま椅い子すに乗った女性が柔らかく小首を傾かしげて言ってきた。

「そんなに緊きん張ちようする必要はありませんよ。できることをしていただくだけです。私達の家族会フアミリーズに入ってもらう、ということが一つと──彼が言ったように、多少のお手伝てつだいが欲しい状況なのでしてね。貴女あなた様にはどんなことができるのかしら？　いえ、それよりも前に、お名前を伺うかがわせてはいただけませんか？」

「楯たて岡おか、藍あい子こ」

「……本当のお名前は？」

　息を吞のむ。けれど、この期ごに及んで黙もく秘ひできるわけもなかった。掌てのひらを軽く握にぎり締しめながら、答える──

　自分の名。誰かを呪うために作られた道具たる、自分の名を。

「藍壺。そして──術法・藍蠱」
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　台所にお茶を取りに行ったその帰り、居い間まから声が聞こえてきた。春はる亮あきは何なに気げなく入口からちらりと中を覗のぞいて様よう子すを窺うかがう。すぐ部へ屋やに戻るつもりだったので、自然と盗み見のようになってしまった。

　居間の中では、二人ふたりがテーブルを挟んで向かい合うように座すわっていた。ルービックキューブを適てき当とうに回転させつつ、フィア。

「で、だ……どうする、クロエよ。ただ待っておるというのも暇すぎるな」

「うんうん。あの男をぶっ倒すのは確かく定ていしちょるけれども、ただ座して待つのもアレじゃね。こっちでも、何かハルの記き憶おくを取り戻す努力でもしてみるべきじゃろうか」

　黒くろ絵えがぼんやり眼まなこでこくこくと頷うなずく。

「何か手があるのか？」

「そうじゃね。漫画とか映えい画がとかでよく見るパターンで言えば、なにかショックを与える、というのが定番かな」

「ショック……？」

「うん。たとえば」

　無む表ひよう情じようのまま、黒くろ絵えがすーっと拳こぶしを顔の横に持ち上げる。平然と言った。

「なぐる」

「……おお。わかりやすい」

　真ま面じ目めな顔で首肯するフィア。

（納なつ得とくすんなよ!?）

　非ひ常じようにツッコミたい気分になったが、今更出ていくのも気まずい。どうか現げん実じつに実行する流れになりませんようにと願ねがいながらさらに様よう子すを窺うかがっていると、

「でも今は状じよう況きようが特殊じゃからね。ただなぐるだけでは効こう果かがあるかどうか」

「もっと強くなぐれということか……？　そう、言うなれば、こんなカンジで」

　と、フィアは先せん刻こくの黒絵と同じように、すーっと顔の横に持ち上げる。

　凶悪なトゲのついた鉄てつ球きゆう棍こんを。

（なにーっ!?）

　事じ態たい、悪化。

　もはやＭＡＸに近くなったツッコミ欲よくを、必死に手で口を押さえて我が慢まんする。あれをどこから出したのかはわからなかったが、さっき見たドリルと同じようなものなのだろう。

「……ナイスアイデア。でもそれは、さらにハルの記き憶おくがなくなる可能性のほうが高いような気がしないでもない」

「うむ。実は私もそんな気がする」

　フィアが鉄球棍をルービックキューブに戻す。春はる亮あきはほっと胸むねを撫なで下ろした。

「ま、なぐるのは半分冗じよう談だんとして。結局……うちらが効果あるかどうかもわからんことをするより、ハルがああなった根本の原げん因いんからどうにかするのが一番じゃろ。つまり、やっぱりこのさん待ちってことじゃね」

　その黒絵の言葉に、ふう、とフィアは息を吐はいた。背中を畳たたみに倒し、天てん井じように向けてルービックキューブを掲げる。またその色を適てき当とうに動かし始めた。

　どうやらショッキングな暴ぼう力りよくで記憶を取り戻す流れにはならなかったようだ。春亮は安あん堵どして、部へ屋やに戻ろうと歩き始める。そこで、背後の居い間まから最後の声が聞こえてきた。

「ああ、やっぱり、難むずかしいなあ……なぐることくらいしかできない、私には」

「うちもよ。へこまんで、ふぃっちー」

「へこんでなどおらんわい。ただ、なにか……悔しい、だけだ」

　かちかちというルービックキューブの音に混まじって聞こえた、二人ふたりの声は。

　とても、寂しそうなもので。

　春亮は廊下で一いつ瞬しゆんだけ足を止め、けれどすぐにまた歩き出した。

　自分の部屋へ──逃げ込むように。




　ややあって、居間の中に、再びの声。

「……行ったか」

「行ったね」

「こそこそと立ち聞きなどしおって……入ってくればいいものを」

「入りにくかったんじゃないかな。なんとなく、そう思うだけじゃけど」

　ふん、とフィアは鼻を鳴らし、ルービックキューブの音をまた奏かなで始めた。

　かちかち。かちかち。かちかち──

　色は揃そろわない。適当に回しているだけだから、揃わない。

　それでも、ばらばらになった色も、消えたわけではないのだ。

　それは間違いなく、この小さな玩具おもちやの中にあって。

　ただ、在あるべきところからずれているだけで。

　揃えられるのを、じっと、待っている。




　最低だった。最低だと思った。

「はぁ……」

　ころん、と春はる亮あきは机つくえの上にシャーペンを転がす。眼がん前ぜんには台所から持ってきたお茶と、先せん刻こくからまったく進んでいない数学のプリントがあった。

　笑えてくる。笑えすぎて自己嫌悪が湧わいてくる。本当に最低だ。

　無む味み乾かん燥そうな定理。数式。図形の解かい法ほう。そして、宿題があること自体。

　そんな、どうでもいいことはしっかりと覚えているのに。

　どうして。

　自分は、一番大事そうなことを、覚えていないのか──

　自分のせいではないらしかった。誰だれかによって為なされたことらしかった。それでも記き憶おくがないのは自分だ。思い出を失っているのは自分だ。

　なんとかしたいとは思うけれども、何をすればいいのかがわからない。だからこうして、非ひ常じようにどうでもよく覚えている胸きよう中ちゆうの危き機き感かんに従したがって机に向かう羽目になっている。何もしないでぼーっとしているのよりはマシだと思ったからだったが、成果が上がるわけがない。お茶でも飲んでリラックスしながらやろう、と気分転換がてら台所に行ったのも逆効果だった。

　彼女達たちの、あんな寂しそうな声を聞いてしまっては。

　再び、溜ため息いきを一つ。項うな垂だれて、机の上に額ひたいを落とした。

「くそっ……思い出せよ、馬ば鹿か……」

　無力感と罪ざい悪あく感かん。その二つが混じった感情は、ひどく自然なことのように自分への怒りに変じた。思い出せ。思い出せ。思い出せ！

　彼女達が話していたことが頭に浮かんだ。それもいいと思う。記憶が取り戻せるのなら。

　殴ってもらう代わりに、がん、がん、と額ひたいを机つくえに打ちつける。何度も何度も。

　痛いたい。でもこんなことで記き憶おくが戻るのなら安いものだ。繰くり返す。でも思い出せない。

　思い出せるはずが、ない。

「く……」

　じんじんと痛いたむ額を持ち上げる。畜ちく生しよう、ともう一度机を罵ののしって、春はる亮あきは頭を振った。ああ、駄だ目めだ。やっぱり、こんなことをしても何にもならない。落ち着け。

　意い識しき的てきに大きく伸びをしながら、深しん呼こ吸きゆう。椅い子すの背もたれに身を預あずけ、背せ骨ぼねを大きく反らせて天てん井じようを見上げたところで──

　その天井に、無表情の幼女が逆さまになって正座しているのが見えた。

「うわぁ!?」

「ハル。自じ虐ぎやく的てきになっても何も生まれんよ」

　彼女はぼんやり眼まなこのまま、平然と言った。天井に貼はりつくために広げていた黒髪をざわざわと動かし、くるりと回転して降おりてくる。

「額、赤くなっちょる」

「う。恥ずかしいとこ見られたな……き、気にしないでくれ」

「ひょっとして、さっきうちらが話しちょったことのせい？　ごめんね。さっきのは、ほんとに冗じよう談だんなのに」

「え……気付いてたのか」

「まあね。で、ちょっと様よう子すを見て来てくれってふぃっちーに言われたの」

「そっか……いや、でも、お前らが言ってたことなんか関係ないぞ。ただの、ほら、自分に気合入れる儀ぎ式しきみたいなもんで」

　黒くろ絵えはその言葉に小さく頰ほおを緩ゆるめた。そのまま春亮に近付き、

「治す。うちにはそういう力がある」

「へ？　いやいいって、そんなことするほどのもんでも。今はもう痛くないし……うわ!?」

　春亮の顔が、近付いてきた黒絵の髪でぐるぐる巻まきにされた。髪を伸ばしたのではなく、普通の長さで普通に髪を巻きつけてきたのだ。

　けれど。それからは何も起きなかった。特別なことは、何も。

　ただ、小さな女の子の腕が後頭部に回され──ぎゅっと、抱だき締しめられただけ。

　髪で前が見えない。顔面にはただ真まっ平たいらな胸むねの感触があり、頭とう頂ちよう部ぶにはこちらを見下ろしてくる視し線せんの感覚があった。直感的に言うなら、とても──優やさしい、視線の。

「な、な、どうした……？」

「治すって言ったじゃろ。でも、身体からだの傷きずを治すんじゃない。うちは人形。抱き締めて抱き締められて人のこころを癒いやす、人形……正直、あんまり得意じゃないけどね」

　自分の髪が彼女の吐と息いきで揺れる。続けられた声はとても優しかった。

「ねえ、ハル」

「……ん」

　どうしてか、こうされているととても落ち着いた。だから無理に振りほどくことはせず、春はる亮あきはただ彼女の抱ほう擁ように身を任まかせていた。

「焦らなくても、いいと思うよ。ハルはハル。うちの知っちょる、ふぃっちーの知っちょる、このさんの知っちょる──ハルであることに変わりはない」

「でも、俺おれは……知らない。全部忘れた、馬ば鹿か野や郎ろうだ……」

「それでも、よ。うちは安心する。お茶を飲んでのんびりしちょるのを見て、ふいっちーと騒さわがしくしちょるのを見て……ああ、ハルはハルなんじゃなって。じゃから……無理はせんでいいの。いつも通りに、自然にやっちょればいい。無理に、自分を責せめないで。無理に、自分を苛いじめてまで、ハルらしさを探そうとしないで。それはもう、ハルが持っちょるものじゃから」

「……ごめん」

「謝あやまらんでも、ええよ？」

　黒くろ絵えの声が苦笑する。春亮も苦笑した。こんな小さな子に慰なぐさめられて、抱だき締しめられて、それでほっとしているなんて。駄だ目め駄だ目めだな。もっとしっかりしないと。

　頭の上にあった、黒絵の顔の重みがゆっくりと移動した。髪を顎あごでなぞるようにして降おりてきた彼女の顔は、春亮の額ひたいの前で停止する。
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　そこに巻まかれた髪越しに、そっと──唇の、感触。ついばむように。祝福のように。

　ただ純じゆん粋すいな愛いとおしさだけが伝わってくる、口づけ。

　それでもそれは女の子の唇だ。子供みたいな姿をしていても、女の子の唇だ。お姉ねえさんのように優やさしい声と視し線せんの、女の子の唇だ。

　うっ、と春はる亮あきが呼こ吸きゆうも動きも止めてしまうと、その一いつ瞬しゆんでしゅるしゅると髪が解ほどけた。視界を取り戻して前を見たときには、既に黒くろ絵えはぺたぺたと部へ屋やの外に向かって歩き出している。

「んー、じゃ、ま、こんなところで。お勉強、がんばー」

「お……おう」

　軽く振り返り、ぼんやり眼まなこでぴらぴら手を振ってから、障しよう子じを開けて外に出ていく。けれど春亮は見逃さなかった。その頰ほおに、よく見なければわからないほど微妙に──朱しゆが浮いているのを。多た分ぶんというかきっと、非ひ常じようにレアなことなのだろう。

「……恥ずかしいなら、やんなきゃいいのにさ」

　静かになった部屋で呟つぶやき、頰を緩ゆるめて春亮はまた机つくえに向き直った。宿題をする気分にはなれなかったが、考えるべきことはたくさんある。無意味に額ひたいを机にぶつけるよりは、よほど有ゆう益えきなことだ。

　無理はしない。けれど、彼女達たちが真剣に考えてくれていることだからこそ──一いつ刻こくも早く、思い出したいと思う。できないことを無理してやりはしないが、できることは必死にやろう。それしかない。

　感覚を研とぎ澄すませて。

　懐なつかしさを探し求めて。

　頭をくすぐるヒントがあれば、それをじっと注ちゆう視しして。

　どこかに行ってしまった自分のかけらを、取り戻す。

「よし」

　やるべきことを決めると、さらに心が落ち着いた。焦ることはない。ただ見逃してはいけないものを見逃さないようにすればいいのだ。とりあえず、今はそれを待つことが大事で──

「……結局、宿題しろってことかよ。はぁ……」

　肩を落として、再びシャーペンを持つ。

　それからは、今までよりは少しだけ身軽に、ペン先がｘや数字を描えがき始めた。
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　目が合って、道端の人間がビクリと身を仰のけ反ぞらせた。

　その反はん応のうに、いけないいけない、とこのはは口元を指でつついて表情を緩める。本当に緩んだのかどうかは定かではなかったが。正直、わりとどうでもいい。

　駅前に建っている時計とけいを見上げると、時じ刻こくはすでに夕方だった。進しん展てんのない捜索を続ける自分の胸きよう中ちゆうを反はん映えいしているかのように、空は薄うす暗ぐらい。沈みかけの日のせいでもあり、先刻から頭上に広がってきた雲のせいでもある。昼間の陽気が噓うそのようだ。明日あしたの体育祭は大丈夫だろうか。

　何事もなく体育祭を迎えられると思っていたのに。

　ピクニックをしていたときは、いつもの春はる亮あきくんだったのに。

　唇を嚙かみ締しめ、踵きびすを返す。再び繁はん華か街がいに足を踏ふみ入れた。今日きよう何回目だろうか。忘れた。

　その言葉が脳のう髄ずいに引っ掛かり、心を揺らす。牙きばを立てる。

（忘れた）

　忘れてしまった。春亮くんが。

（忘れた）

　昔のことを。あれだけ積つみ上げてきた、時間の全すべてを。

（忘れた──！）

　それは、大事なもの。自分にとって。彼にとっては、どうだろう？　大事なものだったと思いたい。信じたい。ああ、けれど、忘れた。彼は覚えていない。あのときのことも、あのときのことも、あのときのこともあのときのこともあのときのことも──何もかも！

　どうして。誰だれのせいで。こんなことに。

　──決まっている。あの男。あの男！

　足を止め、眼鏡めがねをなぞった。他人の反応を見ないでもわかる。今、自分は即そく座ざに通つう報ほうされてもおかしくはない目つきをしているだろう。

　落ち着けと自分に言い聞かせながら、とりあえず店と店の間を抜けて裏うら道みちに入った。自転車で通るのも難むずかしそうな幅の裏世界。けばけばしいスナックの看かん板ばんがさらに道を通りにくくしており、コンクリートの隙すき間まから伸びる雑ざつ草そうは死し病びように罹かかった棄き民みんのような弱々しさで、漂ってくる酒と焼き鳥の匂においは演えん歌かの雰囲気を形作る。深夜こんなところを女子高生が歩いていれば、それは絡んでくださいと悪あく党とうに頼たのんで回るようなものだろう。だが今は夕方だし、不運な誰かがこのか弱そうで可か憐れんでスタイルのよい女子高生に絡んでくれば──ありがとう、ストレス解かい消しようさせてもらいます。

　しかし呼こ吸きゆうを整ととのえているときに聞こえてきたのは、さらに気分が不ふ快かいになる異い音おん──誰かがげえげえとえずく音だった。気の早い酔っ払いか、とそちらに目を向けると、一気に気分が晴れた。吐と瀉しや物ぶつが見えるし臭気も届とどいてくるが最高だ。

　それはクルリだった。

　気付けば身体からだが動いている。

　彼女ははっと顔を上げ、胸むな元もとのペンダントを咥くわえてナイフを取り出すが──遅い。昼間の速度が噓うそのように思えるほど動きにキレがない。苦もなく彼女の両手首を摑つかみ、まさに暴ぼう行こう魔まのように壁かべに押しつけることに成功する。

「くっ……」

「幸運ですねぇ。早速聞かせてもらいましょう──あの男、アビスはどこに？」

「お、教えるか、無む能のう野や郎ろう……」

「無能なのはあなたですよ。こんな簡かん単たんに捕まっちゃって」

　その言葉が何かの琴きん線せんに触れたか、クルリの顔が僅わずかに歪ゆがむ。いい気味だ、と思いながら顔を寄せていった。眼鏡めがねが当たりそうな距きよ離りで瞳ひとみを覗のぞき込む。

　困こまった。自分の奥底から湧わき上がってくる黒い衝しよう動どうが、止められない。

「そう、困りました。本音を言えばあなたじゃなくて、アビスを見つけたかったんですけど」

「じゃあ外れだ。自分で捜せよ」

　面おも白しろいことを言う。鼻と鼻を掠かすめさせて、さらに顔を近付ける。彼女の耳に息を吹きかけるようにして、その耳じ朶だに直じかに言葉を届かせた。

「あら。じゃあ、つまり──」

　囁ささやく。囁く。

　優やさしく優しく、囁いてあげる。

　その柔らかな耳に、ぺろりと舌を這はわせながら。

「小娘よ──では貴様はこう言っておるのかえ？　自分は何の益にもならぬ虜囚故、妾がその身を憂さ晴らしに使うたところで誰からも文句は出んと？」

「なっ……」

「おうおう、不運よなぁ。妾わらわはあの男さえ討うち果たせれば満ち足りたものを──間ま違ちごうて出で会おうてしもうたばかりに。無様に小便を漏らしても良いぞ、良いぞ、ああ良いぞ。じゃが、せめて豚のような悲鳴をあげて妾を愉たのしませいな？」

　ゆっくりとゆっくりと顔を持ち上げ、再び哀れな娘と哀れな視し線せんを味わい、

　そして、くすりと笑いながら、

「──ビビりすぎです！」

　彼女の額ひたいに、渾こん身しんの頭ず突つきを叩たたき込んだ。その手からナイフが零こぼれ落ち、彼女自身の身体からだもぐったりと崩れ落ちる。脳のう震しん盪とうでも起こしたか。

「はっ。今わたし、オトメにあるまじき攻こう撃げき方ほう法ほうをしちゃいましたね？　いけないいけない」

　自戒に数すう瞬しゆんを使ってから、ずるずるとクルリの身体を背中に担かつぐ。それから、酔い潰つぶれた友とも達だちを介抱してるんですよ困こまりましたねー、という顔を作ってこのはは家路を辿たどり始めた。

　それにしても、と思う。それにしても、なぜこの子はあんなところでダメなサラリーマンの真ま似ね事ごとのようなことをしていたのだろう……？
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　呪のろわれた壺つぼ。蠱こ毒どくの壺。術じゆつ法ほう・藍あい蠱こ。

　そう名乗った女を連れて、一同は海うみ沿ぞいの倉庫に向かった。彼女の力を見るために。「場所を覚えていてよかったわ」と母ぼ君くんが呟つぶやいたが、クルリにはよくわからなかった。

「用意が必要らしい」と父ふ君くんがどこかに立ち去り、そして数十分後、似合わないものを抱えて帰ってきた。

　犬だった。ノーリッチ・テリア。アメリカン・コッカー・スパニエル。スキッパーキ。

「急に探してこれだけ見つけられれば上じよう出で来きだろう」

「えーと……何に使うんですか？」

　彼女から聞いたことだが、と前置きして、事情を説明してくれる。

　蠱毒とは壺の中に何匹かの動物や虫を入れて閉じ込め、食い合わせ──生き残った一匹を使つかい魔まのようにし、それを媒ばい介かいにして呪いをかける古来の術だという。藁わら人にん形ぎように釘くぎを打つのと同じ、人が人を呪う方法の一種だ。

　それらの方法で、本当に人を呪えていたかどうかは定かではない。だが医術も科学も未発達な時代、たとえ伝でん染せん病びようか何かで苦しんでいる人間に対しても「俺おれが放った呪いのせいだ」と言ってしまえば相手にそれを否ひ定ていする材料はないのだ。術者が信じ、呪われた人間が信じ、そして周囲が信じればその呪いは真実になる。そうして存そん在ざいも定かではない呪いに苦しんだ人間が、死んだ人間が、遺のこされた人間が、真の《呪い》を発し──本当に、その壺は呪われた。嚙かみつかせたり食べさせたり家に棲すみつかせたりすれば、確かく実じつに人を害することのできる蠱毒を作り出せるようになった。

「人間の想像力というのは驚きよう異いだな。ありもしない呪いから真実の呪いを生んでしまうのだから。ともあれ彼女が壺の姿に戻れば、そういう本来の方法でも蠱毒を生み出せるそうだが──呪われたことで、人の姿でも蠱毒を作れるようになったそうだ。しかもより多量に、物質的な力を持った、まさしく使い魔のような存在として」

「どうやって、ですか？」

　彼の返答は端的だった。

　──ある状況下において、彼女自身が生き物を殺す。

「そうして殺した生物の全すべてが、彼女自身が支し配はいできる蠱毒になるらしいな。今も何体かは保ほ持じしているようだが、数は多ければ多いほどいい。デモンストレーションも兼ねて、今から蠱毒を増やす作業をやってもらうことにしたわけだ」

　そしてクルリは、彼が小こ脇わきに抱えた犬の利用方法を理り解かいする。

　──ずくん。

　何かが疼うずいた。心の奥底、探そうとしても見つけられないほどの、無む意い識しきの奈な落らくの底で。

　その感覚を確たしかめる暇もなく、彼の言葉に意識を引き戻される。

「さて、始めよう。お前も見るかね？」

「……はい」

　ずくん、と、また何かが疼いた。だが意識的に忘れることにした。

　どうでもいい。どうでもいい。彼と一いつ緒しよにいられれば。彼の後ろにいられれば。彼に、何メートルでも何センチでもいい、近い場所にいられれば。

　彼と一緒に、閉へい塞そくした倉庫の中に、まるで閉じた壺つぼのような倉庫の中に入って。

　そして。

　そして──




　ぷちゅっ。




「っ……は、はぁっ……」

　気付けば倉庫の外に立っていた。鼻の奥に血の臭においが残っている。塊のようにこびりついている気がする。吐き気がひどい。なぜだろう。ずくん。疼き。二に階かい堂どうユタカ。誰だれそれ？　自分に姉はいたが兄弟はいない。そして姉は崖がけから飛んでいった。父と母と一緒に。叔お父じの名前か。そうかもしれない。覚えたくもないことだったのに、頭には入っているものだ。

「人を殺したことがあっても、動物は辛つらいか？」

「あ……いえ、その……」

「そういうこともあるだろうな。脆ぜい弱じやくなものこそを人は慈いつくしむのかもしれん」

　苦笑しつつ背後に立っていた彼の姿すがたに、情けなく恥ずかしい気分になる。吐き気を唾つばと共に無む理り矢や理り吞のみ込み、背せ筋すじを伸ばす。

「大丈夫です。すみません」

「ならばいいが。なんにせよ首尾は、聖なるかな、だ」

「あの女の能力に納なつ得とくされたということですか」

「戦力としては上々だ。これで計算ができる」

「では、これから箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブを？」

　彼は首を横に振った。

「教えただろう？　力ずくで行く場合、ことはそう単たん純じゆんではない。計算ができる、と言ったのはその後のことだ。つまるところ──アリスは研究室長国と戦争をする決意を固めた」

　戦争。この日本では最も縁えん遠どおい言葉。

「だからまずは、そのために足固めをしておく必要がある。世界に散った他ほかの家族会員フアミリーをそれぞれ動かし──そして我われ々われの明日あしたの予定は、これだ」

　彼がスーツのポケットから紙切れを取り出した。漫然と受け取る。安っぽい紙に、文章と地図らしきものが印刷されていた。

「体育祭……？」

「先せん刻こく拾った。アリスが興きよう味みを見せたし、おあつらえ向きに藍あい子この求める条件に一致しているようだ──来きたるべきときのために、そこで一気に蠱毒の補給をしておくということになった。はは、アリスの発想にはいつも驚おどろかされる」

　それは一体──どういう意味──？

　チラシの内容をぼんやりと見つめていたとき、彼の手がぽんと肩に乗った。温かい手。それだけで全身が火ほ照てってくる。何も考えられなくなった。

「クルリよ。間もなく家族会フアミリーズの状じよう況きようは一変するだろう。俺おれは変わらんし、アリスも変わらんが──おそらく家族会員フアミリーは変わる。その中で、俺はお前が次代の家族会員フアミリーを担になう存そん在ざいになると思っている。期待しているぞ」

「は……はいっ！」

　嬉うれしい言葉だった。これさえあれば何も要いらないと、また思った。けれど、




　そのとき、倉庫の中から楯たて岡おか藍子が姿を見せる。




　ひどく虚うつろな表情だった。全身を弛し緩かんさせて立っていた。

　その両手は、真まっ赤かな血に塗まみれていた。

「……やった。やっちゃった。やらないとだめだから。そうしないと、してもらえないから。だから、だから、だから、だから、だから、だから、だから、だから……」

　壊こわれた楽器のように、ぷるぷると震ふるえながら、彼女は音おん程ていのない言葉を細々と発する。きっと、本当に壊れているのだ。自分の願ねがいに、壊されてしまったのだ。

「おお。とりあえず明日あしたまで休んでくれていいのだが」

　彼の言葉で、虚ろな呟つぶやきを発し続けていた彼女の顔がゆっくりと上がる。

「明日……も、する、の？」

「そうしてもらわねば困こまる。なに、すぐに全すべての片はつくだろう」

「全部、終わ、終わったら、ほんとに、ほんとに……」

　彼はひどく優やさしい笑えみを浮かべて、彼女に近寄った。クルリの肩から手を離はなして。

「ああ、全てが終わったら、お前の望みは叶かなえられるだろう。間違いなく」

「……」

　そして、彼は。

　本当の親子のように、彼女の頭を、慈いつくしむようにして撫なでた。

　血塗れの手をぶらぶらさせる、今まさに何かの命を奪った女の、頭を。

　──ずくん。

　吐はき気けが復ふつ活かつする。さっきの数倍の存そん在ざい感かん。気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪いッ──

　クルリは走り出した。彼にみっともないところを見せたくない、ただその一心で。

　どこをどう走ったのか。人ひと気けがない路地に入ったところで、限げん度どを超えた。

　嘔おう吐とする。ずくんずくんと疼うずく何かを感じながら嘔吐する。血。ユタカ。知らない名前。

　そのときだった。人の気配けはいを感じて、はっと振り向くと──

　眼がん前ぜんには、無言のまま迫り来る、眼鏡めがねをかけた殺意の塊かたまりの姿すがただけがあった。
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　夜や知ち家けの一室──普段ふだん使っていない空き部べ屋やに一同は集まっていた。既に日は落ちており、久ひさしぶりに命を吹き込まれた蛍光灯が空虚な畳たたみ敷じきの部屋を控えめに照らし出している。

「ここをこうしてこう。で……こう、こう、こうっと」

「ううむ。クロエよ、どこでそんなスキルを覚えたのだ。私もそういう生なり業わいの奴やつを見たことがないわけではないが、それと比ひ較かくしても遜そん色しよくない縛しばりっぷりだぞ」

　捕らえた女を楽しそうに、しかもやたら複ふく雑ざつな縛り方で柱に拘こう束そくしている黒くろ絵えに言うと、彼女はロープ代わりの電気コードをひょいひょい操あやつる手を止めないまま振り返った。

「乙女おとめのたしなみ。古来、嫁入り前の娘は良りよう妻さい賢けん母ぼとなるために必要な五つの技ぎ術じゆつを習得せねばならなかったんよ。それが即すなわち、炊すい事じ、洗せん濯たく、掃そう除じ、裁さい縫ほう、そして──縄なわ」

「最後の意味がわからん！」

「あの……これって誘拐とか監かん禁きんとかっていう犯はん罪ざいじゃなかろーかと思ったりするんだけど」

　春はる亮あきはその光景を見つつ、眉み間けんを押さえて溜ため息いきをついていた。

「この女はそんな世界では生きておらん。気にするな」

「ええと、その……春亮くんの記き憶おくを取り戻すためなんです。わたしだってこんなことしたくないですが、ちょっとだけ見て見ぬふりしてくれると助かるっていうか……」

　もじもじと指先を擦こすり合せながら、ウシチチ女が言う。かわいこぶりおって。

「何が『わたしだってこんなことしたくない』だ。この女を連れて帰ってきたときのお前、まるで山で大物イノシシを捕まえたようなツラをしておったではないか。そのまま涎よだれを垂たらしてかぶりつくのではないかと心配でたまらんかった」

「どんな野性児ですかわたし!?」

　そんなことを話していたとき、「う……」と軽く呻うめきながらクルリが目を覚ました。

　刹せつ那なに周囲の状じよう況きように気付き、動こうとする──が、柱に縛りつけられているから当然無理だ。コードは座すわり込んだ姿し勢せいの彼女を後ろ手でがっちりと柱に拘束し、さらにはその全身を複雑に搦からめ捕とるようにして動きを封じている。足はわりと自由になっているが、とても立ち上がることはできないだろう。ひとしきりもがいたり暴あばれたり大おお股また開びらきで蹴けりを出してきたりしてしばらく、ようやく彼女はあの荒すさんだ瞳ひとみでこちらを睨にらんでくるだけになる。

「気が済すんだか？」

「くそったれだ、無む能のう野や郎ろう……」

「元気そうでなによりだ。今回は凶きよう暴ぼうなウシチチ女の招まねきに従ってくれてとてもありがたいと思う。まぁゆっくりしていけ」

「凶暴ってあなた……いや、まぁ、今はちょっと否ひ定ていしにくい気分。と、ともかく……おほん！　これは預あずかってますから。逃げようとしても無む駄だです」

　咳せき払ばらいをしつつ、このはが十字架型のペンダント──クルリの仕込みナイフを持ち上げて揺らす。クルリは悔くやしそうに舌打ちした。

「──さて、聞きたいことは一つだ。アビスはどこにいる？」

「答えるとでも思うかよ？」

「答えないという選せん択たく肢しがあるとでも思うか？」

　フィアは決意の唾つばをさりげなく吞のみ込んだ。そしてポケットからルービックキューブを取り出し、それを巨大な鉈なたに変形させる。その刃やいばを彼女の頰ほおに当てつつ、唇を曲げた。

「はは──これは私だ。この状況はとても私だ。さあ、私をしようか？」

「っ……」

「これで私は少しずつ少しずつお前を削り取る。まずは爪つま先さきを削り、次に指先を落とし、順番に一ミリずつお前を短くしていく。肘ひじ辺あたりで飽きそうだ。次はきっと耳を何十回かに分けて削そぎ落とす。耳は小さいのですぐ終わるな。短くするのに飽きたら次は伸しん長ちよう台だいに載せてお前を全体的に引き伸ばすことにしよう。ああそうだ、昨日きのうお前を凌りよう辱じよくしそこねた《ユダの揺籃"Juda's Cradle"》を使ってみるのもいい。あれは凄すごいぞ。股こ間かんから広がって死んでいく人間というのをお前は見たことがあるか？　ないだろうな。喜べ、それを自身の身体からだで──」

「駄だ目めだ」

　僅わずかに、フィアは驚おどろいた。肩に乗った手の持ち主は、春はる亮あき。

　その瞳には小さな怯おびえと困こん惑わくが満ちていたが、その奥には確たしかに、フィアにとっては懐なつかしさを覚える何かの光があった。

　彼は首を横に振りながら、言葉を探すようにして言う。

「駄目だ……なんて言ったらいいか、わかんないけど。絶ぜつ対たいに、そんなことをしちゃ駄目だ……させちゃ駄目なんだって、そんな気がする。だから、止やめてくれ。詳しいことは何もわかんないけど、俺おれのためなのかもしれんけど、とにかく止めてくれ」

　ああ、とフィアは当然の事実を胸むねに落とし込む。こいつは、春亮だ。自分が立方体であることを忘れていても、その立方体の正体を忘れていても──間違いなく、春亮だ。

「……噓うそだ。本気ではない」

　視し線せんを逸そらしながら鉈なたをルービックキューブに戻すと、春はる亮あきがほっとしたように息を吐はく。無む論ろん、本当に脅しをかけてみただけだった。実じつ際さいにやる気などない──今のところは。

　その様よう子すを見て、虚きよ勢せいか本気か、クルリが不ふ敵てきに唇を曲げた。

「はっ……なんだよ、やんねーのか。つまんねー」

「さて困こまった。うちらはどうしても、そのアビスとやらに会わんとならんのじゃけど。どうやって聞き出したらいいんかな」

　その通りだ、とフィアは眉まゆを寄よせる。人の心を読む能力など、この場の誰だれも持ち合わせてはいない。どう聞き出せばいい──ああ、もし。考えて考えて、それでも本当に、あの男の居い場ば所しよを聞き出すためには、春亮の記き憶おくを取り戻すためには、自分が自分を示すより他ほかに手がないのだとしたら──最終的には、自分はどちらを──

「……聞き出せないのなら、無理して聞き出さなくてもいいんじゃないですかね」

　そのとき、誰だれにとっても予想外なことをこのはが呟つぶやいた。クルリにすらも。

「ウシチチ、貴き様さま！　春亮がこのままでもいいとっ！」

「そんなことは言ってませんよ。聞かなくてもわかるんじゃないか、ってことを言ってるんです。さっきこの人の身しん体たい検けん査さをしたとき、面おも白しろいものを見つけましてね？」

　がさがさとこのはが広げたのは一枚の紙だった。それはフィアにも、呪のろいの道具以外のことは覚えている春亮にも見覚えがあるもの。

「体育祭のチラシ……？　それがどうしたってんだ？」

「この人、なんでこんなものを持ってたんでしょうねぇ。ま、ぶっちゃけ聞きますと」

　瞬しゆん間かん、ばん！　とこのはがその紙を畳たたみに叩たたきつけ、まさにその喉のど笛ぶえを嚙かみ切らんとするかのようにクルリに身を近付けた。何か嫌いやな思い出でもあるのか、一瞬だけクルリの目が揺れ──

「明日、体育祭にアビス達が来るんでしょう？」

　クルリは答えなかった。ただ唇を嚙み、視線を逸らしただけ。だがこのはにとってはそれで充分だった。ゆっくりとその身を引き戻しつつ、

「……正せい解かいのようです。来るみたいですよ」

「なっ……なんで、お前っ……!?」

「はい、その反はん応のうでさらに確かく信しんできました、どうもありがとうございます。材料は、このチラシの存そん在ざいと、あの人達たちがフィアさんの拉ら致ちをまだ諦あきらめていない可能性、あと勘。料理法は簡かん単たんなカマかけと気合と洞察力──以上、正解のできあがりです」

　底意地の悪いウシチチらしい手だ、と思いつつ、フィアはクルリを見下ろす。

「何のためだ？」

「……」

「さすがにそこまでは教えてくれませんか。けれどあの男と出会える機き会かいを得たというだけで、わたし達にとってはかなりの進歩です」

「どうするつもりだ」

「待ち受けて、迎むかえ撃うつ──しかないでしょう。危き険けんなのは確たしかですが、それ以外に手がありません」

　そうだ。今は何よりも、アビスと決着をつけることを最さい優ゆう先せんに考えねば。

「アビスがまた春はる亮あきにちょっかいを出してくると危険だ。春亮はこの家に残しておくか？」

「そっちのほうが危険っぽい気がするよ。裏うらをかかれたら困こまるじゃろ……何をしてくるかがわからんのなら、やっぱり皆が同じ場所におったほうがいいと思う」

「そうですね……生徒さん達に迷めい惑わくをかけずに迎え撃つには、理事長さん達に何か力を借りなくてはならないかもしれませんが。後で電話しておきましょう。春亮くん、それでいいですか」

　このはが問うと、

「よくわからんけど……皆で体育祭に出るってんなら、それでいいんじゃないか。俺おれだって休みたくないし、それに」

「それに？」

　春亮はそこでふと小首を傾かしげた。それから一同の顔を順じゆん繰ぐりに眺め回し、自信なさげに、

「いや、なんだか……誰だれかが、すげぇ体育祭楽しみにしてた気がするんだ。悪い、誰だったかは思い出せんけど。なんか頑がん張ばって、一いつ生しよう懸けん命めい何かをやって、それで……気のせいかな？」

　それはフィアにとって、とても嬉うれしい言葉だった。

　そして、とても寂しい──言葉だった。

「き、気のせいでもなんでもよいわ……体育祭に出るというのは決定したようだからな」

「あとさ、一つ聞いていいか？　この人どうすんの？　明日あしたとか」

　春亮が指差す先にいるのは、無む論ろんクルリだ。あ、と一同が顔を見合わせる。

「解放するわけにはいかんだろう。少なくとも、春亮の記き憶おくを取り戻すまでは」

「同感です。ええと……あ、黒くろ絵えさんが見張りとして残るってのはどうですか？」

「えー。何が起こるかわからんからみんな一いつ緒しよに、って言ったばかりじゃろ。こないだ助けられた借りを返したいし……それに、うちには青く瑞みず々みずしい肢体に大粒の汗を流して頑張る体たい操そう服ふく姿すがたのふぃっちーを舐なめ回すような視し線せんで応おう援えんするという使命が」

「妙な表ひよう現げんをするな！」

「とにかく。向こうには、この子をうちらが拉ら致ちしとるというのはわかっとらんはずよね。このうちの妙みよう技ぎ《拘こう束そく術じゆつその七・亀きつ甲こう大だい王おうは二度死ぬ》は一人ひとりでは絶ぜつ対たい解とけんから、一人で置いていっても大丈夫なんじゃなかろうか。一日程度なら放っといても死にはせんじゃろうし……あ、思い出した、ちょっと用意せんと。ハル、手伝てつだって」

「お、おう」

　不意に何かを思い出したらしき黒絵と春亮が部へ屋やを出ていく。残されたフィアとこのはが怪け訝げんに顔を見合わせたとき、フィアはまだクルリに聞くべきことが残っているのを思い出した。

「おい。お前、ポケットが一杯ついた服を着ている女を知っているか。家族会フアミリーズが何かしたわけではなかろうな」

「あ──まだ藍あい子こさん、帰ってきてないんですか？」

　このはが言ったときだった。急にクルリの肩が震ふるえ始める。笑っているのだ。

「っく……ははは。帰ってくる、だって？　無む能のう臭くせぇ。帰ってくるわけねぇだろ」

「何を知っている？　答えろ！」

　クルリはようやく反はん撃げきの機き会かいを得たとばかりに、あからさまな侮ぶ蔑べつの表情を浮かべてその顔を上げた。

「これは別にいいよ、教えてやるよ──あいつは家族会に入った。自主的に、あいつのほうから来たんだ。今は父ふ君くん達たちと一いつ緒しよにいる」

「う──噓うそをつくな！」

「つくんならもっとマシな噓をつくけどな。実に協力的だったね。テメェ達をぶっ殺すための準じゆん備びをノリノリで進めてたさ」

　こちらの驚おどろく顔が楽しくて仕方がないというように、クルリはさらに藍子について語る──その正体。呪のろわれた、呪いのための蠱こ毒どくの壺つぼ。蠱毒の作り方。

「なん、だと……？」

「なぜ彼女は家族会フアミリーズに協力することにしたんですか。そして、蠱毒を作るために必要な条件とは何ですか？」

「おっと、ちょっと喋しやべりすぎたか。知りたかったらこれを解ほどきな」

　解くわけがない。さすがに、その情報と捕ほ虜りよの解放では釣り合いが取れないだろう。解く気配けはいがないのを悟ったのか、クルリがちっと舌打ちする。

「……ウシチチよ。よくわからんが、嫌いやな予感がするぞ」

「奇遇ですね、わたしもです。いろいろ想像はできますが……藍子さん……」

　フィアは思い出していた。おどおどした仕し草ぐさ。襟えりを立てて隠れる様さま。ふ[image: ]、と困こまったように発せられる声。ぽわ、と嬉うれしそうに発せられる声。ダンスを褒ほめてくれた。体育祭を見に行きたいと言っていた。一緒にサンドイッチを食べた。一日だけとはいえ、彼女は、間違いなく──家族だった。

　それでも、とフィアは奥歯を嚙かみ締しめる。そう、それでも──それでも──

「……敵てきとして現あらわれるのなら。迎むかえ撃うつまでだ」

「はい」

　淀よどみなく呟つぶやいたこのはの横顔を、フィアはさりげなく眺める。こいつはどう思っているのだろうか。どこまで決意しているのだろうか。そして自分は、どこまで──

　そのとき、とてとてと足音。黒くろ絵えと春はる亮あきが帰ってきたのだ。障しよう子じの開く音に振り返ると、そこにはお盆を持った春亮と黒絵がいる。盆に載っているのは、ほかほかと湯気を立てる──

「……おにぎり？」

「そう。ハルが握ったこの美しい正三角形のフォルム、磯いその香りが素す晴ばらしい味付け海の苔り、そしてアツアツの炊たきたて米。で、食欲をそそるコレをじゃね……」

　と、黒くろ絵えがひょいとおにぎりをお盆から取り上げ、クルリの前へ。そしてちょこんとその前に座すわり込み、

「もむもむもむもむ」

「……何やってんだクソガキ」

　クルリの視し線せんを平然と受け流しつつ、黒絵は殊こと更さらにゆっくりとおにぎりの咀そ嚼しやくを続ける。三角形の半分ほどを齧かじり取ると、それをクルリに見せびらかすように前に突き出しながら、

「わー、チョー美お味いしい。塩しお加か減げんがバッチリでこれはもう見てるだけでヨダレが垂たれ気ぎ味み」

「……おいクロエ。何のつもりだ？」

　いつもの無表情とぼんやり眼まなこがちらりとフィアのほうを向き、

「ふふふ、前からやってみたかったんよ。捕ほ虜りよの前で絶ぜつ対たい的てきな優ゆう越えつ性せいを感じられるこのシチュエーション……たまらない」

　なんという底意地の悪さだ。気持ちはわからないでもないが。

「そんな無む能のう臭くせぇモン、頼たのまれても食うか！　死ね！」

　顔を真まっ赤かにしてクルリがまた暴あばれ始め、「うう、誘拐、監かん禁きん、プラス虐ぎやく待たいか……？」と春はる亮あきが嘆たん息そくして額ひたいを押さえる。このはも同じように息を吐はいていたが、やがて、

「黒絵さん！」

「なに、このさん」

　ぎん、と目を鋭するどくして、このはが続ける。

「……食べかけのおにぎりを落として『這はいつくばって食いな』もいいんじゃないですかね」

「おー。その手が」

「おー、じゃねえよ！　メシくらい普通に食わせてやろうぜ!?」

「冗じよう談だんですよ」

「そうそう、冗談。ハルの作ったおにぎりを無む駄だにするなんて勿もつ体たいないし。今のもちょっとしたおふざけ、元々普通に食べさせるつもりで用意したんよ……ということで。はい、あーん」

「ブッ殺すぞテメェ！　いらねぇっつってんだろ、どうしても食わせてぇなら腕うで解ほどけ！」

「それは面おも白しろくな……もとい、危き険けんなのでダメ。じゃから、あーん」

「今、面白くねぇって言おうとしたな!?　ふざけんな！」

　ひょっとしたら、黒絵は黒絵なりに家族会フアミリーズに憤ふん懣まんが募っていて──自分達たちが彼女に怒ど鳴なるように、黒絵はこんな嫌いやがらせのような方法でその怒りを表しているのかもしれない。そうフィアは思った。

　無む論ろん、ただいつものように楽しんでいるだけという可能性もかなり高そうではあったが。
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　ホテルの部へ屋やは二つ取られていた。その一つに藍あい子こは案内される。

「お前はここで寝るといい」

　それなりに広く、それなりに豪華な一室。漫然と首を回して室内の様よう子すを眺めていると、ふと、部屋の隅に小さな荷物があるのに気付いた。

「ああ、ここはもともとクルリが使っていた部屋だ。あいつは身軽に飛び回るからな。落とすかもしれない、とアリスが鍵かぎを預あずかっていて丁度良かった」

　その言葉に思い出す。小さく首を捻ひねり、

「あの……やっぱり、捜しに、行かなくても……？」

「時間の余よ裕ゆうがあればそうするのだが。今は明日あしたのために休むのが正せい解かいだ……何かがあったという確かく証しようもないし、ふらりと帰ってくるかもしれん。敵てきと何かあったのだとしても、死んでいないのならあれ一人ひとりでなんとかするだろう。なんとかできなくとも我われ々われを恨みはすまい。家族なのだからな」

「家族、だから……」

　だから、いい、のだろうか。ぼんやりと、藍子は疑問に思う。クルリを捜しに行かないことだけではない。もう一人の人間に自分がしていることも。

「恨まないの、かな……私を所有したなら、あの人は、呪のろわれるのに」

「アリスのことかね。当然だろう、彼女はお前にも等しく愛を向ける」

　言いながら、アビスはその背中を壁かべに預あずけた。帽子を一ひと撫なでして、

「いい機き会かいだから聞いておこう。お前は人間が嫌いか？」

「……わからない」

「ではどう思っている？」

「……わからない」

「ふむ。どう思うべきかもわからない、という感じだな。では教えてやろう」

　興きよう味みがあった。藍子は完全に身を捻り、入口近くのアビスに向き直る。

「憐あわれんでやればいいのだ」

「……え？」

「人間は無力で、ちっぽけで、実に憐れな存そん在ざいだ。だからこそ超越した我々はそれを愛いとおしく思う。ならば人間は、その愛をただ純じゆん粋すいに甘受し、同じように我々を愛すればいいだけだと思うのだが──悲しいかな、それが正道だということに気付いているのはアリスとビブオーリオ家族会フアミリーズの人間だけだ」

　よくわからなかった。けれど、こちらもいい機会だから聞いておこうと思った。

「あの人とは、どういう……？」

「俺おれの呪のろいは人の願ねがいを叶かなえる。彼女は前の持ち主の願いのせいで苦しんでいた。その彼女の思いが俺をさらに超越させたのだ。そして……間抜けな話だが、動けるようになって身じろぎした拍子に、前の持ち主を押おし潰つぶしてしまってな。ああ、動けるようになった、というのは、そこで初めて人化する資し格かくを得た、ということだ。その意味で言えば俺はお前よりも若いモノなのだろう。お前に先せん輩ぱい風かぜを吹かせて何かを教えるのも変な気がするが、気になるかね？」

　自分達たちに年ねん齢れいなど意味がない。藍あい子こが首を横に振ると、アビスは唇を曲げ、

「それは聖なるかな。ともあれ、そこで彼女は気付いてくれたのだ。俺は神のように、神よりも公平に、ひとの願いをただ叶えるだけの超越者だと。だから恨みもせず、それから彼女は俺を愛してくれるようになった。家族のような愛を受けたのなら、家族のように愛を返すべきだろう？　故ゆえに俺も彼女を愛している。子供のころの彼女も可愛かわいかったが、今も聖母のように美しい──おっと、これはただの惚気のろけだな。話が逸それた」

　鬚ひげを撫なでて、続ける。

「つまり、言ってしまえば単たん純じゆんなことだ。俺は人に愛されている。憐あわれでちっぽけな人間という存在が、その存在の全すべてを捧ささげて愛してくれるのだ。実に健けな気げだ。だから俺はそれを愛いとおしく思い、自分の力を彼女の願いのために惜しみなく使う。ただそれだけなのだよ」

「……」

「彼女はお前も愛している。だからお前も同じように、その力を彼女に捧げてくれると嬉うれしいのだがね。すると彼女は喜び、彼女が喜んだことで俺も喜び、そして」

「……それは、家族のように、私があなたを間接的に愛したことになる。だからあなたも、私に愛を返して──つまり、私の願いを、叶えてくれる……」

「そういうことだ。我われ々われの関係性がわかったか？」

「うん……」

　アビスが満足げに頷うなずき、それに藍子も頷きを返す。わかった。わかっていた。

　そのために、願いを叶えてもらうために、自分は今ここにいるのだ。

　彼らを裏うら切ぎって。

「では、今日きようはもう休むといい。よい夢を」

　気き障ぎな仕し草ぐさで手を振って、アビスは部へ屋やを出て行った。藍子は一人ひとり部屋に立ち尽くし、その言葉を反はん芻すうする。よい夢を。

　──今日は寝ないようにしよう、と思った。

　明日あした、いつも夢に見ている以上のことを現げん実じつにやろうとしているというのに。

　悪夢を見ないはずがない。
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　寝つけなかった。身体からだが空腹を訴えてきてもいたので、フィアは静かに布団ふとんを出て台所に向かった。その途中でふとクルリを拘こう束そくしている部へ屋やを覗のぞいてみたが、中からは規き則そく正ただしい寝息が聞こえてくるだけだ。あの体たい勢せいで眠れるとは、なかなか神しん経けいは図ず太ぶといらしい。

　そして台所に入ったとき。

　フィアは、光る刃物を手にしてそこに立つ人ひと影かげを──見つけた。




「な……は、春はる亮あきか。驚おどろかせるな」

「うん？　ああ、ごめん。そりゃびっくりするよな」

　自分で考えてもこりゃ変だ。そんなことを思いながら、春亮は流しの包丁立てに包丁を戻す。銀髪の少女は、小さな窓まどから射さし込む月光にその髪を鈍にぶく輝かがやかせて立っていた。ああ──見覚えがあるような──ないような──どこか神秘的な、闇やみの中に在ある銀ぎん色いろ。何もかもがはっきりしないことに、自分でも苛いら立だつ。

　少女はひどく真剣な目をしていた。

「……何をしていた？」

「いや、別に変なことしようと思ってたわけじゃねぇよ。ただ、眠れなくて、さ。それで」

「それで？」

　言葉を探した。この胸きよう中ちゆうにある不安と焦しよう燥そうと寂せき寥りよう感かんを、どう伝えればいいのだろう。それがあるから、ここに来ていた。何かがあるような気がした、この台所に。

「さっき、夕飯作ったろ。あんとき、なんか、懐なつかしかったんだ。ああ、俺おれはきっと毎日、こんなことしてたんだろうなって──そう思ったよ。分量も迷まよわなかったし、全員に好こう評ひようそうな味付けもふっと頭に出てきたし、皆でごはん食べてたら……なんか、ほっとした」

「……」

「だから、さ。まぁいろいろあって、そういう──何かを思い出せそうなヒントみたいなやつは見逃さないようにしよう、って思ってたんだ。で、眠れなくてボーっとしてるだけなのもアレだし、ここに来て包丁でも握ればまた何か思い出すかもって思ったんだけど」

「ど、どうだったのだ？」

　身を乗り出して聞いてくる。真しん摯しな瞳ひとみに、罪ざい悪あく感かんが溢あふれ出した。

「……ごめん」

「そ、そうか」

　見てわかるほどに、その肩が落ちて意気消沈する。だがそれを悟らせまいとするかのように、彼女は不自然に胸むねを張はって歩き始めた。なんて下へ手たな、演えん技ぎだろう。

　銀髪を垂たらしてしゃがみ込み、少女はがさごそと戸棚の中をまさぐり始める。

　聞いてしまった。

　聞くべきではないと──頭のどこかで、警けい鐘しようが鳴っていたのに。

「何探してんだ？　手伝おうか？」

　反はん応のうは劇げき的てきだった。少女は戸棚を探る手を止め、ばっと振り返ってきた。愕がく然ぜんとした──見ているこちらの胸が痛くなるほどの、痛つう切せつな表情。

「忘れてしまったのか？」

　声は、ひどくか細い。答えが返ってくるのを恐れている。そして答えを既に知ってしまっているから、既にその恐れは彼女の中にある。華きや奢しやな彼女の身を喰くらい尽つくしている。

「私が何を好きなのかも？　私が毎日食べているものを？　私が初めてここに来て食べたものを？　お前が仲直りにくれたものを？　やっぱり、忘れてしまって、いるのか……？」

　自分の一言が魔ま法ほうを解といてしまったかのようだった。今まで平然と、この《彼女達たちとの思い出を忘れた夜や知ち春はる亮あき》と接せつしていた彼女は──きっと、何かのフィルターを意い識しき的てきに身に纏まとっていた。心のどこかを鈍どん感かんにして、何かを認識する力を弱じやく視しにして、何かを感じる力を麻ま痺ひさせていた。それが、今、この台所で解けて。

　失ったものを、剝むき出だしに、見ている。

「……ごめん、な」

　どん、と音がする。彼女がふらつくように後ずさりして、背中を冷れい蔵ぞう庫こにぶつけていた。俯うつむいた顔は銀髪で隠され、表情を窺うかがい知ることはできない。

「何もかも──何もかも──私が勝手に学校に行ったときのことも、あの腕のでかい女が来たときのことも、私が海で眠ろうとしたときのことも、私を背せ負おって帰ったときのことも、私がちゃんと学校に行き始めたときのことも、サヴェレンティやシラホと出会ったときのことも、クロエが帰ってきたときのことも、美容室を開く手伝てつだいをしたときのことも──何もかも、忘れてしまったのか!?」

　ああ、何かが浮かんでは消えていく。体たい験けんしたはずの未知の数々。消えるなよ。消えないでくれ。そうしたら、この子がこうやって叫ばなくてもよくなるんだ。春はる亮あきは拳こぶしを握にぎり締しめた。思い出せないことよりも何よりも、眼がん前ぜんの少女の悲ひ痛つうな声が耐えられなかった。

「最近のことならどうだ!?　ダンスの練習を見ていたことは？　一いつ緒しよに焼き芋いもを食べたことは？　藍あい子この腕で犬が小便を漏らしたときのことは？　あいつの服を脱がせようと揉もめていたことは？　そ、そうだ、確たしか──」

　と、彼女は背後の冷蔵庫の扉を開けた。そこから一本の缶ジュースを取り出し、こちらに見せつけてくる。どぎつい色をした、色物であることは間違いないジュース。

「お前が買ったのだ。私のために、買ってくれたのだ！　アビスに記き憶おくを消される直前、ほんの直前、あの、ピクニックのときにっ……！」

「……ごめんな。覚えて、ない」

　自分の声も、震ふるえていたかもしれない。彼女以上に。

　彼女はその声に、ぴたりと動きを止めた。っ、と何かを吞のみ込むような音を喉のどで作ってから、乱らん暴ぼうな手つきで缶ジュースのプルタブを開け、一気にそれを呷あおり始める。そして空になった缶を無気力に足下に落とすと、

「不ま味ずい……不味い！　不味くてたまらん！　ああ、本当に──！」

　こちらの胸むな板いたに、頭ず突つきをかましてきた。とても近くで、銀髪が揺れている。その距きよ離りから離はなれることなく、温度を離すことなく、ぽつりと、声。

「……涙が出てくるほど、不味い……」

「悪かった、よ」

「許ゆるさん。こんなものを、買ってきおって……あほーだ。お前は、あほーだ……」

　次にボディブローをしてきた。ぽすぽすと、とても弱く、とても痛い拳こぶしが、脇わき腹ばらに何度も当たってくる。その額ひたいは相変わらず、自分の胸板にこつこつと打ちつけられている。長い髪の、柔らかい感触。知っている、はずだ──これも、きっと。

　でなければ、こんな悲しい気持ちに、なるわけがない。

「あほー、だったのかな。俺おれ」

「そうだ。それ以上に、お前は、ハレンチ小僧だった……」

　彼女は、春はる亮あきの知らない春亮のことを、春亮以上に辛つらそうに語る。

　いきなり全裸を見られたとか。腕を刺されたとか。海に飛び込んだとか。恥ずかしい場所を弄いじったとか。ドジな子の身体からだをじろじろ見ていたとか。攫さらわれたとか──

「……俺って、そんなエロい奴やつだったっけ」

「ハレンチ小僧、だったのだ」

　こつん。ぽすっ。

　また、額と拳の攻こう撃げき。

「あと、なんか俺、苦労してばっかりだな。攫われたりとか」

「……そうだ。苦労をかけていたのだと、思う」

　攻こう撃げきのリズムに一いつ瞬しゆんの狂いがあって、けれどもまた、ぽすっ。

　そして続けられたのは、絞り出すような、苦く痛つうに耐えるような、ひどく痛いた々いたしい囁ささやき声。

「ひょっとしたら──お前には、今のままのほうが、いいのかもしれない。お前はお人ひと好よしすぎて、首を突つっ込みすぎる。呪のろいの道具のことなんか忘れて、私達の呪いを解とく手伝てつだいなんかすることも忘れて、非ひ日にち常じようのことなんか何もかも忘れて──ただ、料理とか好きなことをして平へい穏おんに暮くらしていたほうが、いいのかもしれない」

　嫌いやだ。

　理屈も何もなく、ただ反はん射しや的てきに、春亮の中からその言葉が浮かび上がった。
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　しかしそれを口に出すよりも早く、

「でも！」

「……っ！」

　どん、と今度は本当にちょっと痛い、脇わき腹ばらの拳こぶし。

「でも、私は──私は、嫌なのだ！　お前には、ずっと、私の味方でいてもらいたいのだ！　隣となりにいて、お節せつ介かいしてくれて、頑がん張ばったら頑張ったなって褒ほめてくれて──それが、いい……」

「……」

「ごめんな。これは、私のわがままだ。ごめんな、私、わがままで、ごめんなぁ……」

　いつしか、攻こう撃げきは止やんでいた。彼女の手は、春はる亮あきの服を摑つかんで止まっていた。離はなしたくないというように。離さないというように。けれども、控えめに──もし彼が望めば、すぐ、引ひき剝はがせるように。

　望まない。

　そんなことは、望まない。

　今のままなんて嫌いやだって──思っただろう、馬ば鹿か。届けよ。

「はは……さっきまで、ごめんって言いまくってたのは俺おれなのにな」

「……？」

　銀ぎん色いろと透明を光らせて、顔が上がる。苦笑して、春亮はその顔を見下ろした。

「わかるよ。ただ、これだけはわかるよ……俺おれは、忘れたままがいいなんて思ってない。取り戻したいよ。お前らと一いつ緒しよの、時間──恥ずかしい言葉で言えば、思い出、な」

「本当に……？」

「本当だってば」

　そして春はる亮あきは手を伸ばし、彼女の頭を撫なでる。

　とても柔らかい、温かい、手触りがいい。

　きっと、忘れたままが嫌いやな理由なんてのは──そう。

　この感触を味わった体たい験けんを一回でも忘れるのは勿もつ体たいないっていうような、

　そんな些さ細さいな理由でいいに、違いない。




　頭に春亮の手の感触を感じながら、フィアは先せん刻こくの自問を思い出していた。

　──どこまで決意している？

　解かいは決まった。今ここに至いたり、明めい確かくに、決まった。

　──どこまでもだ。

　ああ、同類よ、呪のろわれて生まれた同種よ。これはきっと、ひどく罪つみ深ぶかい。人間を殺してきた過か去こと同どう値ちかそれ以上に、罪深く、呪わしい。

　実のところ、今までは迷まよっていた。その罪を犯おかしていいのかどうか、惑っていた。けれど、今は理由がある。我わが儘ままが我儘ではないと知ったから。たとえ記き憶おくを失っているのだとしても、彼であることだけは確たしかな彼が言ったことを、信じたから。

　その理由があれば充分だ。

　だからもはや迷いなく、彼と共に在あるための、果てのない決意を揮ふるおう。

　赦ゆるされないかもしれない、同族殺しの罪すらも甘んじて受け止めよう。

　そう。

　自分は、明あ日す、教ナロ会区ウ・ナ《奈ロウ・落》アビスを。

　そして、敵てきとして立ち塞ふさがるなら、楯たて岡おか藍あい子こを。

　壊ころす。







　第四章 「あたたかくはありません」/ "In a sports day,the school that means her is sealed up"
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　月げつ曜よう日び──体育の日。世間一般では祝日だが、大たい秋しゆう高こう校こうの生徒達たちにとってはそうではない。待ちに待った体育祭の開催日だ。いつもの通学路には、普段ふだんよりも軽い鞄かばんを抱えて登校する生徒達の姿すがたが自分達以外にもちらほらと見えていた。

　フィアが不安げな面おも持もちで空を見上げ、

「うう、曇くもりだぞ、曇っておるぞ春はる亮あき！　どうする、雨が降ふってきたらどうする!?」

「天てん気き予よ報ほう、五十パーぐらいだったっけ……でも少々の雨ならやるって、安心しろ」

「少々ではなかったらどうするのだ！　ええい、お前達、遅いぞ！」

「お前が歩くの早すぎるんだよ！　早く着いても早く始まるわけじゃねぇんだから」

　いろいろあって大変な状じよう況きようらしいが、やはり体育祭は体育祭。そりゃ多少はテンションも上がるか……と春亮が溜ため息いきをついていると、隣となりを歩いていたこのはがくすりと笑った。寂しさと嬉うれしさが同居した、不ふ思し議ぎな微笑。

「ん、どうした？」

「いえ……なんて言ったらいいんでしょうかね。なんか今日きようの春亮くんは、昨日きのうとは違って普通に見えるっていうか……前の春亮くんっぽいっていうか……」

「まぁ、まだいろいろ混こん乱らんしてるんだけどさ。一日経たって開き直ったっていうか、自然にやるしかねえよな、っていう感じになってるよ。勿もち論ろんお前らのことは思い出したいし、そのためならなんでも手伝てつだうつもりなんだけど」

「春亮くんは普通にしててくれればいいですよ。そう……自然にやる、が正せい解かいかもですね。そう言えば、上うえ野のさんのことは覚えてますか？」

「え、いんちょーさん？　いんちょーさんがどうかした？」

　頭の中に何かしこりがある。けれど思い出せない。このはは小さく頭を振って、

「いえ……そうですね、きっとそのほうがいいです。話題にして彼女が喜ぶはずもありませんし、向こうのほうから敢あえて言ってくることもないでしょう。気にしないでください」

「そう言うなら気にしないけど……」

　そんなことを話しながら歩を進め、学校に辿たどり着く。そこは普段とは様よう子すを一変させていた。校門の上には体育祭の開催を示しめす派は手でなゲートが設せつ置ちされており、普段にはない華やかさをふんだんに演えん出しゆつしている。だがそれでもまだ足りないとばかりに、そこには現在進行形で飾り物が付け加えられている最中だった。脚きや立たつに座すわって嬉しそうに作業している──メイドの手で。

「……メイド？　なんだろう、このツッコミたいのにツッコまなくてもいい気分は……」

「あっ、春はる亮あきくんにフィアちゃん、このはちゃーん。おはよぉー」

　メイドがにこやかに手を振ってくる。うっ、と慌てて春亮は視し線せんを逸そらした。

「おお、サヴェレンティ。精せいが出るな……って」

「サヴェレンティさん、スカート、スカート！　ただでさえキケンな位置なのに！」

「へ？　うわわ……ま・る・だ・しー！」

　律りち儀ぎにも脚きや立たつの上でこちら向きに座すわり直したせいで、スカートが脚立に引っ掛かっていたのだ。周囲の男子生徒が急に足早になってゲートを潜くぐっていく……おそらく、この時間帯に登校してきたという幸運は今日きよう一日語かたり継つがれていくことだろう。

　メイド──サヴェレンティの仕事を監かん督とくしていたのか、脚立の足元にはクールな美び人じん秘ひ書しよも立っていた。北ほう条じよう漸音ぜのん。その名前は春亮にも思い出せる。

　おはようございます皆様、とにこりともせず頭を下げてきた彼女に、このはが声を潜ひそめるようにして言った。

「あ、漸音さん、おはようございます……昨日きのうは突然お電話してしまってすみません。大丈夫ですか？」

「はい。実のところ、この飾りつけはダミー。先せん刻こく、本来の目的である監視カメラを取りつけたところです。前々から用意する必要性は感じていたので丁度よかったとも言えます」

「……その必要性を作った張ちよう本ほん人にんが取りつけをしているのはどうかと思うぞ」

　フィアが脚立を見上げながら言うと、えへへー、とサヴェレンティが照れ笑いで頭を搔かいた。

「さらに体育祭が始まればここにも警けい備び員いんを配置する予定です──ここだけでなく、外からの侵入に警戒して巡回する人員も。先日の猟奇殺人事件がありましたので、不自然には思われないでしょう」

　それもビブオーリオが原げん因いんだったのだがな、とフィアが何か嫌いやなことを思い出したように呟つぶやく。だがすぐに頭を振り、

「それで、奴やつらが来ればどうする段だん取どりになっておるのだ？」

「何か異い状じようがあればすぐ私に連絡が来ますので、このは様にもすぐ伝達いたします。携帯は常つねにお持ちになっていただけると幸いです」

「わかりました。その場合、周囲の人払いと、人ひと気けのない場所に誘ゆう導どうや足止めをするのもお願ねがいします。難むずかしいかもしれませんが」

「いえ。体育祭を無事に成功させるのも私の仕事です。不ふ審しん者しやが来る可能性があるというのならば全力で対たい処しよいたしましょう」

　よくわからないが、漸音は心強い味方のようだ。確たしかに、他ほかの生徒達には絶ぜつ対たいに迷めい惑わくをかけてはいけないし、危険に晒さらしてもならない。自分達の始末は自分達でつけなくては。

　そのとき仕事を終えたらしいサヴェレンティがもたもたと脚立から下りてきて、

「あのー、春はる亮あきくん……ちょっと聞いたけど、ボクのことも忘れちゃったの？」

「え……ええと、その。ごめん」

「そんなぁ……」

　悲しそうに顔を俯うつむかせ、彼女は春亮の手をぎゅっと握ってきた。

「春亮くんはね、ボク達たちを、助けてくれたんだよ。それで、友とも達だちに、なってくれた。それを忘れちゃうなんて……寂しい、な……」

　無む意い識しきの動作だろうか──そのまま、柔らかい指がにぎにぎと春亮の手を滑る。ひどく安あん堵どするような、気恥ずかしいような、女の子の体温を感じた。さらにその温度は春亮の指の一本一本に優やさしく絡んでくる。触られているのは指だけなのに、自分自身が抱ほう擁ようされているような感覚。ゆったりと、慈いつくしむように、瞳ひとみを細めた彼女は無意味に春亮の指を触り続けていた。

　こんなスキンシップに慣なれてなどいない。無む理り矢や理り引ひき剝はがしたほうがいいのだろうかでもそれも失礼な気がするし一体どうしたら!?　と春亮が焦りまくっていると、

「ち、遅ち刻こくするぞ春亮急げー！」

「ああっ、急きゆう激げきな眩暈めまい！　なんだかフラッとします！」

「ぐはぁ!?」

　フィアとこのはが同時に背中にぶつかってきた。弾はじき飛ばされ、そして気付けば二人ふたりにそれぞれの手首を摑つかまれてずるずる引ひっ張ぱられている。

　そうして歩きながら、二人は似にたような不ふ敵てきな表情を浮かべてサヴェレンティを振り返った。

「心配無用ですよ、サヴェレンティさん」

「そうだ。こいつは明日あしたにはいつも通りになっている──ま、ハレンチっぷりには全まつたく何も影えい響きようがないようだがな」

「え、えーと……うん。何か手伝てつだえることがあったら、いつでも言ってね」

　ばいばい、と手を振るメイドに見送られて校こう舎しやに向かいつつ、春亮は二人に聞いてみた。

「……さっきの子、どういう関係？」

「理事長さんの秘ひ書しよさんのお手伝いさんです」

「初めて会ったとき、お前は自分の腰に馬乗りにさせて喜んでいた」

「白しら穂ほさんっていう子の恋人で、あと実は男の子だったりもします」

「お前が奴やつのヘソを見る目は尋じん常じようなものではなかったな」

「意味わかんねぇよ!?」

　おかしい……本当に、自分はそんなにエロい人間ではなかったはずだが。けれどやっぱり思い出せず、春亮は肩を落とした。

　やっぱり、一刻も早く記き憶おくを取り戻したい。このままでは自分が信じられなくなりそうだ……さすがに男の子はナイよな、自分？
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　体育祭が始まった。フィアには全すべての光景が目新しい。全員体たい操そう服ふくやジャージ姿すがたの生徒達たち、グラウンドの端に置かれた色とりどりのアーチ、トラックの周囲に立ち並ぶ簡かん易いテント。そこにはカメラの用意に余よ念ねんのない私服の父ふ兄けい達の姿もある。誰だれに見られているというわけでもないが、何やら緊きん張ちようしてあまりそちらを見られない。休日の学校。授じゆ業ぎようのない学校。学校のようで学校ではない、不ふ思し議ぎな感覚だった。

　開会式。全員で準じゆん備び体たい操そうをするのが馬ば鹿か馬ば鹿かしく、けれど楽しかった。《理り事じ長ちよう挨あい拶さつ》──ガスマスク男の存そん在ざい感かんはやはり異い常じようだ。いらぬ注目を浴びたくないのか、中が見えないタイプのＶＩＰテントにすぐ引っ込んでしまったが、生徒達の平然さとは対照的に父兄席がざわざわしているのが面おも白しろかった。

　ほどなくして競きよう技ぎが始まる。生あい憎にくの曇くもり空でも、生徒達のやる気はそれなりに高まっているようだ。今まで聞いたこともないような生の歓かん声せいに、何やら胸むねの奥がうずうずしてくるが……忘れてはならない。

（いつアビスやビブオーリオが来るかわからん。ゼノンが見み張はってはおるのだろうが、気を抜かんようにせんとな……）

　きっ、きっ、とフィアは周囲に視し線せんを走らせる。何はともあれ、奴やつらをどうにかするのが最大の目的だ。自分は競技よりも警けい戒かいを優ゆう先せんさせる。すまんが皆、私は当てにせず頑張ってくれ……そんなことを思いながら、フィアは最初の競技に出場するべく待たい機き場所に向かった。

　そして──




「は、春はる亮あき春亮！　あれどーなっておるのだ白組の点数が一番低いではないか！　私はトップを取ったのに！」

「全体の点数なんだから当たり前だろ!?　ていうか体育祭の途と中ちゆう経けい過かにこんだけマジになってる奴初めて見たよ！」

　ぐいぐいと服を引ひっ張ぱってきたフィアに春亮が言い返すと、

「何を言う春亮、途中経過なくして得点結果なし！　この本気っぷりを見習うんだ！　フィアちゃんこそが白組のカガミ、フィアちゃん・イン・ザ・ミラーだよ！」

　おバカなクラスメイトつまり泰たい造ぞうが凄すごい勢いきおいでフィアの援えん護ごに回った。春亮は顔を顰しかめつつ、

「お前、いつにも増ましてハイテンションだな……」

「春亮がいつも通りにジジ臭くさすぎるんだ！」

　うむうむ、と心から同意するようにフィアが頷うなずく。泰造は春亮の肩をがっしと摑つかみ、

「いいかよく聞け、俺おれはこの体育祭に人生を賭かけている。狙ねらうは優勝ただ一つだ」

「えー。いやまぁ盛もり上がるのはわからんでもないけど、人生賭かけるほどのモンじゃ」

「……春はる亮あき、もしかして忘れてるのか？　さっき理事長が言ってただろ、優ゆう勝しようチームには心ばかりの豪華賞しよう品ひんが贈おくられると！」

「へ？　言ってたっけ……？　あと心ばかりの豪華賞品って矛む盾じゆんしてるよな」

「細かいことはどうでもいいんだよ、日本人的婉えん曲きよく表ひよう現げんなの！　俺おれの事前リサーチによると、どうやらそれはとあるレジャー施し設せつのチケットらしい……フフ、この意味がわかるか？」

「わからん」「わからん」

　フィアと春亮が同時に首を横に振ると、泰たい造ぞうは不ぶ気き味みな含み笑いを漏らしつつ、ぐっと拳こぶしを握り締しめた。

「これはな……合法的に好きな子を誘えるチャンスなんだよ。『折角だから一いつ緒しよに行かない？』この一言、この一言を発しさえすれば……全まつたく何の下心も臭におわせずに誘うことが可能になる。『チケットが余あまっちゃってさ』なんていう王道のセリフは今いま時どき駄だ目めだ。そんなの下心アリアリじゃねぇか。だから自然に、チーム全員が持っているからこそ自然に……フフ、俺は勿もち論ろんこのはさん、このはさんと一緒に……そして……そして！　もしもそこに温水プールかなんかあった日にゃあ！　ククウヒヒ！」

「怖っ！」「怖っ！」

　いやー、お前の下心はどうあってもすぐバレるんじゃないかなぁ、と春亮は思ったが、とりあえず口には出さなかった。友人としての優やさしさから。

「チケットか……よくわからんが、高価なものなのか？」

「多た分ぶんね、フィアちゃん。勇気のない奴やつは金券ショップに走って現げん金きんに換えろという親しん切せつ設せつ計けいだよきっと！」

「ほ、ほぅ……現金、か。それは好きなものを買い放題だな。何袋ぶんかは知らんが……！」

　ニヤリ、と笑ったフィアと泰造の視し線せんが交こう錯さく。そして、

「タイゾーよ、戦いはこれからだ！　我われ々われは勝利を目指さねばならん！」

「フィアちゃん・イン・ザ・ミラー！」

　がっしり、と何かをわかり合った様よう子すで固い握手を交わす。そんな二人ふたりに溜ため息いきをつきつつ、春亮は思った。ああ、やっぱり、溶け込んでいるんだな、と。

　そう、今の自分は、彼女と泰造が仲良くしているのを初めて見たのだ。感じる。彼女が過すごしてきた時間を。こうやって、騒さわがしくも人ひと懐なつっこく、彼女は慣なれていったに違いない。いろいろ問題はあったかもしれないが、頑がん張ばったに違いない。そんな嬉うれしさと寂しさが同どう居きよした気分を味わっていると、

「フィアくんに伯はく途と。次の次が借かり物もの競きよう走そうだ。そろそろ待たい機き所じよに行って準じゆん備びしてくれ」

　プログラム片手に錐きり霞かが現れた。委員長兼実行委員なので、こうして自分のクラスの競技参加者の管理などもしているのだ。

　彼女はいつものように上下ジャージの姿すがただった。他ほかの生徒達たちにもジャージはいないではないが、体育祭が進むに従って暑くなるのだろう、今はもうその数は非常に少ない。

　フィアと泰たい造ぞうを送り出した錐きり霞かの姿を、暑くないのかなぁ、やっぱ心頭滅却すればってアレかなぁ、となんとなく眺める。するとその視し線せんをどう解かい釈しやくしたのか、錐霞が僅わずかに頰ほおを赤らめた表情で近ちか寄よってきて、擦すれ違ちがいざまに言った。

「……な、なんという目で見ている。脱ぐのはお前の前でだけだぞ、当たり前だろう」

　早口で、小声で、不ふ貞て腐くされたようで、それでいてひどく恥ずかしがっているような。

　そんな言葉だった。

「……へ？」

　そのまま錐霞は振り返らず、ポニーテールを揺らして通り過すぎていく。なんだ。なんだ今の意味深な一言。何かが思い出せそうで──やはり思い出せない。

　これはまずい。とてもまずい。

　やはり──やはりエロなのか、俺おれ。しかも思った以上に手当たり次第っぽいエロ。最低だ。
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　借かり物もの競きよう走そう。事前に軽いルール説明は受けていたが、あまり実感として理解しているとは言い難がたかった。なにせこういう《競技》というものが生まれて初めてなのだ。最初に出た競技はただ走るだけだったからなんとかなったものの、今回のようにルールつきのものはまだ多少の不安がある。

　待ち時間の間、走者が捲めくった借り物の紙を人ならざる身の視し力りよくで確かく認にんし、予習する。

（まず、走ってアレをめくる。書かれているものは、あれは《ハンカチ》……ほう、コースを外れてもいいのか。で、生徒達……父兄もアリ……から借りて、ゴール手前で実行委員に見せて、白旗が上がってから再スタート。そしてゴール。思ったより簡かん単たんではないか。借り物の種類は多いな。《小学生以下の子供》《犬》《若奥様》《ベルト》《ジッポライター》《好きな人》……よくわからんのもあるが……まぁ、誰だれかに聞けばよかろう。人の場合は手を引いてゴールするのだな）

　よし、予習完了。

　そのとき丁度フィア達が発走する番になった。実行委員の合図でスタートラインに移動し、

（走る。めくる。借りる。走る！　それだけだ！）

　乾いたピストルの音。走る。走る。走りすぎないように走る！　それでも当然、一着で借り物の紙がある場所に辿たどり着いた。

（そして、めくる！）

　目に飛び込んできた文字は、




《巨きよ乳にゆう》。




「……」

　その刹せつ那なに感じたのはなぜか殺意だった。誰だれだ、こんなものを用意した奴やつは。

　ご丁てい寧ねいにも紙の端には《誰が見てもわかるほどの》と小さく書いてあった。その条件に当て嵌はまる奴と言えば……と、フィアはやぶ睨にらみになって首を回す。捜したくなどなかったが、勝手に首が動いたのだ。

　目当てのウシチチ女はすぐ見つかった。生徒用テントの下で、眼鏡めがねの下の瞳ひとみを細め、鋭するどい視し線せんを人知れず左右に動かしている。自分と同じに、敵てきがいないか警けい戒かいしているのだろう──そこでふとその視線が合い、ウシチチ女が軽く背せ筋すじを反らす。鼻も鳴らしたようだった。『何してるんですか？　さっさと競きよう技ぎ終わらせて警戒に戻りなさい』──そんな心の声が届とどいてきた気がした。言われんでもやっておるわい、という反はん駁ばくが、背筋を反らしただけでたぷんと揺れたその体たい操そう服ふくの盛もり上がりと合体し──この女には死んでも頼たのむものか、という決意を生む。

　しかし、ではどうすればいいのか。他ほかにいるのか。そもそもこれはせくはらとかいうやつではないのか。巨乳を借りる。巨乳を借りる。待て、《巨乳の女を借りる》とは書いていないから、胸むねにサッカーボールか何かを突っ込んで胸を張ってゴールしてみるのはどうだろうか……駄だ目めだ、今後十年ほど語かたり継つがれそうな伝説を作ってしまいそうな気がする。勿もち論ろん、不名誉な。

　ではやはり、今からでも他の奴を──と、無目的に走り出したときだった。

「が・ん・ばー、ふぃっちー」

　そんな声が聞こえた気がして顔を上げると、眼がん前ぜんの父ふ兄けい席せき、その最前列に黒くろ絵えが立っていた。

　ミニスカートでフリフリで明るい色の服に、両手にポンポンを持った──

　そう。テレビで見たことのある、チアリーダー姿で。

　ずるり、と足と思考を滑らせながら、

「な、何をやっているのだお前!?」

「後からおべんと持って応おう援えんしに行くよー、って言ったじゃろ？」

「それは聞いた、が……何だそのハレンチな格かつ好こうは！」

「由ゆい緒しよ正しき応援の正せい装そう。ああ大丈夫、ほら、下、ブルマじゃから……ね？」

　ぺろん、とスカートを持ち上げる。あれは下着とは違うのだろうか。小さな面めん積せきで紺こん色いろをした布……下着ではないのだとしても、つるんとした太ふと股ももの剝むき出だしっぷりはとてもハレンチな気がする。周囲の男達もチラチラとそれを気にしているようだし。

「それよりもふぃっちー、借り物は何じゃったの？　うちが持っちょるものじゃったら」

「はっ……そ、そうだ！　残念ながらお前が微み塵じんも持っていないものだ！」

　黒絵はかくんと首を傾かしげた。

「……色気？」

「微み塵じんも持っておらんが違う！　ええい……！」

　変なものを見てしまったせいでペースが完全に崩れた。他ほかの走者の中にはもう借り物をゲットしてゴールに走り出しているものもいる。これはいかん……と黒くろ絵えを無視して首を回すと、生徒テントでもなければ父ふ兄けいテントでもない、ＶＩＰテントの横でぶんぶんと手を振ってこちらを応おう援えんしている人ひと影かげを見つけた。

　メイド姿すがたで悪目立ちしている女。サヴェレンティだ。

（むぅ。奴やつも確たしかに大きいが、誰だれが見てもか、と言われれば……どうだろうか……）

　そこで、ぴーん、と脳のう髄ずいに雷光が走った。そう言えば、奴は！

　その閃ひらめきに従したがい、トラックを横おう断だんして彼女に飛びかかる。

「ひ、ひゃああっ!?　ど、どうしたの、フィアちゃん、どうしたのっ!?」

「お前だ！　お前が必要だ！　だが今はまだ少し足りん！　だから大きくしろ！」

　そう、こいつは確たしか、ある程てい度どは胸むねの大きさを変えられたはず──！

「な、なに、どういうことかなっ!?」

「ええい、説明しておる暇はない！　揉もむのか!?　揉めばよいのか!?」

　飛びついて地面に押し倒し──揉んだ。揉みまくった。

「あ、ああっ……だめ、フィアちゃん、こんなとこじゃ……ボク、恥ずかしい……」
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「なぁに、少しだ少し！　誰だれも気付かんわ！　さあ、できるはず！　お前ならできるはず！」

「む、無理ぃぃぃ。無理だよおっ……ふ、あっ……」

『……』

　全校生徒の無言の視し線せんを浴び続けている間に、当然ながらフィアは最下位になり。

『体育祭メイド乳揉もみ事件』として今後十年ほど語かたり継つがれる伝説を作ることになった。




「さっきのあれ、何だったんですかあなた……」

「う、うるさいな。ちょっと、初めてだったから混こん乱らんしておったのだ」

「限げん度どがあるだろ、まったく」

　午前中の競きよう技ぎが（フィアの作った伝説以外は）恙つつが無なく終了すると、春はる亮あき達たちは父ふ兄けい席に向かった。春亮は「やっぱあの子、男じゃねぇじゃん」というほっとした感想を抱いていたが、敢あえて蒸むし返すこともないかと黙だまっておいた。

　父兄席を見渡すと、捜していた人物はすぐに見つかる。目立つ色だったので。

「お。おつかれー」

「そ、そうだ！　クロエよ、お前がそんなヘンな格かつ好こうをしているからさらにペースが乱れたのだぞ！　どうしてくれるのだ！」

「うちは可愛かわいく応援してあげようと思っただけじゃのに……うう、悲しい」

　黒くろ絵えがぼんやり眼まなこのまま俯うつむくと、その背後から、

「ま、まぁまぁ。ボクはもう気にしてないから。ね、みんなもそんな気にしないで」

　そうして現あらわれたサヴェレンティに、全員が声を合わせてツッコむ。

『増ふえてるし！』

　彼女はメイド服を着ていなかった。黒絵とお揃そろいのチアリーダー姿すがただった。妙に嬉うれしそうにポンポンを揺らしつつ、短いスカートを翻ひるがえしてぴょんぴょんジャンプしている。

「な、なんでだよ……」

「サヴェちゃんは心の友。こんな日くらいはお揃いで応おう援えんしてもよいかと」

「えへへ、どうかなっ。可愛いかな？　漸音ぜのんさんに許きよ可かもらおうと思って着る前に見せに行ったんだけど、なんかね、残像が見えるくらい頷うなずいてた」

　あの人が？　なんか似合わねぇなあ、と春亮は思ったが、フィアとこのはは「さもありなん」という感じで愛あい想そ笑わらいを浮かべていた。よくわからない。

　そこで近くを男子生徒が通りかかった。チア姿のサヴェレンティを見て、脇わき腹ばらをつつき合う。

「おい、あれ見ろ」

「ああ、サヴェレンティちゃん……あの姿も新しん鮮せんだぁ。なんか、いいな……」

「やっぱり、何着ても可愛いものは可愛いんだ。ブルマだからこそ許ゆるされる、あのスカートの翻り……俺おれはもう、なんていうかもう、あれだけで幸せだ……」

「邪じや魔ま。どいて」

　ひどく整ととのった顔立ちの少女がその男子生徒達たちの前に立った。不ふ機き嫌げんそうに腕組みしている。あれが白しら穂ほさんですよ、と春はる亮あきの耳にこのはが囁ささやいた。

　どうやらその男子生徒達と白穂は同じクラスらしい。愛あい想そ笑わらいを浮かべて、男子生徒Ａ。

「ご、ごめんごめん。すぐ行くから」

「それと、よく聞こえなかったけれど、変なことを喋しやべってると品性が疑うたがわれるわよ。喋るなら聞こえないところで喋りなさい」

「そ、そうだね。桜さくら参まいりさん、サヴェレンティちゃんと仲良いもんね。いや違う、よく聞こえなかったなら気にしないで？　ほんと、大した話じゃなかったから」

　と、これは男子生徒Ｂ。

「人の、恋び……友達を気安くちゃん付けしないで」

「う、うん。ごめん。じゃ、俺おれ達はこれで──」

　わかればいいのよ、というように白穂はそこで薄うすく微笑ほほえみ、その表情のまま、

「あと死んで」

「やっぱり聞こえてたーっ!?」

「桜参さんに罵ののしられたっ!?　俺初めてなんだよ初めて！　今日きようはダブルでいい日だなぁ！」

　などと怯おびえているのか喜んでいるのかよくわからないテンションで二人ふたりは逃げていった。ふん、とつまらなさそうに鼻を鳴らしつつ、白穂が春亮達の元にやってくる。サヴェレンティと同様、一いつ緒しよに弁べん当とうを食べる約束をしていたらしい。

「食べるなら早く用意しなさい、人間。一いつ刻こくも早くそんな苦行は終わらせたいわ」

　……罵ののしられて喜ぶ男子生徒達の気持ちが心からわからない。

　それから程ほどよいスペースを見つけてビニールシートを広げ、皆で車くるま座ざになって弁当をつつき始める。白穂はサヴェレンティを辱はずかしめたフィアをじろりと睨にらんだりもしていたが、本人が気にしていないことを蒸むし返すのもどうかと思ったのか、結局呆あきれたように溜ため息をついただけで何も言わなかった。

　それからほどなくして、同じく約束していたらしい錐きり霞かも合流してくる。

「すまん、遅れた。実行委員の仕事が少しあってな」

　いつも一緒に食べている泰たい造ぞうと渦か奈なは、今日きようばかりは応おう援えんに来た家族と食べているらしい。つまりここにいるのは親が来ていない知り合いメンバーということなのだろう。

「夜や知ち、今日はどうする？　私は構かまわんが」

「え？　ああ、もしかして、弁当対決？」

「もしかせんでもそれしかないだろう」

「いや、今日くらいは……ほら、いつもの審しん判ぱん員いんもいないしさ」

「ふむ。フィアくんやこのはくん達に委ゆだねても私としては構わないのだが……いや、食べ慣なれている味だと平等な結果にはならんかもな。では仕方ない」

　と、錐きり霞かも皆でつつけるように自分の作ってきた弁当を広げた。

　春はる亮あきはほっとして息を吐はく。ああ、よかった。自分と錐霞は、いつもの弁当対決を続けている間柄なのだ。それが壊こわれるような事じ態たいにはなっていないのだ。先せん刻こくの意味深な言葉については深く考えないようにしよう。

　七人の食事は騒さわがしく、楽しかった。体育祭のテンションのせいでもあり、いつもこんなものでもあるのだろう。後者は曖あい昧まいな感覚にすぎなかったが、わかる。

　けれど、少しだけ不安があった。勿もち論ろんだ。まだ何も解決していない。むしろ何も起こっていないのが不ぶ気き味みすぎる。フィアやこのは、そして黒くろ絵えも、食事をしながらもさりげなく周囲に注意を向けるのを忘れていない。

　何かが起こるなら、これからか──

　春亮の胸中を象徴するかのように、いつしか風はひどく肌はだ寒ざむいものになっており。

「……一ひと雨あめきそうだな」

　一いつ層そうその暗さを増ました曇どん天てんを見上げて、錐霞がぽつりと呟つぶやいた。
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　やらなくちゃ。やらなくちゃ。

　やらなくちゃ、してもらえない。だから、やらなくちゃ──




　曇くもり空の下、予定の時間になって、動き始める。

　校門前には紺こん色いろの服を着た警けい備び員いんが二人ふたり立っているだけだった。他ほかに人の姿はない。

「ん……？　お、おい、この子、ひょっとして」

　こちらの風体を見み咎とがめて無む線せん機きを取り出した警備員の腕を摑つかみ、その使用を阻止する。運動は得意ではなかったが、ただの人間相手ならどうにでもなる。人外の力で捻ひねりあげ、さらに顔面を摑んで、もう一人ひとりの警備員に向かってその身体からだを力任せに投げつけた。二人一いつ緒しよくたになって校門脇わきの塀へいにぶつかり、そしてぐったりする。当たりどころが悪かったのか、両方とも気き絶ぜつしているようだ。

　どうしようかと一いつ瞬しゆんだけ考えたが、そのままにしておこうと結けつ論ろんした。運がいい。学校の中にいれば殺さなくてはならなかった。

　色いろ鮮あざやかなゲートを潜くぐってから、塀の後ろに引き込まれていた本来の校門に手をかける。重い鉄の感触。

　これを閉じれば引き返せなくなる。

　きっと、自分は呪のろわれるだろう。今までと同じに、しかしかつてなく、呪われるだろう。

　ああ、本当は嫌いやだ。泣きたくなるくらい嫌だ。でも、その嫌なことを、過か去このぶんも含めて全すべて全てなくしてしまうためには──やるしかない。

　思った通り、涙が出ているのに気付いた。長い前髪を払って、拭ぬぐう。

　最後の涙にしようと決めた。これを拭い終えたら、始めよう。いつものように心を凍らせて、いつものように道具らしく、いつものように呪のろわしい行為を、いつものように始めよう。

　ごめんなさい。ごめんなさい。私が私で、ごめんなさい。

　だから、私は。

　私でなくなりたいのです。

　校門にかけた手に力を込め、引く。がらがらと喧やかましい音を立てて鉄の門が閉じた。

　校門という蓋ふたが隔てたのだ。《この空間》と《それ以外の空間》とを。

　壺つぼとは何か？　閉じた空間だ。

　自分とは何か？　壺だ。

　だからこの閉じた空間は自分だ。

　そうなっている。誰だれが決めたかは知らないが、そうなっている──

「……境きよう域いき画かく定てい。壺こ中ちゆうに贄にえ在あり。贄、相あい食はみ片食み然しかして呪じゆたらん」

　ぽつり。

　校門にかけたままの手に、雨の感触。それは次第に多くなる。

　自分を罰ばつするような強さで、手の甲を打つ。

　それから、なおもしばらく──手を離はなすことを惜しんで、ただ冷たい罰の感触だけを味わうことを惜しんでから。ゆっくりとゆっくりと、

「……術じゆつ法ほうの名は藍あい蠱こ。藍なる蠱、藍なる壺こより出いでて人食む──」

　身を回し、雨の中を、歩き出す。

　この学校という壺の中で。

　呪いを作るためだけの壺の中で。

　あの聞きき慣なれた音を、無数に生み出すために。
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　昼食を手早く食べ終えると、フィアとこのはは後片付けを春はる亮あき達たちに任まかせて着替え用のテントに向かった。午後の一発目は応おう援えん合がつ戦せんなのだ。アーチ班が作った装そう飾しよくアーチをバックに、ダンス班が今日きようこのときのために練習してきた創作ダンスを披ひ露ろうする。

「おっ、フィアちゃん、調ちよう子しはどうっ？　ついに来たぜこのときが！　うはー、テンション上がってきた！」

　一足早くテントに入っていた渦か奈ながばしばしと肩を叩たたいて言ってくる。一週間前の自分なら引ひき攣つった笑いを返していただろうが、今は違う。胸むねを張はって、

「ふふん、調ちよう子しは万全。ダンスも完かん璧ぺきだ」

　おー、と周囲のクラスメイト達たちが鬨ときの声と笑い声が混じったような音を発した。ぱちぱちと拍手するものもいる。

「フィアちゃん、頑がん張ばってたもんねぇ。あたしも嬉うれしいよ……よし、そのカンペキなダンスで観かん客きやくを魅み了りようしてやるのだよフィア隊員！　ささ、お着替えお着替え」

「う、うむ」

「このはっちーもさあ着替えた！　調ちよう整せいは済すんでるかい？　まだ胸がキツイなんて言うんならこれはもう踊り途中にぶっちーんハラリっていう禁きん断だんの奥おう義ぎを見せてもらうしかないよ？」

「ち、ちゃんと調整してきましたから大丈夫です！」

　テントの端にある長なが机づくえの前で体たい操そう服ふくを脱ぎ、衣い装しように着替える。衣装合わせはしてきたから、サイズはピッタリではあるが──

「うーむ、なんというか……やはりこれ、少しハレンチではないのか？」

「今更何言ってんだーぃ！　ってスゲー可愛かわいい！　やっぱりフィアちゃんをダンス班に選んだあたしの目に狂いはなかったぁー！」

　用意されていた姿すがた見みの前に立ち、自分の姿を確かく認にんしてみる。チームカラーの白を基調とした色合いの、薄うすい生き地じで作られた服だ。可愛いことは間違いなく可愛いのだが、露ろ出しゆつ度どが微妙に高いというか……臍へそが出ているというか。高校の体育祭でこれはアリなのだろうか。

「ええと……わたしも、これでいいんですかね」

　聞こえてきたこのはの声にそちらを見やる。うぐ、とフィアは息を吞のんだ。

　擬ぎ音おんでその印象を表すなら──むっちーん。

「うぉう、このはっちーも、こりゃすげぇ破は壊かい力りよくだにゃ……！」

「うーわ、ほんっっっと、うらやましいわー。ねえねえこのはちゃん、何が詰まってるの？　触らせてよぉー」

「へ？　へ？　あの、ちょっとっ……？」

　面おも白しろがって、もう着替えていた他ほかのメンバーも続々と集結。

「ぐは、こりゃすごいわ」「何食べてんの、ねぇ」「肉だ！　肉の反はん乱らん！　暴あばれ肉が出たぞー！」「重くない？」「やわらかー」「惑わされるな、これは風船の類たぐいだ。抜けろ空気！」「いつから膨ふくらみはじめたのー？」「へこむのは今からだ！　さあ、皆の力を合わせて揉もむべし！」……

「ちょ、いたっ。だ、誰だれか一人ひとりホントに憎しみが籠こもった手つきの方が──ってフィアさん！　やっぱりあなたですかっ！」

「ちっ」

　するーり、とその輪わの中からさりげなくフィアが抜け出したときだった。

　ばちばちばち！　と、突然に頭上から激はげしい音が聞こえ始める。

「うあー、雨だよ……いきなり凄すごい降ふり方かたじゃん」

「な、なにぃ。それは困こまるぞ！　中止になったりせんだろうな！」

「どうかなぁ。時間遅らせるくらいで始まればいいけど……」

　渦か奈なの声を聞きながら、フィアは着替えテントから首を出して外を見る。確たしかに凄い雨だ。大粒の水滴が情なさけ容よう赦しやなくグラウンドに降り注そそいでおり、生徒や父ふ兄けい達たちが慌てて近くのテントに避ひ難なんしていく。そのテントの屋根もゆらゆらと揺れているから、本当に痛いほどの雨、というやつなのだろう。傘かさを持っていても、誰だれも好き好んで外に立とうとはしないほどの。

　だから。だから、だ。

　前が見にくい雨幕を通してでも──傘も持たずに外に立っている人間の姿は、よく見えた。

　グラウンドではない。それは校こう舎しやに程近い場所。辛かろうじてグラウンドの様よう子すがわかるというような場所。

　そこにいる、スーツ姿の男と、車椅子に乗った女の姿は。

「ウシチチ！」

「っ……！」

　ただならぬ気配けはいを感じたか、このはもすぐに入り口に駆け寄ってきた。雨の中に飛び出しかけたとき、

「ふぇぇぇ。すいません、避難させてくださーい……」

　とサヴェレンティがこのテントにやってきた。実行委員テントにでも帰る途中だったのだろう。好都合だ。

「おい！　クロエに、春はる亮あきを頼たのむと伝えておいてくれ！　奴やつらだ！」

「頼みましたよ！」

「え、えっ……？」

　サヴェレンティの怪け訝げんな声と、渦奈の「ど、どうしたのーっ!?」という声を背中に聞きつつテントを飛び出る。横殴りの雨がすぐに衣い装しようをずぶ濡ぬれにした。

　校舎近くの二人ふたり組ぐみも、フィア達が飛び出したことに気付いたらしい。踵きびすを返し、さらにグラウンドから遠ざかるように移動を始める。逃がすものか。

　ぬかるんだ大地を蹴けって走りつつ、フィアはぼそりと言う。

「確かく認にんするが……二人でよいのか」

「藍あい子こさんの姿すがたが見えないのが心配です。他ほかの生徒達と一いつ緒しよだとは言っても、向こうが何をしてくるかわからない以上、春亮くんを一人ひとりにはしておけません。あなたが言ったように、黒くろ絵えさんは春亮くんについていてもらうべきでしょう」

「キリカも……なりゆきだが、まだ事じ態たいを知らんからな。今更頼むわけにもいかんか」

「本当に実行委員の仕事で忙しそうですから。第一、今から呼びに行ってあの人達を見失うわけにはいきません」

　そこでこのはは、ひどく冷れい徹てつな、そして空恐ろしい微笑を浮かべた。

「それに──わたしは一人ひとりでも、あんな男に負けるつもりはありませんしね」

　横目で見ただけでもぞくりとした。今のこいつは敵てきに回したくないと思う。

　車くるま椅い子すの女達たちは校こう舎しやに沿って移動している。人ひと気けのない通用口に向かっているようだった。中に入るつもりだろうか……校舎は体育祭が始まって施せ錠じようされているはずだが。

　けれど人外にとってはそんなことなど関係ない。さらに二人ふたりを追いかけて見たのは、強引に鍵かぎが壊こわされた通用口の姿だった。フィア達はノブの破は壊かいされた扉を潜くぐり、廊下に残る足跡を追跡する。それは階かい段だんの上に向かっていた。車椅子を抱えてまで上る目的があるのか。

　そして三階の廊下で──ついに、追いつく。

「待て、アビス、ビブオーリオ！」

「……待てと言われれば待とうか、アリス」

「ええ、そうね、アビス」

　きいきいと車椅子の車しや輪りんを軋きしませ、焦る様よう子すもなく二人はこちらに向き直った。アビスはいつものスーツに革かわ手て袋ぶくろ。ビブオーリオも私服に片眼鏡モノクルで、以前じゃらじゃらつけていた腕うで時計どけいの代わりに、今はアビスとお揃そろいの色の、貴き婦ふ人じんがするような長手袋を嵌はめていた。

　ビブオーリオがふと窓まどの外に目をやって呟つぶやく。

「凄すごい雨ですね……けれどここからだととても遠く思えます。題すれば《鋼こう鉄てつの玩具おもちや箱ばこの中から》という感じでしょうか。うふふ、滝たき壺つぼに置かれた玩具箱です」

　戯たわ言ごとに付き合っている暇はない。衣い装しようの下に押し込んでいたルービックキューブを取り出し、一歩を進める。

「何をしておる？」

「一言で言えば散歩だ。なかなか楽しい。この建物の冷たさは、聖なるかな、だ」

「学校というところに入るのは初めてだったもので……うふふ、いろいろ見学させていただいていたのですよ。実は昨夜ゆうべからなんですけれど」

「最初から中に入っていたんですか……どうりで警けい戒かい網もうに引っ掛からないわけです」

　このはの言葉に、警戒網？　とアビス達は顔を見合わせた。それからアビスが肩を竦すくめ、

「なるほど、どうやらクルリはお前達の手に落ちたようだな。俺おれ達がここに来ることを知っているとは……吐はかされたか」

「あらあら。それはとても素敵すてきです。クルリさんも本望でしょう。フィア様、いかがでしたか？　拷ごう問もんは久しぶりになさったのでしょう？　お楽しみになれましたか？　悲鳴は充分ご堪たん能のうになれましたか？」

「っ……ふざけるな。そんなことは、しておらん」

「ほう。まぁどうでもいいが……問題は警戒網とやらがあることだな。こんなことなら最初から俺達と一いつ緒しよに行動させておくんだったか」

「仕方ないわ、アビス。一番人の多くなるこの時間が効果的なのは確たしかだし、あの方にはまずゲートのほうでやるべきことがあったのでしょう。境きよう域いき画かく定てい、とか言ったかしら」

「何を言っている！」

　アビスは鬚ひげを小さく揺らし、頭に乗せた帽子の位置を軽く修正した。片目を歪ゆがめて、

「つまり、そろそろ俺達が囮だということに気付かれるかということだ」

「な──」

「んっ……？」

　そのとき、このはが小さく身体からだを揺らす。慌てて衣い装しようの胸むねに手を突つっ込み、震ふるえる携帯電話を取り出した。アビス達を睨にらみつつ耳に当て、

「……はい。そうですか。ならば手出しはせずとも結けつ構こうです。生徒さん達たちのところに行かないかどうかだけ注意しておいてくだされば」

「おいウシチチ、何が──」

　携帯をまた胸の間に仕し舞まったこのはが、すっと窓まどを指差す。

「フィアさん。そこから飛とび降おりてください」

「は、はぁ？」

「校門が見えるでしょう。だから降りてください──藍子さんが来ました。今のは漸音ぜのんさんからの報ほう告こくです」

　アビス達の動向に注意しながら窓を開け、横目で外を窺うかがう。激はげしい雨の中、そこに見える校門。その前には確たしかに小さな人ひと影かげがあった。傘かさも差さず、ゆっくりと歩を進めている。

「驚おどろかんな。それも聞いていたか」

「く……奴やつに何をさせようとしている!?」

「俺おれ達は囮おとりのつもりだったと言っただろう？　彼女こそが今回の目的のメインだ。お前を実力で勧誘するより前にやっておこうと思ったのだが──どうやら同時になってしまったようだな。ややこしいことだ」

「でも一言で言ってしまえば簡かん単たんなことですよ、フィア様。つまりですね──」

　そしてビブオーリオは、あの狂気の欠片もない微笑という狂気を見せつつ、言った。




「今から藍子様に、この学校にいる人間を皆殺しにしてもらおうと思っているのです」




「──止めなさい。方法はあなたに任まかせます」

「な……おわっ？」

　どん、と背中に強い衝しよう撃げき。このはに突つき飛ばされたのだ、と気付いたときには、既に身体からだは窓から飛び出している。

「ウシチチめ！」

　空中で身を捻ひねり、泥を跳ね飛ばして着地。頭上を見上げても、もう三階の廊下の様よう子すは窺うかがえない。よじ登って戻ることもできなくはなさそうだったが──

「──ち。あんなことを聞かされては、こちらを放っておくわけにもいかんではないか」

　アビスを破は壊かいし、春はる亮あきの記き憶おくを取り戻す。その最重要の役目が不意打ちで横取りされたことに憤いきどおりつつも、フィアは首を回した。こうなれば仕方ない。この学校の人間を皆殺しにするだと？　そんなもの、誰だれがどう考えても、絶ぜつ対たいに許ゆるすわけにはいかない蛮行だ。

　ルービックキューブを片手でかちかち回しながら、人ひと影かげに近付く。向こうも近付いてくる。

　声が届とどく程てい度どの距きよ離りで、二人ふたりは同時に足を止めた。

　濡ぬれた髪。いつものようにその目は隠れており、表情が窺いにくい。

　フィアはクルリから聞き出したことを思い浮かべつつ、口を開いた。

「久しぶりだな。呪のろわれた《呪いのための壺つぼ》」

「……久しぶり。呪われた《拷ごう問もんと処しよ刑けいのための立方体》」

　返ってきたのは、震ふるえて掠かすれた、ひどく小さな声。

　倒さなくてはならない敵てきの、声。




　　　　[image: ]




　──彼女は叔お父じを殺した。

　それは全体的にはよくある話だったのだろう。経けい済ざい的てき困こん窮きゆうによる一いつ家か心しん中じゆう。偶然にもただ一人ひとりだけ生き残った彼女は、鼻つまみ者の親しん戚せきに預あずけられた。その叔父は人間を失格していた。何年も何年も、特殊な虐待を受けた。

　味方は誰もおらず、世界のどこにも家族はおらず、

　つまるところ、心中から生き残ってしまった彼女は、それでもただの死体だった。

　反抗する勇気もなく、反はん撃げきする勇気もなく、ただ耐えるばかりの死体。

　彼女が生き返ったのはいつだったか。決定的な転てん機きはどこだったのか。

　それは彼女自身にもわからない。

　中学校からの帰り道、ふと骨こつ董とう屋やの前で足を止めてしまったときか。

　ケースに陳列されていたそれに、名前が似ているな、とどうでもいい感想を抱いたときか。

　引ひき寄よせられるように店に入り、老いた店主から馬ば鹿かげた曰いわくを聞いたときか。

　買ってしまったその刃やいばを部へ屋やで眺めていたとき、ふと支配者に立ち向かう勇気が湧わいてくるのを感じたときか。いつものように包丁をぶらぶらさせていた叔父に向かって、隠していたその刃を解かい放ほう感かんと共に振り下ろしたときか。

　その行為が終わってもまだ生き返っていなかったのだとすれば、後の転機は一つしかない。

　それは、白い塀へいの中で過ごした数年の後。

　その塀へいの中から、ひとりぼっちの世界に冷たく送り出されて、出会ったとき。

　救い手たる彼に、出会ったとき──




「ん……」

　目覚めてまず届とどいた畳たたみの匂においに、クルリは僅わずかに混こん乱らんする。しかしすぐに囚とらわれの身だったことを思い出した。

　障しよう子じの向こうの明るさは、日が既に高いことを示している。家の中は静かで物音一つしない。昨夜ゆうべの騒さわぎを思い出すに、誰だれも家にはいないのだろう。

　そう、昨夜。騒がしい夕食の音も、その後のお茶の時間のような音も、この監かん禁きん部べ屋やには届いてきていた。それは何人もの声が混ざった音。無意味なやりとり。法則性のない会話。

　ひどく家庭的な、心のどこかが疼うずくような、今まで聞いたこともない音──

　クルリはそこで思考を止めた。家庭。家族。自分にとっての家族は、もうあそこだけだ。

「父ふ君くん……」

　まず思い出したのは、少年院の出口で待ち構かまえていた男。身み寄よりのない自分の、新しい居い場ば所しよを作ってくれた男。

　正直──惚ほれていた。

　彼の妻つま、のような女性も嫌いではなかった。変な人間なのは確たしかだが、優やさしい微笑で自分を迎えてくれた。自分を崖がい下かに放り落とした実の母親とは大違いな、母親。

　会わなければ。何か──何か薄うすい不安のようなものが嘔おう吐と感かんと共に頭に蟠わだかまってはいるが、それも意い識しき的てきに無む視しした。会わなければ、ただ会わなければ。

　なぜなら自分は家族会フアミリーズの一員だ。彼の、家族だ。

　ビブオーリオ家族会フアミリーズの資し質しつはただ一つ、禍具ワースという超越者を愛していること。

　勿もち論ろん自分も愛している。彼も、全すべてを救ってくれた、あの勇気を与えてくれたモノも。あれがなければ自分は死んでいた。死んだままだった。だから生き返った自分がこの身を捧ささげることには何の躊ちゆう躇ちよもない。

　証しよう拠こ品ひんとして押おう収しゆうされてしまったあれは、彼が盗み返してきてくれた。殺してすぐ捕まってしまったために、そこで初めてその呪のろいを味わうことになったのだが、忌き避ひ感かんや嫌悪感などは微み塵じんもなかった。勇気を与えてくれたお礼なのだと思えばどうということもない──だから今もその呪いを味わい続けている。

「捕ほ虜りよ一人ひとり残して楽しく体育祭ってのは、ちょっとナメすぎじゃないのかねぇ。無む能のう臭くせぇ」

　あの十字架型の、ただの仕込みナイフで敵てきの目を欺あざむけたのは僥ぎよう倖こうだった。

　後ろに縛しばられた手の痛みに顔を顰しかめつつ、クルリは下半身を動かして僅わずかに腰を持ち上げる。ふう、と呼こ吸きゆうを整ととのえてから──つまりは苦く痛つうに耐える準じゆん備びをしてから──

「《回マタ帰す・プる産ワガ・子刀ククリ》っ……！」

　瞬しゆん間かん、違和感が身体からだを貫つらぬく。異物が自分の中から出てくる感覚というのを味わえる人間はそう多くないだろう。ぎちぎちとずるずるとぴくぴくと、自分の筋肉とのハーモニーを体内で奏かなでつつ、太股の裏から刃が顔を出した。身体が割わり開かれる痛苦。脳のう髄ずいが攪かく拌はん機きに投入される不ふ快かい。歯を食くい縛しばって耐えた。

「か、あ、はっ……ぐ、ああっ！」

　そして──肉から抜け落ちた刃やいばが、とん、と畳たたみに刺さる。血は全まつたく出ていない。くの字に曲がったそのナイフを確かく認にんし、クルリは去りゆく痛苦に安あん堵どするように頰ほおを緩ゆるめた。

《回マタ帰す・プる産ワガ・子刀ククリ》。その名と共に、あの老いた店主の説明を数年ぶりに思い出す。

　昔、産うぶ子ごを領りよう主しゆに無残に殺された母親が復ふく讐しゆうに使ったものだと言われている。母親は用心深い領主に近付くため、長い時間をかけて愛人となり、そして刃をその身に隠してベッドに誘って領主を刺した。けれど領主の反はん撃げきに遭って母親も無念のうちに死んでしまった……

　つまりこれは、母親が領主に近付くためにその体内に隠した、復讐心の塊。奪われた産子の身しん代だい。だからこのナイフが、呪いとして使用者の身体に潜り込むのもある意味当然だ。

　潜もぐり込むときにも、身体という鞘さやから引き出すときにも傷はつかない。ただ苦痛があるだけだ。しかしクルリは徐じよ々じよに潜り込む位置が奥深くなっていることを悟っていた。おそらくその刃が心しん臓ぞうに達すれば自分は死ぬだろう。それでもいい。この刃によって自分は叔お父じを殺す勇気を与えられ、死体から脱することができたのだから。

「もっと呪のろうにゃ、やっぱり誰だれかを殺したほうがいいのかねぇ。あたしはこの呪いを呪ったりしないからなぁ……」

　そんなことを呟つぶやきつつ、クルリは手首を縛しばる電気コードをナイフの刃に擦こすりつけ始めた。

　ふと、身体のすぐ近くに置かれている皿が目に留とまる。ラップがかけられた、おにぎりの載った皿。結局何も食べなかった昨夜ゆうべのことを──そして最終的には口くち移うつしで自分に食事を摂とらせようとしてきた変な幼よう女じよのことを思い出し、クルリは舌打ちした。

　静かな部へ屋やに響ひびいたのは、その舌打ちよりも、彼女の腹が発した音のほうが大きかったが。
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　罵ののしり声が小さく聞こえたのを最後に、銀髪の少女の姿は視し界かいから消える。すいませんね、と心の中だけで軽く詫わびてから、このはは廊下に立つ二人ふたりの敵てきへと向き直った。

「学校の人間を皆殺しにする──一いち応おう聞いておきましょうか。やはり蠱こを作るために？」

「その通りだ。箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブを拉ら致ちするだけならそこまですることもないが、その後のことを考えてな」

「その後？」

「よくわかりませんが、研究室長国が貴女あなた様さま方がたに協力しているのでしょう？　フィア様を力ずくで勧誘させていただくのならば、次はあの人達たちへの対応を考えなくてはなりませんのでね」

　このはは眉まゆを顰ひそめる。それは錐きり霞かが発したブラフだ。ビブオーリオ達の動きを遅くする程てい度どの効果はあったのかもしれないが──まさか信じたうえで、さらにその脅威を乗り越えようとするとは。

「どうしてそこまでフィアさんを狙ねらうのです。ただのおバカな小娘ですよ、あの子は」

「俺おれと同じ問いだ。聖なるかな」

「わがまま、と答えたのでしたっけね、あのときは。もう一度説明するなら、私は禍具ワースを愛しています。その私が感じているのです……ならばフィア様を愛さないわけにはいかない、とね。なんと言ったらいいか──彼女こそが禍具ワースの中の禍具ワース。禍具ワースの、呪のろわれた道具という存そん在ざいの象徴。そんな気がするのです」

「買いかぶりすぎですね。あの子は確たしかにひどく呪われた存在かもしれませんが」

　吐と息いきを吐はき出し、それに導みちびかれるように、ゆっくりと間合いを詰めていく。

「わたしだって捨すてたものではありませんよ。血を啜すする妖よう刀とう──ゲームだとたいてい最強の武ぶ器きなんですよ、知ってました？」

「それは羨うらやましい。その最強の武器をどうにかせねば藍あい子この手伝てつだいにも回れんようだ……ならば相手をしよう。アリス、下がっていろ」

「気をつけてね、アビス。できればその方も破は壊かいしないでくれると嬉うれしいわ」

　車くるま椅い子すが廊下の奥へ後こう退たいしていく。この前、フィアが与えた傷きずがまだ癒いえていないのだろう。

「慈じ悲ひ深ぶかい発言どうも。わたしも見習うことにします──明日あしたからね！」

　身を沈め、鞘さや走ばしる刃やいばのようにこのはは疾しつ駆くする。

　今は多少の血なら耐えられると思う。そして血が見えるということは相手にダメージを与えたということだ。一気に押し切ればいい。耐えられないほどの血がもし見えたとすれば、そのとき既に相手の首は飛んでいるだろう。問題ない。

　アビスも踏ふみ込んできた。苛か烈れつな体重移動で廊下のタイルが弾はじけ飛ぶ音がする。そして繰くり出されたのは革かわ手て袋ぶくろに包まれた右みぎ拳こぶしだ。刀の切れ味を付加した手しゆ刀とうと交こう錯さく。弾かれる。さらにタイルを踏み割りつつアビスは前進、今度は左拳の純粋な破は壊かい力りよくを打うち降おろしてくる。このはは身を捻ひねって回かい避ひし、足先が掠かすめた窓にチリチリと薄うすい線せんを作りながら後ろ回し蹴げり──

「おっと」

　手て加か減げんなしに頭部を狙ねらったそれはアビスの腕で堅固にブロックされる。アビスはにやりと笑いつつ、その脚あしを搦からめ捕とろうと腕を伸ばしてきた。

「女がそんなに足を上げるものではないぞ──雪のような肌だ。聖なるかな」

「へ……変態！」

　飛び上がりつつ、逆の足でさらなる蹴り。それはまたブロックされたが、相手の腕を蹴りつけた反動でこのはは摑つかまれそうになっていた足を抜いて後方に跳んだ。先せん刻こくと同じような間合いで睨にらみ合い──そこでようやく、先せん刻こく足が掠かすった窓ガラスが一斉に割れた。

　動きの停止した世界の中。

　きぃぃぃん、という澄すんだ音だけが、睨み合う二人ふたりの間を走り抜ける。

「……肉体派の十字架のようですね。あと変態。肉体派の変態って組み合わせは最悪だと思いますがどうでしょう」

「我が流りゆうだがね。ふむ、困こまった、手袋がボロボロだ。気にいっていたのだが」

「我流の変態ですか。さらに最悪です。すぐ手袋なんか気にならなくなりますよ」

　廊下にあった消火器を唐突に蹴けり飛ばす。アビスが振り下ろした裏うら拳けんでそれは容易たやすく叩たたき落とされるが──切れ目を入れておいた。消火器はその衝しよう撃げきで軽く爆ばく発はつし、真まっ白しろな粉ふん塵じんを撒まき散らす。む、と眉まゆを寄せたアビスの姿すがたがすぐに見えなくなり──

　その煙えん幕まくを予想しているといないとでは雲うん泥でいの差だ。

　このはは間かん髪はつ入いれず間合いを詰め、白煙の中、アビスの頭部があると思おぼしき場所に貫ぬき手てを奔はしらせる。貫かん通つうはしなかったが、確たしかな衝撃。たたらを踏んだアビスが僅わずかに後退するのが気配けはいでわかる。

「さすがに少し痛いたいぞ……サムライというのは正々堂々戦うものだと聞いていたがな。その精神は得え物ものには伝わっていないのか」

「場合にもよります。大事な人の思い出を取り戻すためですから、少しは卑ひ怯きようにもなりますとも……そんなわけでわりと必死なので、返してくれません？　春はる亮あきくんの思い出」

「今更言われてもな。都合のいいことばかり言う女は嫌われるぞ」

「もっと優やさしく言わなきゃダメですか？　じゃあ、最大級に優しく言いますけど──」

　闘とう争そう本ほん能のうが脈動する。体温が上がる。頰ほおが勝手に歪ゆがむ。

　これが望んだ瞬しゆん間かん。この男さえ消せば、全すべてが終わる。

　彼が思い出してくれる。

　大事な大事な、自分の全てを賭として惜しくないほど大事なものを。

「──返さぬとあらばその頭蓋を割って引き摺り出すまでじゃ、伴天連の十字よ！」

　一瞬だけ、残酷で無む慈じ悲ひな過か去この自分が溢あふれた。一瞬で充分。それは同族殺しの禁きん忌きを忘れるために要した儀ぎ式しきだ。

　過去の殺意という助力を得て、このははアビスを破は壊かいすべく再び動き始める。

　拳こぶしと手しゆ刀とうの打ち合う音が、すぐに雨音を消していった。
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「……なぜだ？」

　俯うつむく少女は答えない。濡ぬれそぼった髪を揺らすこともなく、答えない。

「なぜだ、なぜこんなことをする!?　答えろ、アイコ！」

「……わすれたいから」

　ぽつり、と。雨の一粒よりもか弱い、返答。

「何をだ」

「私が私であることを」

　フィアは眉まゆを寄せるが、藍あい子こは濡ぬれた世界を見つめたまま続けた。小さく小さく、呪のろいのような言葉を。

「……私は罪つみを犯おかしてきました。ずっとずっと、罪を犯し続けてきました。人を殺して呪いにしました。犬も猫も赤あか子ごも、全すべてを殺して呪いにしました……私には、それを殺した臭においがもう滲しみついている。だから彼らはそれを悟って泣き叫ぶ。大好きなのに、大好きなのに、手に抱くことも許ゆるされない。見るたびに、私は私を思い出す。そんなの嫌いや……」

　思い出す。出会ったときの犬のことを。渦か奈なが連れてきた赤ん坊のことを。

　藍子は彼らに嫌われることで苦しんでいたのか。より正せい確かくに言えば、彼らが嫌う様を見ることで──自分の罪を強制的に再さい認にん識しきしなければならないことに、苦しんでいたのか。

「私も人を殺した。何百人も何千人も。そして呪われた。その罪を思い出して苦しいこともある。だが、だからこそ……呪いを解とこうとしておるのだ。これ以上罪を重ねないために」

「それは、いいことだと思う。でも──ずっと考えていた。その間は？　ずっと罪を抱えたままなの？　ずっと思い出すことに怯おびえながら暮くらすの？　抱だき締しめたいものを見るたびに、赦ゆるさない、と言われているような気分になっても？」

　藍子はそこで小さく首を振った。

「……弱いの。ごめんなさい、私は、弱いの。何よりも、未来のために呪いを解くことよりも、私は──過か去この罪を忘れたい。私が私であったことを消し去りたい」

「だからアビスの力を借りるというわけか。春はる亮あきの記き憶おくを奪ったのを見て、お前もそうされたいと願ねがったわけか！」

「……言うことを聞かなくちゃ、やってくれない。だから、やらなくちゃ。私は、あの人が望むことを、やらなくちゃ……」

「罪を忘れるために新たな罪を刻もうとしているのだぞ、お前は。呪わしすぎる矛む盾じゆんだ！」

「……仕方ない、から。それに」

　息を吸い込むだけの、僅わずかな間。

　どこか祈りのような響ひびきのある、けれど同時に揺るがぬ決意の伝わる声で、彼女は続けた。

「それに、最後にはきっと、きっと……その罪すらも、忘れられる──」

　ぺちゃり、と音。藍子が泥に足跡を印しるした音だ。

　無む駄だだ、とフィアは思った。藍子の願いは無駄だ。間違っている。それだけはわかる。

　だが、今それを伝えたところで藍子は聞きはしないだろう。

「どうやら──まずはお前の目を覚まさせてやることが先決のようだ」

「無む駄だ。もう、他ほかに手はないの。私には、呪いを解いても決して赦されない罪がある──だから、やらなくちゃ、やらなくちゃ……」

「何のことやらわからん部分もあるがな。お前がしようとしていることを見み過すごすわけにはいかん──力が入ってしまうかもしれんが、恨むな」

「……こちらこそ、ごめんなさい。体育祭、応おう援えんしに行く約束、してたのに」

「来ておるではないか。約束通り、な」

　フィアが唇を曲げた。藍あい子こは唇を曲げなかった。

　ただ、そっと腕を伸ばして、囁ささやく。

「──藍あい蠱この一、名称《不詳》。藍蠱の二、名称《さくら》。藍蠱の三、名称《不詳》」

　瞬しゆん間かん、彼女の着ている服、そのポケットのいくつかが──小石が入っておらず、膨ふくらんでもいなかったポケットのいくつかが──蠢しゆん動どうした。

　そして藍あい色いろの塊がそこから飛び出す。それらは刹せつ那なに膨ぼう張ちようして藍子の前に降おり立ち、小さな獣けものの姿すがたを取った。犬。けれど決してただの犬ではない、犬。

　体毛らしきフォルムが残ってはいるが、その身体からだの全すべては藍色の金きん属ぞくに置き換えられていた。のっぺりとした、けれど揺らぐ水面に似にた──その色と硬こう質しつ感かんを無む視しして喩たとえるなら、まるで水銀のような光の反はん射しや。それは獣の眼がん球きゆうも例外ではなく、瞼まぶたの下にもその藍の水銀のような金属が虚うつろに満ちていた。その無む機き質しつな視し線せんに生理的なおぞましさを感じつつ、

「それがお前の呪のろいか」

「……そう」

「ならば私も私の呪いを見せよう。お前のそれが人や犬猫を殺してきた証あかしであるように、これは私が人や人や人や人や人や人や人を殺してきた証だ！　擬装立方体エミユレーシヨン、展開スタート──二十二番機構・潰式針球態《星棍"Morgenstern"》、禍動curse/calling！」

　ルービックキューブを弄もてあそんでいた片手に、ずしりと重い感触が生まれた。ぬかるんだ大地にその鉄てつ球きゆう棍こんを落とす。腕を伝ってきた柔らかい感触は、人の脳のう味み噌そを潰つぶした手て応ごたえに似にて、ひどく不ふ快かいだった。

「ハレンチな見せびらかしっこだな。この力が何の自慢にもならんことは自慢してもよかろう」

「……うん」

　藍子が頷うなずくと同時、三匹の藍蠱がその四つ足で疾しつ駆くしてくる。煌きらめくのは、やはり藍の水銀で覆おおわれた鋭するどい牙きば。フィアは手近な一匹に向けて鉄球棍を振りかぶり、

「ああ、いつか話したことを思い出したぞ。本当に──私とお前、どちらがより呪われてしかるべきモノなのだろうな」

「……知りたくもない」

「同感だ！」

　中空の雨う滴てきすら殺す勢いで、その重みを振り下ろした。
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　貫ぬき手てと拳こぶしが何十度目かの交こう錯さく。それぞれがもう片方の手で相手の攻こう撃げきを受け、同時に距きよ離りを開ける。

「ふぅ、はぁっ……どうしました？　力が弱くなっていますよ？」

「それはそちらも同じだろう──と言いたいところだが、切れ味は衰えておらんな。ふむ、体たい術じゆつは互角でもいささか分が悪いか」

「では諦あきらめたらどうですか？　大丈夫です、痛いたくしませんから」

「は、それは魅み力りよく的てきな提てい案あんだ。聖なるかな」

　言いつつ、アビスは構かまえていた拳を下ろした。何のつもりだ。まさか本当に諦めたわけではあるまい──そんなこのはの視し線せんの先で、アビスは帽ぼう子しとネクタイの位置を不ふ敵てきに調ちよう整せいする。

「……奈な落らくには何があると思うね？」

「何ですか、いきなり。時じ間かん稼かせぎなど無む駄だな──」

「時間稼ぎなどではないとも。答える気がないなら教えよう……奈落には闇がある。奈落と名付けられたあの教会には闇やみが蟠わだかまっていた。泣き叫ぶ子供達たちの上に、呪じゆ文もんを唱える狂信者達の上に、圧あつ政せい者しや打だ倒とうを語るテロリストの上に──重みを持つほどの密みつ度どで蟠る、闇が」

　気付いた。アビスの拳から、何かが漏れ出ている。最初は糸のように。いつしか紐ひものように。さらにいつしか、それらは合ごう一いつして手袋のように彼の手に纏まとわりついた。触れずともわかった──あの闇色は煙のようなものではなく、実体を持った物質なのだと。

「どういう理屈かはわからんがな。気付けばこんなものが出せるようになっていた。呪のろいというのは実に複ふく雑ざつで怪奇なものだ」

　このはは気付かれないよう唾つばを吞のみ込んだ。あれが奥の手だろうが、臆おくしてなるものか。

「闇の神様というわけですか。うわー、かっこいいですね。そして激はげしくダサいです。十年前のゲームのラスボス確かく定ていって感じで」

　黒くろ絵えがたまに貸かしてくれるゲームもやってみるものだ、と思う。そのおかげで敵てきを小こ馬ば鹿かにできるのだから。

「安直なのを否ひ定ていはせんよ。刀だから素す手ででも切れる、というのと比くらべてどちらがより安直なのかは知らんが」

「っ──」

　予よ備び動どう作さも何もなく、ポケットに親指を引っ掛けたアビスの拳から、その闇が下向きの弧こを描えがいて伸びてくる。その先端が鋭するどく尖とがっているのを見て取り、槍やりのように硬質化していると判はん断だん。受け止めることはせずに跳ちよう躍やくして回かい避ひした。廊下のコンクリートに穴が穿うがたれる音。気にしている余裕はない！

　着地し、さらなる攻こう撃げきが繰くり出されるより前に間合いを詰めようとしたとき──廊下に刺さっていた闇やみが再び蠢うごめいた。今度は鞭むちのようにしなり、横移動して迫ってくる。断ち切れるものかどうかはわからなかったが、選択肢はない。手しゆ刀とうを叩たたきつけると切れた。しかしそのときには新たな闇が二本伸びてきており、

「邪じや魔ま、ですっ！」

　手足でしか撃げき退たいできないのでは攻撃範はん囲いが狭すぎる。そう歯は嚙がみしつつも、その二本を両手の手刀で叩き斬きる。足が踏ふみ出せないのに気付いたのはそのときだった。最初に切った闇の鞭がいつのまにか足下に忍び寄り、足首に絡みついていたのだ。既に絡みついた部分は硬質化している。勢いきおいがつけられない以上、足に切れ味を付加しても斬ることはできない──

（ええい──っ！）

　両手を振り下ろそうとしたが、動きを止められてしまったのは致ち命めい的てきだった。まずは肩、次に腰、最後に手──何度か断ったが物量に押し負けた。闇の鞭が全身を拘こう束そくし、このはの身体からだはそのまま空中に持ち上げられる。

　全身を冷汗が伝う中、口だけが条じよう件けん反はん射しやのように動いた。

「……やはり変へん態たいですね。女の子を縛しばって悦よろこぶ趣しゆ味みがあるとは」

「あら、そうなの、アビス？　言ってくれればいつでも私は受け入れたのに」
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　今まで楽しそうに戦いを見ているだけだったビブオーリオが、僅わずかに車くるま椅い子すを前進させながら言う。

「誤ご解かいしないでくれ、アリス。君は彼女のようなおてんばではないだろう？」

　平然とした声を聞きながら、このはの焦りが募っていく。

　待って。待って。こんな。こんなことで。相あい討うちになってもいい。ただしこの男だけは絶対に殺さなくてはならない。なのに、なのに。

　何か手はないか。あるはずだ。きっとあるはずだ。探せ。早く。新たな黒色が伸びてくる前に。闇やみの槍やりがこの身体からだを貫つらぬこうとするより前に──

　けれど、何も打つ手は見つからないまま。

　視し界かいは無む慈じ悲ひに、新たに伸びる黒色を映うつす。
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　ぬかるみにめり込む《星棍"Morgenstern"》。持ち上げるのも億おつ劫くうになり、

「二十番機き構こう・斬式大刀態《凌遅の鉈"A hatchet of lingchi"》！」

　半ば刃先を地面にめり込ませたまま、腰を捻ひねって横に振り抜く。今まさにその牙きばをこちらに突き立てようとしていた藍あい色いろの獣けものの頭が飛んだ。巨木を断ったような手て応ごたえ。首の断だん面めんもまた藍の水銀だった。血ち飛沫しぶきも立てずにその藍あい蠱こが消える。これで何匹目だ？　どうでもいい！

　背後にさらなる一匹。身体を回して鉈なたを振る余よ裕ゆうもない。

「……《人体穿孔機"Man-Perforator"》、禍動curse/calling！」

　脇わきの下から背後に突き出したドリルが獣の口こう腔こうを貫つらぬく。が、さらにその後ろから重なるようにして別の藍蠱が飛び出してきた。足の短いコーギー。藍あい子こと出会ったときに抱いた犬のことを思い出した。違う。あれとは違う。きっと、違う、はずだ。そんなことを考えている隙すきに、その獣は首からドリルを生はやした藍蠱の死体を乗り越えて──

（くそっ……数が、多すぎる！　こちらは手作業でやるしかないのだぞ！）

「三番機構・断式落下態《ギロチン"Guillotine"》！」

　辛かろうじて変形と刃やいばの落下が間に合った。身体の前と後ろを二に分ぶん割かつ。本来の犬ではありえないほどに爪つめを伸ばした蠱こ毒どくの前足──つまりはその上半身が顔を掠かすめて後ろに飛んでいく。

　激はげしくなった動どう悸きを感じつつ周囲を見回す。いない。

「ふぅぅ……よし……さあ、これで」

　しかし聞こえたのは、さらにこちらの疲労感を増ます声──

「藍蠱の十三、名称《パンプキン》。藍蠱の十四、名称《不詳》。藍蠱の十五、名称《不詳》。藍蠱の十六、名称《うめきち》。藍蠱の十七、名称……《浩介》」

　最後に現れたのは犬ではなかった。ハイハイをする赤あか子ごの形をした──蠱毒。おぞましい藍あい色いろの金きん属ぞくで塗り替えられた生物が、やはり本来ではありえないほどに爪つめを伸ばしてずるずると這はい寄ってくる。

「くっ……」

「……まだまだ、いる。諦あきらめて……」

　再びギロチンを螺ら旋せん槍そうに戻したフィアに、藍あい子こがぼそりと言う。

　硬い鋼自鉄分を握にぎり締しめる。まだ？　あと何体いるのだ？　今までは必死に戦ってなんとか撃げき退たいしてこれたが、さっきは本当に危あぶなかった。これ以上数が増ふえれば、どうなるか──

「……そこをどいて。どいてくれたら、何もしない。あなたを殺すことは望まれていない」

「は、あの女は私を欲ほしがっておるからな。そうだろう。だが『あくまでも邪じや魔まをしてきたのでしょうがなかったのです』とか言えばきっと許ゆるしてくれるぞ。気にするな」

「どうしてそこまで？」

「お前も学校に通うようになればわかるだろうよ」

　そうだ、いかに苦しかろうとも、ここを退しりぞくわけにはいかない。後ろには、いるのだ。クラスメイト達が、錐きり霞かが、渦か奈なが、泰たい造ぞうが、白しら穂ほが、サヴェレンティが──春はる亮あきが。

　さらに力を込めて螺ら旋せん槍そうの柄つかを握り締めると、藍子の肩が嘆たん息そくに揺れる。

　それを合図に、その場にいた全すべての蠱こ毒どくが一斉に飛び掛かってきた。

　絶ぜつ望ぼう的てきに悟る。一匹。一匹は殺せる。だがその後は？　その想そう像ぞう力りよくを使いたくはなかった。だからただ唇を嚙かみ、震ふるえる腕を持ち上げて──そして。

　フィアの身体からだはその意志に反し、高く高く宙ちゆうを舞まった。
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　雨は止やまない。もう昼休みの時間は過すぎており、先せん刻こく、しばらく午後の競きよう技ぎの開始を遅らせますとアナウンスがあったばかりだった。

　春亮のいるテントには生徒達がすし詰めになっており、濡ぬれるだろもっと詰めろもう無理だって、などという無む益えきなやりとりが先刻から延えん々えんと繰くり返されている。当然ながら全員が立つことを余よ儀ぎなくされており、満まん員いん電でん車しやもかくやと思われるほどの圧あつ迫ぱく感だった。苦しい。そして春亮だけは、自分の頭の上にちらちらと視し線せんが向けられるのも苦しい。

「ああくそ……最低だ」

「ごめんな、ハル。下におったら、うち、潰つぶれること間違いなしじゃから」

　春亮に肩車されたまま、チア姿すがたの黒くろ絵えがぼんやりと答えてくる。わさわさと頭を撫なでるポンポンが想像を絶ぜつするほどウザい。

　無む論ろんのこと、この状じよう況きようは春亮が望んだものではない。テントが混こみ始めてきたとき現あらわれた黒絵が勝手によじ登ってきたのだ。それからすぐ満員電車状じよう態たいになったため、下ろすに下ろせなくなってしまったのである。

「つーかなんで生徒用テントに来たんだよ……いくらあいつらに頼たのまれたからって」

「近くにおらんと、いざというときに何もできんじゃろ」

　背中を曲げ、逆さまになった黒くろ絵えの顔がそう囁ささやく。後頭部にまた何かがぎゅっと押し当てられ、ひどく温かい感触を伝えてきた。それを努めて意い識しきしないようにしながら、

「それにしても、遅いな」

「遅いね」

　視し線せんの先にある着替え用テントの入口では、さっきから何度も渦か奈なが首を出して周囲を見回している。雨が止やむかどうかを気にしている──だけではないはずだった。

「嫌いやな予感がするんだよ」

「うん？」

「嫌な予感。根拠とか全然わかんねーけど、なんか……な」

「正直に言えば──うちも、そういうのを感じてなくはない」

　だったら。

「あいつらのとこに行ってくれないか。俺おれは多た分ぶん大丈夫だから」

「とは言っても……うちはハルのこと頼たのまれたんじゃし。その《多分》で、もし何かあったら」

「じゃあ、今度は俺が頼むよ。あいつらのとこに行ってくれ──埋め合わせは何でもするからさ。あいつらに怒られれば庇かばってやるし、今度はお前の頼みだって何でも聞いてやる。つーか、こんな状じよう況きようじゃ何も起こりっこないって」

　再度、黒絵のぼんやり眼まなこが逆さまに下りてくる。気のせいかもしれなかったが……そこにはどこか、驚おどろきの色が含まれているような気がした。

「なんでそこまで？」

「なんでって……決まってるだろ」

　そう言ってはみたが、理由はすぐには出てこなかった。今の自分にとって、彼女達たちは、つい昨日きのう出会ったばかりの他人。何も知らない、何も覚えていない。

　ああ、でも。でも、だ。

　彼女達が向けてくる視線は、彼女達がかけてくる言葉は、きっと彼女達にとって自分がそうなのだということを教えてくれた。だからきっと自分にとっても、彼女達は──

「……大事な奴やつら、だからだろ」

　なんて恥ずかしいセリフ。顔を背そむけて言うと、今度はさらに激はげしく黒絵の太ふと股ももが頰ほおに押しつけられた。ぷにぷにとしたモモの感触がむぎゅーと顔を圧あつ迫ぱくし、黒絵の血管の鼓動がありえない場所から伝わってくる。

「ぶ、わっ……こら！」

　だがそれは春亮をからかっているからではなかった。黒絵は肩車の姿し勢せいから膝ひざを持ち上げ、身軽にも春はる亮あきの肩の上に立ったのだ。見上げるとブルマを真下から直視する形になってしまい、僅わずかにドギマギする。下着じゃないのだ気にするなでもじっくり見ていいものでもないだろなんで俺おれが恥ずかしくなってるんだええい今はそんな場合じゃないぞとりあえず無視しろ、と一いつ瞬しゆんで脳のう内ない会かい議ぎを終了させ、

「行ってくれるのか？」

「ハルがそこまで言うんならね。それじゃー」

　軽すぎるぼんやり口く調ちようで言って、黒くろ絵えは春亮の肩を踏ふみ台だいにして跳んだ。生徒達たちの頭を跳び越え、一気にテントの外に飛び出す。ぺちゃぺちゃという足音が遠ざかるのを聞きながら、春亮は二つの理由で溜ため息いきをついた。

　体たい操そう服ふくの肩に、黒絵の足跡がくっきりついてしまったことと。

「はーるあっき、くーん？　ちょっとお話聞かせてくれるかなぁー？　モチロン、さっきの《美少女チアガール肩車事件》についての事じ情じよう聴ちよう取しゆだよー？」

　がっしりと肩を摑つかんできた、周囲のクラスメイト達の殺気立った目のせいで。
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　新たな黒色。それは一いつ直ちよく線せんに──ビブオーリオへと向かう。

「……え？」

　このはが瞬まばたきをしたとき、舌打ちをしたアビスが闇やみをそちらに伸ばした。さすがにそのせいでこのはを拘こう束そくしていた闇の密みつ度どが和らぎ、このははその隙すきに手しゆ刀とうを振り回して脱出を果たす。

「んー、さすがにそう簡かん単たんにはいかんか……ザ・人質作戦、しっぱい」

「……黒絵さん！」

　アビスの闇に迫られた黒色の髪が、するすると窓まどの外に引き戻されていく。その先には、校こう舎しや脇わきの樹じゆ上じようにしゃがみ込んでいるチアリーダー少女の姿すがたがあった。彼女は無表情にぼんやり手を挙げ、

「や」

「や、じゃないですよ！　春亮くんを頼たのんでおいたはずでしょう！」

「そのハルの頼みじゃもの。嫌いやな予感がするからって。実じつ際さいピンチじゃったろ」

「それは、その、そうですが……」

　廊下にちらりと目を戻す。新手か、というように苦笑しつつ、アビスは再びビブオーリオを後退させていた。

　黒絵は両手で頰ほお杖づえをついた姿し勢せいで、どこか呆あきれたように、

「このさんらしくもない。冷静になれば、こんな事じ態たいの打だ開かい策さくなんてすぐ思いつくはずじゃのに。まあ、冷静になれんからこそそうなっちょるんじゃろうけど。教えようか？」

「冷静ですよ、わたしは……で、打だ開かい策さくって？　一いち応おう聞かせてください」

「じゃあまずはうちの髪に触って。今から伸ばすから」

「はぁ。で、これがいったいどんな打開策にってひゃああああー!?」

　髪を握った瞬しゆん間かん、髪のほうからもぐるぐると手首に巻まきつかれ──さらに力ちから任まかせに引ひっ張ぱられたことで、すぽーん、とこのはは窓まどの外に飛び出してしまう。

「く、黒くろ絵えさんっ！」

「ウソじゃないよー。これが打開策。そして下からもいらっしゃい」

　空中で気付く。窓の外に放り出されたのと同時、下から同じように髪にぐるぐる巻きにされて飛び上がってきたのは、

「ぬわーっ？　こら、クロエか、何をするぅぅぅ!?」

　ぽい、とフィアの身体からだが今までこのはがいた廊下の窓に投げ込まれる。

　久ひさしぶりの雨粒に目を細めて木を見上げると、黒絵は悪びれた様よう子すもなく言ってきた。

「ハルの記き憶おくを奪ったあいつが許ゆるせないのはわかるけどね。きっと向き不向きというのはあるよ、このさん」

「……」

「このさんの相手はそっち。うちはここからテキトーに応おう援えんしちょるよ──犬におしりを齧かじられるのも嫌いやじゃし、かと言って肉体派の人に狙ねらわれて避け切れる自信もないし」

　それはチアリーダーの鑑かがみですね、と溜ため息いきをつきながら、周囲に目を向ける。

　雨中に、無数の藍あい色いろが佇たたずんでいた。おぞましい獣けものの気配けはい。

「害がい獣じゆう駆く除じよの経けい験けんはないんですけど」

「少なくともふぃっちーよりは、ゴチャゴチャした戦いの経験はあるんじゃろ。関せきヶが原はらとか大おお坂さかの陣じんとか。前に言ってなかった？」

「また随分昔の話を持ち出してきますね……」

　そういうことか、と呆あきれ交じりに理り解かいする。その意味で言えば、確たしかにこういう手合いは彼女よりも自分のほうが的てき確かくだろう。

「……わかりました。とりあえず勝手に来たことに文もん句くを言うのは後にしておきます」

「文句は怖くない。ハルが庇かばってくれるし、なんでもうちの頼たのみを聞くって言っちょった。背せ中なかでも流してもらおっかなー」

　苦笑しつつ、手しゆ刀とうを振って水滴を飛び散らせる。この雨の中では当然無意味だが、気分だ。

　振り向いて見えるのは、藍色の気配の中心──水みず煙けむりに溶けて消えてしまいそうな気配で佇たたずむ、少女の影かげ。徐じよ々じよに、近付いてきている。

　このはもゆっくりと歩き始めた。

　最後に一つ、大事な問いを黒絵に発しておくのを忘れてはいなかったが。

「──その《春はる亮あきくんがなんでも頼みを聞いてくれる権けん》、いくら出せば譲ゆずってくれます？」







　第五章 「なかみはなんですか」/ "Not void"
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　廊下はぼろぼろになっていた。タイルは剝はがれ、その下のコンクリートには穴が開き、窓まどは割われ、天てん井じようの蛍光灯は砕けている。今までの激げき闘とうを想そう像ぞうするのは容よう易いだ。

　しかしこれからは、ここは自分の舞ぶ台たいとなる。

「……教ナロ会区ウ・ナ《奈ロウ・落》アビス。はは、嬉うれしいぞ」

「ほう？」

「あらあら。もてもてね、アビス。少しばかり嫉しつ妬とが疼うずくわ」

　アビスの背はい後ごで観かん戦せんしているビブオーリオがそんなことを言う。フィアは軽く無む視しし、

「ようやくこのときが来たようだ。春はる亮あきの記き憶おくを返してもらう」

「さっきの日本刀といい、またそれか……そんなにあの人間が大事なのかね？　告こつ解かいさせた本人が言うのも何だが、そうまでして取り戻さなくてはならないものか」

「当たり前だ！」

　アビスの帽ぼう子しが横に揺れる。物分かりの悪い子供に呆あきれるように。

「本当にそうかな。前に言ったかもしれんが──俺おれは本質的に人を救うものなのだぞ。なぜなら神とは、それを象徴する十字架とはそういうものだからだ。あの少年も俺に救われたのかもしれないではないか。藍あい子こから聞いたが、彼は禍具ワースについての全すべてを忘れているのだろう？」

「な、に──」

　反はん駁ばくが途中で止まる。思い出してしまった。あの夜の台所で、春亮に囁ささやいたことを。

「その様よう子すでは考えなくもなかったようだな。呪のろいを解とくなどという行為を人間が手伝てつだうなど……それは二重に愚かだ。我われ々われのような人でないモノが、人を超越したモノがわざわざその証あかしを失ってどうする。無む駄だで無む益えきだ。そしてそんな無駄で無益な行為をただの人間が手伝うなど──ああ、彼は今までどれほど心病やんできたのだろうな？　苦しんできたのだろうな？」

「……黙だまれ」

「苦しいのなら、無益なら、そんなことはしなければいい。俺は彼をそんな責せめ苦くから解放してやったのだぞ。その重荷を告解させ、忘れさせてやったのだぞ。無理に取り戻す必要などないのではないかね？」

「黙れ！」

　怒りはあったが、迷ってはいなかった。

「あいつは──望んでいる。取り戻すことを。責苦などではない、それはあいつにとっても大事な思い出なのだ」

　間違いなく、そう思う。なぜならあの夜、春はる亮あきは確たしかにそう言ったし──

「……お前は意図的に春亮から呪のろいの道具についての記き憶おくを奪ったわけではないのだろう。全すべてを奪うつもりが途中で私に邪じや魔まされ、結果としてそうなったというだけだろう？　お前は偶然だと思っておるのかもしれんが、私はそうは思わない」

「ほう、なぜだ」

「多た分ぶん、春亮にとって、その記憶はとても大きなものだったのだ。あいつの中のほとんどを占めるほどに大きなものだったのだ。だからその思い出から忘れていった──そう思うぞ！」

「恣し意い的てきな解かい釈しやくだな。何よりも忘れたい重荷だったからかもしれんではないか。実じつ際さい思い出せば少年は落胆するだろうよ……折角忘れていたのに、とな」

「黙だまれと三度言うぞ、教ナロ会区ウ・ナ《奈ロウ・落》アビス。お前は最悪だ、その口を閉とじて砕けろ！」

　ルービックキューブを《星棍"Morgenstern"》に変え、間合いを詰める。アビスもステップして踏ふみ込み、体重の乗った拳こぶしを繰くり出してきた。馬ば鹿かめ。いかに硬い拳といえども、質量を叩たたきつけることに特化したこの処しよ刑けい具ぐに勝てるわけがない。

　そして案の定《星棍"Morgenstern"》は拳に打ち勝ち、アビスは弾はじかれるように後こう退たいして膝ひざをつく。フィアはさらに突進しようとするが、

「こちらは素す手でだというのにその遠えん慮りよ会え釈しやくのなさ、聖なるかな、だ。ならば狭ナロきウ・ナ狭きロウ・奈落アビスに蟠わだかまる闇やみを見るがいい」

「むっ!?」

　手袋から霧きりのように漏れ出す黒色。それはすぐに形を持ち、三本の槍やりとして伸びてきた。

「二十番機き構こう・斬式大刀態《凌遅の鉈"A hatchet of lingchi"》──禍動curse/calling！」

　長大な鉈なたで三本まとめて薙なぎ払う。槍の先端は曖あい昧まいに雲散したが、アビスの手袋に繫つながる根本部分にはさらなる蠢うごめきの予兆。さらに、

「なるほど、日本刀よりはやりにくい。だがどこまで耐えられる！」

　新たに数本、槍と鞭むち。硬質と軟質。アビスはビブオーリオの車くるま椅い子すの前から動かない。たまにその視し線せんは窓まどのほうを向いており、黒くろ絵えの行動を警けい戒かいしているのが見て取れる。

（先さき程ほど打ち合ったのはただのお遊び。後はそこからの遠えん距きよ離り攻こう撃げきで終わらせるつもりか）

　ではどうする？　答えは刹せつ那なに出る。必要なのは間合いを詰めるための道作り。この邪魔な闇を、一いつ瞬しゆんでもいいから一度に払ってしまえば──

　──できるか？

　──できる。

　なぜなら自分は知っている。あの城主の狂気の全すべてを。

「五番機構・刺式佇立態《ヴラド・"A skewer ツェペシュloved by の杭Vlad Tepes"》！」

　処刑杭くいを投げつける。刺さったのはアビスの手前の廊下だ。闇の槍の一本も貫つらぬいてはいない。だがそれでいい──これはただの布ふ石せきだ。

　それを引き戻すより先に勝負を決めるつもりか、アビスの闇やみが処しよ刑けい杭くいの横を通ってこちらに伸びてくる。そこでフィアは杭に繫つながったままの立りつ方ぽう鎖さに躍やく動どうの意志を伝えた。

「十二番機き構こう・絶式旋刃態《颶風殺人柱"Tornado of souls"》、禍動curse/calling！」

　刹せつ那な、杭は太い円柱に変じて直立する。その円柱から垂すい直ちよくに突き出しているのは、長さの不ふ揃ぞろいな無数の刃やいばだ。そして、ぎちぎち、という歯車の音を合図にその刃は竜たつ巻まきの如ごとく柱の周囲を回り始め──アビスの伸ばす闇の触手を乱らん雑ざつに巻まき込んで断たち切った。

　刃の竜巻は教室の壁かべに爪つめ痕あとを刻きざむ。既に瀕ひん死しの状態だった窓まどガラスに致ち命めい傷しようを与える。つまるところ、その暴ぼう虐ぎやくは廊下という空間の全すべてを手中に収おさめていた。その領りよう域いきにおいて、殺さつ人じん颶ぐ風ふうは決して制せい空くう権けんを手放さない。

「これは──何だ？」

「はは、この私の周りを三人で囲んでキャッチボールが行われていたのを思い出すぞ！　勿もち論ろんボールは手足を縛しばった人間だ。少しでも狙ねらいがずれたりボールがよろめいたりすれば、肉片、肉片、肉片！　七人家族を順々にボールにして遊んだときが一番盛もり上がっておったな！」

　どれだけ効こう果かがあるかはわからなかったが、少しでも威い嚇かくできればいい、と思い出したくもない記き憶おくを叫んでやる。最後に残されて絶ぜつ望ぼうと発狂の虜とりことなった少女が最初の一投で自らこの刃の中に飛び込んできたのも思い出したが、そこまで説明してやるのは時間が勿もつ体たいない。

　フィアは疾しつ駆くしつつ、タイミングを合わせて竜巻の動きを停止。同時に再び《星棍"Morgenstern"》へと形けい態たいを変えてそれを摑つかみ取った。行く手を阻はばむ闇は刈り取っている。アビスが新たな闇を生み出すよりも早く、フィアは無む防ぼう備びな彼に肉にく薄はくし、超重量の凶器を振りかぶり──




　そして、今までとは比較にならないほどに爆発的な闇が溢れた。




「な──っ!?」

　廊下の後方まで吹っ飛ばされる。後こう方ほう宙ちゆう返がえりしつつ手足で着地し、顔を上げて見えたのは、

　十字架。

　車くるま椅い子すに座すわったままのビブオーリオに摑まれた、十字架。

「……やれやれだ。この姿すがたでないと勝てん相手か」

「逆に言えば、この姿なら勝てるでしょう」

「ふん……なるほど、本来の姿になればもっと多量の闇を操あやつれるというわけか。出し惜しみせずに最初からやっておればいいのだ」

　立ち上がる。ダメージはほとんどない、まだいける。

「だが私はお前が有利になったとは思わんぞ。それでお前はもう動けなくなった。回かい避ひ手しゆ段だんがなくなったというわけだ」

　その言葉に応こたえたのは、アビスではなく、ビブオーリオ。

「では持ち手の私が動くことにいたします。見ているだけというのもそろそろ退たい屈くつしてきたところですので」

　車くるま椅い子すからゆっくりと立ち上がる。まだこの前の怪け我がが治っていないのだろう、足はふらついており、時折苦しそうに顔を歪ゆがめてもいる。腹に何個も穴を開けてやったのだ、当然だ。

　だがビブオーリオはそこで十字架に向けて微笑する。

「お願ねがいね、アビス」

「君の身体からだを酷使したくはないのだがな。仕方あるまい」

　そして、十字架の周囲に蟠わだかまっていた闇やみが蠢うごめき──ビブオーリオの服を引き裂いた。

　金きん色いろと純じゆん白ぱくで形作られた裸身。腹に巻まかれていた包帯も純白。しかし一部分にだけ異い色しよくがある。藍の水銀色。そう、彼女が今まで手て袋ぶくろで隠していた右手は、肘ひじのすぐ下あたりまでが、あの蠱こ毒どくと同じ物質に──

「ええ、これが藍あい子こ様の呪のろいですよ。所有者を蠱毒化する……あの方が蠱毒を生み出し続けているせいでしょうか、進みが速いですね」

「貴き様さま、そこまでっ!?」

「我われ々われは呪いを全肯定する。それを標ひよう榜ぼうする組そ織しきの長おさとして当然のことです。もしこれが進めば完全に蠱毒になってしまうのでしょうが、あの方の礎いしずえとなるというのならば恍こう惚こつすら覚えます。アビスとお別れになるのだけは辛つらいですが」

「狂人め！」

　フィアの言葉にくすりと笑ったビブオーリオの裸身に向け、さらに闇が蠢く。それは刹せつ那なに薄うすく硬質化し、彼女の身体からだを覆おおっていく──

　それは黒の衣服で、黒の包帯で、黒のコルセットで、黒の鎧よろいだった。形状こそ違えど、彼女が着ていた法ほう衣いだった。アビスという偽神に仕える巫み女この証あかし。

「ああ──楽になったわ。ありがとう」

「ギプスを嵌はめて無理に動かしているようなものだからな。終わればまた痛いたみが出るぞ」

「愛すべき痛みよ」

「でええぇぇぇいっ！」

　二人ふたりの気持ち悪い語らいが終わるのを待つ気はなかった。一気に間合いを詰め、鉄てつ球きゆう棍こんを叩たたきつける──が、手て応ごたえはない。慌てて背はい後ごを振り向くと、

　ビブオーリオは空中にいた。自転車の荷台に乗るように、膝ひざを揃そろえてアビスに横よこ座ずわりしつつ。

「な、飛んっ……」

「ははは！　神たるもの、空くらい飛べずしてどうするね！」

　どうやら十字架の下方から闇を噴ふん出しゆつさせ、その反動で浮いているらしい。フィアはあの河か川せん敷しきのことを思い出した。

「そうか。春はる亮あきを見つけたあのときも、それで飛び上がって逃げたのだな」

「自慢げに言ってはみたが、エネルギー効こう率りつは悪いのだ。曲芸の域いきは出んよ……さて、と」

　再ふたたび廊下に舞まい降おりるビブオーリオとアビス。ビブオーリオはアビスを軽く構かまえた。この前の食人調理法カニバルクツカーと似たような姿すがただが、こちらこそが本来の十字だ。自然体で隙すきがない。

「今更ですが、もう一度お聞きしますね。フィア様、我われらビブオーリオ家族会フアミリーズに」

「くどいっ！」

　フィアは再び間合いを詰めて鉄てつ球きゆう棍こんを叩たたき込む。対抗して繰くり出される十字架──接せつ触しよくの直前にそこから闇やみが溢あふれ、盾たてのようになって鉄球を簡かん単たんに弾はじく。分ぶ厚あつい岩がん塊かいを殴ったような感触だった。たたらを踏ふんだそこに、十字架から闇の触手が伸びてきて、

「二十番機き構こう・斬式大刀態《凌遅の鉈"A hatchet of lingchi"》！」

　慌てて後こう退たいしながら鉈なたで刈り取る。その隙をビブオーリオは見逃さず、上段から十字架を振り下ろしてくる──受ける。繰り出す。避ける。変形。闇。飽和。下がる。変形、竜たつ巻まきで刈る。変形、前進。再び打ち合う。

「……フィア様、諦あきらめてはいただけませんか？　題すれば《闇は終しゆう焉えんに這はい寄よるのみ》という感じなのですが」

「それは、こちらの、台詞せりふだっ！」

　無む我が夢む中ちゆうで身体からだを動かしつつ、フィアは感じていた。頭の片隅に、どこか高揚している部分がある。戦せん闘とうの高揚？　そうかもしれない。血に近しい高揚？　違う。その《違う》ことへの、血を求めて動いているのではないことへの、高揚だ。かつてないほど様々な自分の姿を──拷ごう問もん処しよ刑けい用ぐ具を駆使しても、自分は過か去こより遥はるか遠いところにいる。それが自分でもわかった。

　誰だれかを害するのが目的ではない。

　これを振るうのは、ただ──ただ。

　自分の背はい後ごに存そん在ざいする、誰だれかを救いたいが為ため。

　だから、負けられない、と強く思う。いや、それは変じるのだ。容易たやすく、もっと力ある言葉に、変じるのだ。きっとそれが、高揚の正体。

（──負けるはずが、ない！）

　その思いが、十字架を砕くだくまで、フィアの手を動かすのを止めない。
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　唸うなり声はない。呼こ気きすらもない。生物であり生物でない。金きん属ぞくに見えて金属でない。それが楯たて岡おか藍あい子この蠱こ毒どく。藍あい蠱こ。

　だが問題はないだろう。普段ふだんなら気配けはいが探さぐりにくかったかもしれないが、今は雨だ。雨に当たって音を出さない物体はない。

　だから忍び寄ってきていた赤あか子ごの蠱こ毒どくを一突きで殺した。さすがに嫌いやな気分だった。赤子そのものの姿すがたではなく、藍あい色いろの変な金きん属ぞくの姿だったからまだマシだったが──藍あい子こがこの姿の蠱毒をあまりストックしていないことを祈るしかないだろう。不ふ快かいな苛いら立だちが増ます。

「……あなたも、邪じや魔ま、するの？」

「ええ。邪魔しないわけにもいかないでしょう、この学校にいる人間を皆殺しにするなんて。どうしてそれで蠱毒が作られるのかはまだ理り解かいできてませんけどね」

「……人化できるほど呪のろわれたことで、私は変質した。蠱毒の本質は、閉とじた領りよう域いきで奪われた生命を勝者の糧かてとすること。私は、私が存そん在ざいしている場所を自らの手で閉じたなら、その空間そのものを私という壺つぼとして扱あつかえる。物理的に脱出できる可能性が多少はあろうとも──この学校という空間は、もう、概念的に閉じている。もう私になっている……」

「そこでみんなを殺せば、その生命は勝者であるあなたのものになる、というわけですか。なるほど、理解しました。残る疑ぎ問もんは、どうしてビブオーリオ達たちに言われるままにそんなことをするのか、ということですが──」

　そのとき、今までいた三階廊下の窓まどガラスが一斉に割れた。元気の有り余あまっている誰だれかが派は手でな拷ごう問もん処しよ刑けい具ぐでも繰くり出したのだろう。背はい後ごの泥土にぼとぼとと落ちるガラス片へんの音を聞きながら、このははふぅと息を吐はいた。

「ですが、わたしだけのんびりしていてはまたあの子に文もん句くを言われそうです。それはあなたを止めてからゆっくり聞くことにしましょう」

「……そう。ごめんなさい。ごめんなさい。やさしくしてくれたのに。ごはん、おいしかったのに。でも、やらなくちゃ、やらなくちゃ、いけないから……」

　料理を褒ほめられて悪い気はしない。にこりとこのはは笑いつつ、

「ありがとうございます。でも勘違いされると困こまりますので言っておきますが──わたし、きっと、フィアさんより優やさしくないと思いますよ？　特に今は」

「え……」

「ああ、予想はできます。あの子は馬ば鹿か正しよう直じきに一匹ずつ倒していったんでしょうね。ほんとう、お馬鹿さんです。相手が多かったら多かったで、いくらでもやりようはあるでしょうに」

　言いながら歩を進めると、はっと藍子は息を吞のんだ。彼女が腕を振ると、蠱毒が一斉に飛び掛かってくる。

　まずは見定めた一体に手しゆ刀とう。硬かったが、なんとか頭とう頂ちよう部ぶを断たつことに成功する。その結果を見ることもなく、このはは数歩後こう退たい──半はん瞬しゆん待ってさらに一歩、振り向くと同時に後退。視し界かいの端に、目標を見失って激げき突とつしてしまった二匹の蠱毒が見える。それで得た数瞬で別の一体をやりすごし、角度を計算して裏うら拳けんを入れて吹き飛ばす……無む論ろん、飛んでいったその身体からだで他ほかの蠱毒の行動が阻そ害がいされるように。

「なんて言ったらいいんでしょうかね……コツは視し野やの広さと想そう像ぞう力りよく、ですか」

　無理に敵てきを殺す必要はない。隙すきを見てやればいい。

「まったく……本当に、戦場の記き憶おくが役に立つなんてヤな感じですね。あ、それで一つ思い出しました。最初、何かイラッとする臭においが、とか言ってましたが。あなた、ひょっとして徳とく川がわに縁ゆかりのある人間に持たれてたことありませんか？　楯たて岡おかって伊い賀が者ものがいたような気がしないでもないんですけど」

「……ある、かも」

　それを聞いて、このははふわりと頰ほおを緩ゆるめた。

「何か知りませんが、徳川の縁には自然と力が入っちゃう性せい質しつなんですよ。手て加か減げんはしたいと思いますけど、さらに優やさしくなくなっちゃう可か能のう性せいがありますので気をつけてくださいね」

「……！　藍あい蠱この二十三、名称《不詳》！　藍蠱の二十四──」

　泥を跳ね飛ばし、新たな蠱こ毒どくが現あらわれる。

　このはは再び薄うすく笑って、懐なつかしい戦場へとその身を躍おどらせた。
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　迷まよいはなかった。後はただ、家族の元に駆け寄って、自分の役やく割わりを果たすだけだった。

　なのに。

　学校に辿たどり着いてまず見えたその光景が、再び自分の中身を搔かき乱みだす。




　ぐるんと世界が反転するような。

　吸すい込む大気が生なま温ぬるい体たい液えきになってしまったかのような。

　違和。

　乗り越えていた塀へいから落ちる。十数年ぶりの体たい験けん。塀に隣りん接せつして植えられている高木の根元で、ぐちゃぐちゃになった地面に膝ひざをついて立ち上がろうとし、顔を前に向けると──

　また、見えた。

　犬らしきモノが次々と斬り殺されていく光景が。

　どくん。ここ最近何度か感じていた、脳のう髄ずいを貫つらぬく違和感。

　クルリは嘔おう吐とした。泥に混じる胃い液えき。握っていた《回マタ帰す・プる産ワガ・子刀ククリ》を震ふるわせて手をつく。

　鳴き声が聞こえる。鳴き声が聞こえる。

　噓うそだ。あの藍あい色いろの犬達は鳴き声などあげてはいない。でも聞こえる。

　じゃあ、自分は、何の鳴き声を聞いている？

「はぁ、あ、は──あたし、おかしい……くるっ、て……？　う、うぇぇぇっ……！」

　歪ゆがむ視界の中、藍あい子こがさらに蠱毒を呼び出すのが見える。どくん。それは藍子の力を確たしかめようとしたあのとき、アビスが攫さらってきた三匹の犬だった。藍あいの水銀に塗ぬり潰つぶされてはいるが、体型や耳の形を見ればわかる。ノーリッチ・テリア。アメリカン・コッカー・スパニエル。スキッパーキ。あれ、なんでこんな犬の名前知っているんだろう。なんでこんな正せい確かくに言えるんだろう。犬に詳しかったっけ。どくん。どくん。飼かってもいなかったのに──飼ってもいな──飼って──




　二階堂ユタカ。




　飼っていた。

　胸むねが膨ぼう張ちよう破は裂れつする鼓動、頭ず蓋がいがはち切れる眩暈めまい、喉のどが焼き切れる嘔おう吐と感かん。どくん。

　泥水と胃い液えきの混じった汚水が何かを映うつしていた。ユタカ。心中から生せい還かんした自分を待っていてくれた、叔お父じにも幾度となく吠ほえかかってくれた、歳とし老おいた大型犬の姿すがた。死んでいた。熟じゆくしたイチゴ色の水たまりの中で活動を停止していた。喉が搔かき切れて、毛皮がぱっくり捲めくれて、肉がぴくぴく蠢うごめいて、四肢が喘あえぐように痙けい攣れんして──そして、それを見下ろす誰だれかの手には、くの字に曲がったナイフが──

「……ふあっ、あっ、あ！」

　汚物に触れている。そう判断した手が《回マタ帰す・プる産ワガ・子刀ククリ》を取り落とす。泥水を跳ね上げる。勇気を与えてくれたはずのナイフ、叔父を殺してくれたはずのナイフ──その後も血を求めて動いたナイフ。

　差し込まれたのは、何度も涙を包み込んでくれた、温かい毛皮の中。

　最後に残った、最期まで自分の味方だった、家族の身体からだの奥。

　それを、思い出して思い出して思い出して思い出して思い出してしまった。

　同時に気付いてしまった。なぜ忘れていたのか。なぜ忘れてしまっていたのか──




　いつしか自分の吐と瀉しや物ぶつに突つっ伏ぷしていたクルリの顔が、ゆっくりと上がる。何もかも奪われていた。その小さな身体には何もなかった。左右で不ふ揃ぞろいな髪が雨水を受け入れて垂たれ下がり、小さな少女の顔を隠している。無。虚無。

　震ふるえという存在すらも失った虚うつろな唇が、僅わずかに動いて。

「……うそつき……」

　紡がれた言葉は誰に向けられたものだったか。知らない。ここにいない誰かも、雨も、吐瀉物も、曲がった刃やいばも、濡ねれた髪も、遠い戦いの水音も、二に階かい堂どうユタカも。

　誰も──知らない。
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　最大の問題はあの闇やみの緩かん衝しよう材ざいだ、とフィアは判はん断だんした。何度武ぶ器きを叩たたきつけても弾はじき返される、十字架を守る不定形の盾たて。あれをどう突とつ破ぱするかにかかっている。

《星棍"Morgenstern"》の衝しよう撃げきは受け流される。《凌遅の鉈"A hatchet of lingchi"》の刃やいばは通らない。《人体穿孔機"Man-Perforator"》は惜しい手て応ごたえがある。そう、必要なのは貫通力だ。ただ純じゆん粋すいな鋭するどさ。

　そんな拷ごう問もん処しよ刑けい具ぐはあるか？

　──あるとも。

　自問自答して、フィアはビブオーリオから間合いを取った。助走のために。

　間かん髪はつ入いれず射しや出しゆつされた闇あん槍そうを適当に弾きつつ、フィアは十字架を睨にらんで言う。

「──私はお前を壊ころすぞ、教ナロ会区ウ・ナ《奈ロウ・落》アビス」

「今更な感があるが。俺おれとお前は同じものなのにか、箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ」

「同じものだからこそだ。同じものでありながら、お前の在あり方は間違っている。だから私がこの破は壊かいを以もつて正す」

「私達たちにしてみれば」「お前の在り様こそが間違っているのだが」

　ビブオーリオは苦笑しつつ。アビスもきっと、同じように苦笑しつつ。

「ならば、その鬱うつ々うつとした闇と私の嗜し虐ぎやくとに問うてみるがいい！　どちらが正しく呪わしいのかをだ！」

　決戦の高揚を意い識しきしつつ、フィアは前ぜん傾けい姿し勢せいになって廊下を走る。ただ一心に走る。闇が飛んでくるが顔を僅わずかに動かして避けた。頰ほおが裂さける感触。だが足は止めない。鞭むちに変じて絡みつかれるより前に、さらにスピードを上げて疾しつ駆くする。そして速度に乗ったまま、ルービックキューブに戻していた似に姿すがたを軽く持ち上げ──

「三十番機き構こう・開式鋭形態《花弁剣"The flower sword ベラゼッラVerazella"》、禍動curse/calling！」

　現あらわれたのはひたすらに長い、槍やりじみた細剣だ。特徴的なのはその先端──鋭するどい剣先を頂ちよう点てんにして、先端数十センチの部分だけが水滴型、あるいは卵たまご型がたに丸みを帯びている。一いつ直ちよく線せんに伸びた刀身の意い義ぎを否ひ定ていするように。

　フィアはその剣先をアビスとビブオーリオに向けたまま、さらに走る、走る、走る。闇の槍が肩を撫なで髪を通つう過かしてもそれは足を止める理由にはならない。走る──ひたすらに前へ！

「特攻か、聖なるかな！」

「アビス──行くわ！」

　肉にく薄はくに成功する。ビブオーリオが巨大な十字架を叩きつけてきた。

「──ぬああぁぁぁぁっ！」

　フィアは渾こん身しんの力を込めて、疾走の勢いきおい全すべてを託して、構かまえた槍剣を突き出した。激げき突とつする。今までと同じに、十字架の前に現れた闇やみ色いろの何かに阻はばまれる──いや。

　今までと同じでは、なかった。

　押し込む。全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めて押し込む。闇を徐じよ々じよに貫つらぬいている手て応ごたえ。どうだ──

「アビス！」

「ぬっ……」

「が・あ・あ……っ！」

　じりじりとじりじりと、槍そう剣けんの先端が闇の奥深くに侵入していく。

　何の工夫もない力技。ただ貫かん通つうを狙ねらうだけの単たん純じゆんさ。

　だからフィアはただ願ねがう。願って、願って、ただひたすらに押し込み続ける。

　まだか。まだか。まだか──
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　そのとき、このはも動きを止めていた。まだ蠱こ毒どくは生み出され続けている。

「藍あい蠱この三十二、名称《不詳》。藍蠱の三十三、名称《たま》。藍蠱の三十四、名称《グレゴリー》。藍蠱の三十五──」

　そろそろケリをつけようと思った矢先のことだった。どうやら一気に決着をつけようとしたのは藍あい子こも同じだったらしい。距きよ離りを開けてから、その言葉は延えん々えんと止まらない。

（いくらなんでも、こんな数は……）

　現げん在ざい既に十体近く。戦場の経けい験けんはあれど、それはあくまで人間が相手の話だ。一度に斬きりかかられる数には限度がある。だが小さな蠱毒は容易たやすくそれを超ちよう過かするのだ。ふと、サヴェレンティの人形に襲おそわれたときのことを思い出す──あれも数が多すぎてどうにも難なん儀ぎした。

「藍蠱の三十六、名称《不詳》。藍蠱の三十七、名称……」

　なぜか、そこで藍子は一いつ瞬しゆんだけ言い澱よどんだ。何かを躊躇ためらうように。何かに苦しむように。

　けれど彼女はぐっと息を吞のみ込み、開き直ったかのように続ける。

「名称、《ハインツマン・ディメルゲルグ》！」

　その召喚で現あらわれたのは人だった。赤あか子ごではなく、成人した男のフォルム。このはは驚おどろくが、すぐにその感情を抑える。

　この学校の人間を狙っていたことから、蠱毒が犬猫や赤子に限らないのは予想していた。今まではおそらく、呪のろいに関かかわるコストパフォーマンスや扱いやすさの観かん点てんから犬猫をメインにしていたのだろう。今になって人の蠱毒を使い始めたのは、きっと、所有者がコストパフォーマンスなど気にしないほどの狂人に変わったというだけの話──

　藍あい色いろの金きん属ぞく人にん間げんを生み出し、藍子は肩で大きく息をつく。

「……これで、ぜんぶ」

「へえ、そうですか。それでどうするんです？」

「こうする」

　殺到してきた。動きを計算するのなら、計算が鈍にぶるほどの物量を用意するという力ちから業わざ。

　身み構がまえつつ、このはは眉まゆを顰ひそめて思った。

（避けられる。回かい避ひはできる。だがそれだと終わらせられない──！）




　──下へ手たな手出しをして邪じや魔まになってはいけないと、今まで大人おとなしく見守っていたが。

　手伝てつだうべきときというのは重なるものだ。

　そんなことを考えながら、未いまだ樹じゆ上じようにいる黒くろ絵えは囁ささやいた。

「モード《カオティック忠ただ盛もり》及び《ペネトレイター良よし将まさ》」




　このはは動かなかった。全方位から蠱こ毒どくが殺到しても。

　そして一歩も動かないまま彼女は藍あい色いろの雪崩なだれに巻まき込まれ、その姿すがたを消す。

　だがそのとき、藍あい子こが蠱毒から感じたのは──困こん惑わくの気配けはい。

「……？」

　自身も困惑したとき、近くの樹上から黒髪がするすると伸びてきて、素早すばやく蠱毒達たちの中心点から何かを拾い上げる。そしてこちらに向けて放り投げる。それは、薄うすい黒くろ鞘さやに覆おおわれた、一振りの日本刀で──

「！」

　驚きよう愕がくした刹せつ那な、それが再び人の姿を取った。鋭するどい目の彼女は藍子の首を片手で摑つかみ、吊つり上げる。

「終わりです。どうしようもない大軍相手の場合、まずは将しようを討うつべし、と。言うほど簡かん単たんなことでもないんですけどね」

「う、ううっ……」

「聞いていますか？　まあ聞いてなくてもいいんですけど──降こう服ふくしなさい。とりあえず蠱毒を消すんです」

　嫌いやだ。首を横に振ると、その顔がゆっくりと近付いてきた。眼鏡めがねの奥の瞳ひとみがぎちぎちと細くなって、まるで猫の目のように瞳どう孔こうがおかしなことになって──

「妾わらわが優やさしく言っておるうちが華ぞ、蠱この壺つぼ。徳とく川がわ臭くさい骨こつ董とうなぞ、昔の妾なら即そく座ざに縊くびり殺しておる。この気が変わらんうちに……さっさと言う通りにせんかッ！」

　駄だ目めだ。勝てない。この人には、勝てない。それを本ほん能のう的てきに悟った。

　喉のどを絞しめる力が強くなり、息ができなくなる。むせながら必死に首を縦たてに振った。夢中で蠱毒をポケットに戻すと、ふっと喉の圧あつ迫ぱく感かんが弱まる。

「今日きようのわたしは、駄目ですね。余よ裕ゆうがないからか、しょっちゅう下品な言こと葉ば遣づかいに……反省しましょう」

「っ、うっ、かっ、げほっ……」

　手が離はなれ、地面に落ちた。苦しい。怖い。失敗した。やらなくちゃいけないのに。ただ足あ搔がくことしか考えられなくて、冷たい泥の地面を這はいずる。雨は強くなっているのだろうか、弱くなっているのだろうか？　ああ、弱くなっている。強くなっていると思った理由は、顔に感じる水気は、涙だ。止まらない涙だ。

「うっ……ぐ、ひくっ……」

　顔の前に誰だれかの足があった。あの怖い人の足だろうか。敵てきになったから、負けたから、やっぱり壊こわされてしまうのだろうか。

　恐る恐る、藍あい子こは顔を上げる。

　そこにいたのは、鬼のような表情をしたこのはではなく。

「ああ……なんでだろ」

　ひどく困こまった表情をした、お人ひと好よしそうな顔立ちの、少年だった。

　頭を振りつつ、痛いたましそうに吐息を漏らして、彼は藍子の前にしゃがみ込む。

「まだ、思い出せない。全部、何もかも、君がどこの誰で、どうしてこんなことになってるのかも、よくわからない。でも」




「どうしてかな……その泣き顔を見てると、こうしたほうがいいって思えるんだ」




　そして彼は、藍子の服のポケットに、そっとその手を差し入れた。

「ええっと。やっといてなんだけど。その、セクハラだったら、ごめんな？」

　ポケットの手の感触。

　気まずそうに頰ほおを搔く笑顔えがお。

　依然として頰を伝い続ける涙。

　藍子はそれらに思う。

　これが最後の涙だと、もう二度と涙を流さないと決めて心を凍らせたときのことを想起しながら、ぼんやりと思う。




　ああ──だめだ。

　溶けちゃった。
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　まだか。まだなのか！

　花か弁べん剣けんを突き込む腕から力が抜けかける。全身の筋肉が悲鳴をあげている。

　不吉な焦しよう燥そう感かんが胸中に満ち始めた。まずい。この、まま、では──

　そんなとき、視し界かいの端を黒いものがよぎる。それは窓まどから伸びてきた、硬質化した槍やりのような髪の房だ。目だけを動かして確かく認にんすると、樹じゆ上じようの黒くろ絵えはこちらと木の下を交互に見ながら──器用にも、髪の半分を使って下のほうでも何かしているらしい──親指を立てていた。

　ビブオーリオを狙ねらうその髪に気付いたアビスが、小さな舌打ちで闇やみの一部を迎げい撃げきに使う。黒絵の髪はその黒槍対決で弾はじかれ、逆に搦からめ捕とられることを恐れてか、すぐに引き戻されていった。しかし余よ計けいな闇を使わせたのだ。防ぼう壁へきの密みつ度どは薄うすれたはずだ、とさらに腕に力を込める。数ミリ、数センチの埋没。貫かん通つうまではあともう少し──

　だが。そこで止まる。

　アビスが嗤わらう気配けはい。絶望の気配に、フィアの眼がん前ぜんが暗くなる。折角、黒絵が忙しい中で助力してくれたのに。まだ足りないのか。もはや余力はない。あと一ひと呼こ吸きゆうしただけで、全身から全すべての力は失われるだろう。あと少し、あと少しなのに！

　ふらり、とフィアの身体からだが揺れ。

　全てが終わる、崩ほう壊かいの予兆があって。

　そして──




「うそつき」




　二階堂クルリが《回帰する産子刀》をアビスの中心に埋め込んだ。

　背はい後ごからの、闇の緩かん衝しよう材ざいが展てん開かいされていない箇か所しよへの、

　ただ純じゆん粋すいな、

　断だん罪ざい。

　クルリは虚うつろだった。ひたすらに空虚な目をしていた。

「クルリ、貴き様さまっ！」

「なにが、家族だ……あんたは、ユタカのことを、あたしに忘れさせた。こんなもの、あれを覚えてたら、絶対に、絶対に……」

「お、思い出すか。よほどの、絆きずなが……だが、あれは、お前が望んだのだ！」

　噓うそだ、とフィアは思う。呪のろいの道具を愛する手て駒ごまが欲しかっただけだろう、と呟つぶやく。そう判断する理由は、この男達たちの狂気と最低さだけで充分だ。

　クルリはどう思ったのか。

　その答えは、震ふるえてさらに押し込まれた、糾きゆう弾だんの刃やいばだけが知っていた。

　それでもアビスは破は壊かいされない。小さなナイフの一本では、その十字は砕けない。

「お──おおおっ！」

　闇やみが背後に向けて蠢うごめき、クルリの身体からだを弾はじき飛ばす。ナイフを十字架に刺したまま、小さな少女の身体は廊下の彼方かなたへ転がっていく。

　フィアはその隙すきを見逃さない。闇の障しよう壁へきはさらに薄れている。アビスの意い識しきは逸それている。

（ここだ！）

　フィアは全身に残る全すべての力を搔かき集め、後のことなど考えずに武ぶ器きを押し入れる。抜ける──抜けろ──抜けた！

　がっ、と岩を削るような音を立てて水滴型の剣先が十字架に刺さる──が。

　それだけだ。

　闇が消えたわけでもなく、ただ先端のみがその防ぼう御ぎよを辛かろうじて突とつ破ぱしただけ。

　これ以上はぴくりとも押し込めない。体力も握力も腕力も限げん界かいに近い。

「く……くくくっ。クルリのおかげで少し焦ったが……これまでのようだな……！」

「ああ、これまでだ」

　素す直なおに認みとめた。

　なぜならこれで充分だからだ。

「では諦あきらめるがいい！　俺おれはあの少年を告こつ解かいさせた。呪のろいという神性で救った。もはや禍具ワースの呪いを解とくなどという面めん倒どう事ごとに手を染そめることもなく、故ゆえにお前が家族会フアミリーズに来たところで何の痛つう痒ようも抱かない！」

「まだ言うか、教ナロ会区ウ・ナ《奈ロウ・落》アビス──貴き様さまは、呪いは、人を救わない！　ただの十字が神を騙かたるな！」

　そして、意志を。先端を突き刺したままの花か弁べん剣けんに、さあ動けと意志を。

　愚かだと思った。こんな、ただ突き刺して終わりのような道具が、人の考える嗜し虐ぎやくの全てを詰めた立方体の中にあるはずがないではないか。

「お前はその、ただの十字によって死ぬ。神のように無む慈じ悲ひな私の十字を見るがいい！」

　──開く。

　花弁剣の刀身が四つに分かれ、その先端から十文字に開いていく。先端の水滴型の突起は、それを突き刺してから人を簡単に割り開くためのフックだ。十字型に開く剣という花が、そして肉を捲めくられた人体という花が咲く前の蕾つぼみ。

　強引に開いていく剣が、アビスの十字の上にさらなる十字の疵きずを刻きざんでいく。ゴリゴリと十字架を抉えぐり、割わっていく。

「お……ぐ、お……」

「アビス！」

　ビブオーリオの焦りの声。ざまあみろ、とフィアは全身の力がふっと抜けるのを感じつつ思う。闇の突破に全ての力を使い果たしたのだ。

　膝ひざの力が抜ける。その場に崩れ落ちつつ、しかし武ぶ器きだけは手放さない。急速に暗くなる視し界かいの中、そのどこよりも暗い闇やみが、アビスの周囲から搔かき消えるのが見え──

　そして。

　クルリが裏うらから刻んだ断だん罪ざいと、

　フィアが表から刻んだ聖せい痕こんが、

　呪のろわれた十字をただの矩く形けいに分解した。




　閉とじかけの瞼まぶたの隙すき間ま。

　アビスの闇が消えるのと同時、ビブオーリオの纏まとっていた闇の服も霧む消しようするのが見える。傷きずついた身体からだを無理に動かしていた鎧よろいが消えたためだろう、ビブオーリオは腹を押さえて吐と血けつし、そのまま目の焦点を曖あい昧まいにして倒れた。幾つもの残ざん骸がいと化した十字架も廊下に落ち、ぼろぼろとさらに欠片かけらを飛び散らせる。

　ああ──終わった。やったぞ、春はる亮あき──

　心地ここち好よい疲労感と安あん堵どの中、女の声が笑っていた。

「くく……あ、は、あはっ……」

　泣きながら、笑っていた。

　それでも虚うつろに、何もかもをなくした少女は虚ろに、笑っていた。

「あはっ、はは、はは、ああっ、ううあああはは、うは、ひっ、ぐ……」

　弾はじき飛ばされていたクルリが緩かん慢まんな動作で立ち上がった。足元に転がっていた十字の骸むくろを蹴け飛とばし、しかしそれにも気付かない様よう子すで、ふらふらと廊下の奥に歩いていく。どこに向かうのか、どこかに向かうのか。あるいはそれを探している子供のような──曖昧な、足取り。

　何を言えばいい？　わからない。

　何を伝えればいい？　わからない。

　けれど、何かを言わなければ。

　そう思ってフィアは喉のどを震ふるわせようとしたが、もはや耐え難がたい瞼の重みがそれを許ゆるさなかった。眠ねむ気けが全すべての思考を塗ぬり潰つぶしていく。意い識しきを失う瞬しゆん間かんに見えたのは、なおも笑いながら泣きながら、奈な落らくの底のように寒々しい校こう舎しやの暗がりに消えていく少女の姿すがただけだった。




　どれくらいの間、目を閉じていただろうか。

　ゆっくりと四し肢しに力を取り戻して腰を上げる。ビブオーリオは未いまだ倒れたままで、周囲にクルリの姿はない。いろいろやらねばならないことはあるが、何よりもまずは静かになった外の状況だ。

　窓まどから外の様子を窺うかがうと、やはり既に決着はついているようだった。足をふらつかせながらも飛び降おりる。大分弱くなった雨が、再び自分の身体を冷たく迎えた。

　ぺしゃり、と音が聞こえると、自分の横には黒くろ絵えが立っている。

「一いち応おう言っておくか。助かったぞ」

「このさんのほうも気にせんといけんかったから、ちょっとしか手伝てつだえんかったんじゃけど……まぁ、どういたしまして。お礼は身体からだで返してくれればよさげ」

　ぼんやり眼まなこの黒くろ絵えはいつものように超然と。

　そして近くにはこのはも立っており、フィアはその姿に顔を顰しかめた。

「おいウシチチ。それはあれか、お約束とか持ちネタとかいうやつか。敵を倒したときには常つねに全裸になっておるという」

「へ……はぅあ!?」

　わたわたと脱ぬぎ捨すてた衣い装しようの元に向かうこのはを一いち瞥べつしてから、フィアは視し線せんを巡らせる。目め障ざわりなウシチチ女のことなど、正直どうでもいい。

　どうでもよくないのは──残る二人ふたり。

　地面に身を這はわせる藍あい子こ。その前にはなぜか春はる亮あきがしゃがみ込んでいて、その手を藍子のポケットに突っ込んでいる。危き険けんがないのはわかった。これ以上事じ態たいが動かないのもわかった。

　藍子は春亮の手を握り、それに額ひたいを擦こすりつけながら、ただ泣いているだけだったから。

　春亮の背中に声をかける。

「当然、帰りに何か買ってくれるのだろうな。私の一番の大好物、あの美お味いしーものだぞ」

　春亮は振り返らず、鼻から小さく苦笑の息を漏らして、

「……聞き忘れてたんだが、煎せん餅べいと焼き芋いものランキングは入れ替わってないのか？　大だい感かん激げきしてたみたいだったけど」

　胸むねの奥から何かが溢あふれそうになった。

　とても大きく、心地ここち好よい、笑いたいような、泣きたいような、叫びたいような、そんな感情。

　けれどそれをぐっと堪こらえて、フィアは喉のどの奥から声を絞り出す。

「……ふん。おせんべは不動のランキング一位だ。焼き芋もいいが、なんというか……毎日食っておれば飽きそうな味だったからな。おせんべは毎日でも飽きない。この差は大きい」

　了りよう解かい、と春亮の肩が面おも白しろそうに揺れる。春亮に対しては、今はそれだけでいい。

　その肩の向こうに見える藍子に対して、すべきことが。

　伝えたいことがあると思った。

　クルリには伝えられなかったけれど、藍子には今、伝えてやらなくてはならないと思った。

「家族会フアミリーズは……その手よりも温かい何かで、お前の中を満たしてくれたか？」

　春亮の肩越しに声をかける。

　しばらく反はん応のうはなかったが、ややあって。

　小さく藍子の肩が揺れ、言うまでもない返答がなされたのがわかった。

「自分が何者かを忘れたとて、お前はまた同じことを繰くり返すだろう。なぜならお前は呪のろいの壺つぼで、呪われた壺で、呪われているからだ。そしてお前を所有する家族会フアミリーズはお前を使わないという選せん択たく肢しを選ばないからだ。過か去こを忘れたところで、そこに待つのは新たに呪のろわれる未来。当然すぎるその結末にも気付かなかったのか──あるいは、気付きたくなかったのか？」

　ふぅ、と息を吐はいて、フィアは続ける。

「私も呪われた記き憶おくを忘れたいと思うことはある。毎日のように、ふとしたときに、誤ご魔ま化かしようなく、思う──でも、それはきっと、忘れてはいけないことなのだ」

「……それは、くるしい、よ」

「そうだな。だから言おう。私はお前に言おう」

　残酷な言葉を。

　とても残酷で冷たい言葉を。

「──苦しめ、と」

　藍あい子この身体からだが震ふるえる。

　ああ、だって。

　忘れてしまったら、あまりも救われないではないか。

　呪いによって害された彼らが。

　そして、彼らによって生を受けた、この自分達たち自身が。

　何もなかったことにはできないのだ。してはいけないのだ。

　それは、きっと、どれだけ泣いたとしても。

「だが──」

　フィアはそっと春はる亮あきの背中を見た。このはは慌てて衣い装しようを着ている。黒くろ絵えはどこか優やさしいぼんやり眼まなこで佇たたずんでいる。

「その言葉を聞くのは私も同じだ。だから一緒に苦しもう。一人ひとりでは無理でも、誰だれかと一いつ緒しよなら、きっと耐えられる。私も、お前も。苦しんで苦しんで、それでも自分として在あれる。人のタメになることをして、呪いを解といて、ただの自分として在れる」

「……なにも、できない。わたし。人を呪うこと、しか」

「はは。フィアだって何もできねぇぞ」

「む」

　春亮が笑っていた。嬉うれしそうに笑っていた。そして静かに、藍子の手を引いて彼女を立ち上がらせつつ、

「何にもできない奴やつでも、ちょっと練習して頑がん張ばればできるような、そんな些さ細さいなことをやればいいんだ。特別な能のう力りよくとかそんなのはどうでもいい。正直、俺おれ、あんまりそういうの使ってほしくないからな。いやまぁ使って誰かが助けられるんなら仕方ないんだけど」

　そう、アビスに言った通りだ。呪いで人は救えない。

　だったら自分が先せん刻こく行ったことはなんだったのか。学校の皆を助けるために拷ごう問もん具ぐを振るった行為はなんだったのか──自らの内から問いかけられたその問いに、フィアは即そく座ざに答える。




[image: ]




　呪いで救おうとしたのではない。

　呪いを纏った私が救おうとしたのだ。

　些さ細さいな差さ異い。けれどそれは、とても大きな差異。

「呪のろわれて得た力など、結局は代だい替たいの利きくただの遺い産さんだ。私は、お前が何だろうが、呪われてどういう能力を得ていようが、それで何ができようが、どうでもいい。ただ一つ、私がお前に対して思っていることはだな──皿洗い対決のリベンジをいつ挑むべきか、それだけだ。コツがあるなら教えろ。フェアではないぞ」

　その言葉に、藍あい子こは驚おどろいたように顔を上げた。濡ぬれた前髪を揺らし、その手を支ささえる春はる亮あきを見て、ようやく衣い装しようを着終わったこのはを見て、黒くろ絵えを見て、最後にフィアを見て──

「……ふ[image: ]」

　そんな声を、発した。

　それは、何かが嬉うれしかったからかもしれなかったし。

　それは、皆の視し線せんが恥ずかしかったからかもしれなかったし。

　それは、ただどんな反はん応のうをすればいいか困こん惑わくしていたからかもしれなかったし。




　それは、飛んできたナイフが彼女の胸に突き刺さったせいかもしれなかった。




　──呪のろいは人を救わない。

　──救われたと思っていた人間も、結局は、救わない。
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　アリス・ビブオーリオ・バスクリッハは夢ゆめ現うつつの中にいた。

　腹の傷きずが痛いたむ。体内が熱ねつを持ち、混こん濁だくした脳のう髄ずいを中心としてふつふつと茹ゆだっている。

　ああ、思い出すこの感覚は。十数年ぶりの感覚は。社会通念との乖かい離り行こう動どうに起き源げんする恐怖。絶ぜつ対たい的てきな疎外感に似た実感。過か去この誤ご謬びゆうの自己啓発的受理。

　罪悪感だ。

　教ナロ会区ウ・ナ《奈ロウ・落》アビスが消えたからだ。その呪いが消えたからだ。

　所有者に罪悪感を抱かせないようにするという呪いが消えたからだ。

　罪ざい悪あく感かんを抱かぬ人間は成功する。その悪あしき願ねがいが救われる。邪教徒の願いも麻ま薬やく密みつ売ばい人にんの願いもテロリストの願いも殺人鬼の願いも子供を売る神父の願いも呪われた道具を愛してそのために誰だれかを殺したり殺せと命じたり死ねと命じたりする女の願いも。全すべてが救われる。

　でも救われない。そんな人間達たちが生いき永ながらえるのを許ゆるすほど世界は寛かん容ようではない。だから滅びる。こんなはずはなかったのに、自分がこんなことをするはずはなかったのに、と問いながら滅びる。そして今も滅びつつある。

　ビブオーリオは薄うす目めを開いた。今までも開いていたのかもしれなかったが。目の焦点が合って捉とらえたのは残ざん骸がい。愛していた男の、愛していた超越者の、愛していた十字架の、残骸。

（ああ……！）

　ぞわり、と総そう毛け立だつ。今までしてきたことを、思い出していた。彼を愛したこと。超越者だと愛したこと。家族のように愛したこと。その愛を貫つらぬくために行ってきた──様々な、こと。

（ああ、ああ！　違う、違う、だって違うこれは違う自分は何も──!!）

　記き憶おくと感情に不和がある。自分は自分がしてきたことの全てを覚えている。そのときの感情も理由も全てを覚えている。けれど──そこには、当然覚えてしかるべき一つの感情だけがなかった。罪悪感。

　その不自然さに、今、初めて気付いて。

　溢あふれる。ツケを払えというように、一気にそれが襲おそい来る。

　十数年分の罪悪感の奔ほん流りゆうは圧あつ倒とう的てきだった。脳が疼うずいて心しん臓ぞうが疼いて子宮が疼く。どくどくずくずくと疼く。壊こわれる、壊れる、壊れちゃう。あああ。Ａ。自分はただのＡなのに。

　理り解かいしたくない。何もかも。何もかも、何もかも、何もかも！

　どうして？　どうしてこんなことに？

「うう、ううう、うううううっ……」

　涙と鼻水と血けつ液えきをずるずる零こぼしながら、ビブオーリオは生まれたままの姿すがたで廊下を這はいずる。最も大きなアビスの残ざん骸がいを手に取った。罪ざい悪あく感かん。わからないわからない。

　それでも、瞳ひとみはその残骸に突き刺さったままのナイフに吸すいついていた。

　これだ。このせいだ。

　そして、誰だれのせい？

　ナイフを引き抜く。また這いずるように、壁かべに頰ほお擦ずりをするように、身を起こしていく。ふっと力が抜けて倒れる。愛していた男の身体からだが少し小さくなった。破は片へんを蹴け飛とばしつつ、また身を起こす。血液を窓まど枠わくに擦こすりつけながら膝ひざを伸ばすと、ようやく外の様よう子すが視し界かいに入った。

　銀髪の少女。名前も思い出せない。けれど、つい先さき程ほどまで相あい対たいしていた相手で、目覚めればこうなっていたというのだけは理解できた。

　あいつのせいだ。

　あいつのせいだ。

　あいつのせいだ──！

　だから、腕を持ち上げて。

　呪のろわれたナイフは重みのわりに軽かった。誰かを殺すための刃やいばは混こん濁だくした殺意を受けても喜き悦えつした。非力な女の力で投とう擲てきされてもその殺意を愚直に果たそうとした。

　一いつ直ちよく線せんに、一直線に。

　そのナイフは、どうしてこんなことに、という彼女の疑ぎ問もんを乗せて飛んでいき──




　結果は見なかった。どうでもよかった。身体に何かが巻まきついてきた気がしたが、それもどうでもいいことだった。

　アビスの残骸を抱えたまま、子供のように泣きじゃくりながら、ただ目を閉とじて思う。

　──もう、何も、わかりません。

　──お願ねがいですから、誰か、助けてください。

　──神様。

　──もう、呪ったり、しませんから。
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　緩かん慢まんな一いつ瞬しゆん。

　フィアは自分の前に飛び込んできた藍あい子こを見る。自分の身代わりになって、校こう舎しやの中から飛んできたナイフに胸むねを貫つらぬかれた藍子を見る──

「あ……」

　こぽりと血けつ塊かいを吐はいてから、彼女は踊るように揺れた。泥どろ塗まみれの大地が、重力という摂理を用いてその身体からだを乱らん暴ぼうに受け止める。

　刃やいばは心しん臓ぞうに刺さっていた。それは根元まで彼女に侵入して欲よく望ぼうを果たしていた。

「なっ──！」

「アイコっ！」

「藍あい子こさんっ！」

　駆け寄る。フィアは手を伸ばしたが、その手は途中で止まった。抱き起こせない。抱き起こすことすら何かを呼び起こしそうな、そんな危あやうさがあった。

「な、なぜだ──どうして、こんな……」

「わかりきっちょる、あいつのせいじゃろ！」

　フィアが校舎のほうを振り向いた瞬しゆん間かん、黒くろ絵えの髪が三階の窓まど目掛けて伸びた。そこにいたビブオーリオの身体に巻まきつき、瞬時に拘こう束そく。彼女はもはや前後不覚に涙をぼろぼろ零こぼしているだけで、抵抗も避けるそぶりも見せなかった。

「最後の悪わる足あ搔がきか。どうしちゃろうか……！」

「クロエよ、今はあいつよりもアイコだ！」

「っ……確たしかに。集中したいから、とりあえずこっちはこのまま切り離はなしちょくよ！」

　黒絵が言うには、切り離した髪もしばらくは硬度を保たもっているらしかった。伸ばしていた髪がぷつぷつと千切れて張ちよう力りよくを失うと、拘束されたままのビブオーリオは身体のバランスを失って倒れ、窓の下にその姿すがたを消す。

「頼たのむ、早く治してやってくれ！」

「なんとか、やってみるけどっ……！」

　黒絵が髪を千切り、藍子の傷きず口ぐちに素早すばやく巻きつけていく。黒絵の顔に浮いた焦しよう燥そう感かんが示しめす通り、その髪から精せい気きが付与され始めても、藍子の顔色は一向に良くならない。黒絵のこれは自し然ぜん治ち癒ゆ力りよくを高める。ああ、では、どう足搔いても自然に治癒できない傷だったら……

　藍子は薄うす目めを開けた。仰あお向むけになって滑った前髪の間に、その希少な瞳ひとみ。

「……わたしは、つみを、おかしました。だから、いいの」

「何を言っている！　私も同じだと言った、ウシチチもクロエも！　いや、家族会フアミリーズに入って裏うら切ぎったことか？　それならもういい、みんなが無事ならもういい！　お前はこれから一いつ緒しよに呪のろいを解とくのだ、だから！　罪つみがあるからと言って、私を庇かばってこんなことをしなくても──」

「違う。これは、呪いとは関係のない罪」

　自分には、呪いを解いても決して赦ゆるされない罪がある。フィアは、藍子が先せん刻こく語っていたその言葉を思い出した。

「わたしは──自分の意志で、呪いとは関係なく、ただ殺したいが為ために、人間を殺しました」

　小さな吐と息いき。

　それは、告こつ解かいの、吐息。

「名はハインツマン・ディメルゲルグ。私の前の所有者。蒐集戦線騎士領の騎士《一人分隊アイソレツツ》」

「な──」

　予想もしていなかった言葉。息が止まる。すると、つまり──藍あい子こは蒐しゆう集しゆう戦せん線せん騎き士し領りようのものだったというのか。奴やつらはあのピーヴィーという女を撃げき退たいしてから干かん渉しようしてこなかった。ずっとこのままではなく、いずれはアクションを起こしてくるだろうとは思ってはいたが──

「私は、貴女あなたを破は壊かいする騎士の装そう備びとして、この地に来た。それから、戦うために必要な蠱こ毒どくの補ほ給きゆうをさせられた。それはずっと嫌いやで、そのときも嫌で、嫌で嫌で嫌で嫌でたまらなくなって……だから……もうしたくないから、ただそれだけで、ハインツマンを、殺した」

「そう言えば、その名前……さっきの」

　何か思い当たる節があるらしく、このはが目を細めて呟つぶやいた。それが見えているのかいないのか、藍子は焦点の合わない目で、

「……死体を処しよ理りするために、蠱毒にした。場所は、みんなと初めて会った場所の近くの、廃はい屋おく。それから、何をしたらいいのかわからなくて、歩いた。川を見つけた。水の流れが綺き麗れいだった。でも私の手は汚れてた。だから、川の水で、洗ってた──それが、あそこにいた理由」

　そして出会った。可愛かわいい犬がいて、もう持ち主がいないから殺さなくてもよくなった犬がいて、そんな事情を何も知らなかったこの愚かな自分に抱かされて──

「……呪のろいの衝しよう動どうでも、呪いの能力に必要だからでもない。私はただ、自分が殺したかったから、人間を殺した。その罪がある。これは、その、報むくい……だから、いいの」

「よ──よくない。ああ、いいはずがあるものか！」

「報いなら、償つぐないなら、こんな形でなくてもよかっただろ！　こんな、こんな！」

　藍子を覗のぞき込むフィアと春はる亮あきを、藍子は嬉うれしそうに眺めて。

　微笑ほほえんだ。

「えと……二つ、おねがい、していい？」

　断ことわれるわけがない。ただフィアは、代わりにたった一つの単たん純じゆんな願ねがいを聞いてほしかった。

　誰だれかに。それを叶かなえられるなら誰でもいいから、誰かに。

「……ハインツマンを殺してからどうするかなんて考えていなかった。ただ、あんなことするのを止めたいだけだった。貴女あなた達たちの家に行ったのは、ただの偶然。でも、本当に、予想もしないほどに──いいところ、だった。少しの間だけだったけど、わかる」

「あ……ああ。いいところだぞ、あの家は。おんぼろで、広いだけが取り柄だが──いいところだ。だ、だから！」

　おかしい。どうして声が震ふるえるのだろう。視し界かいがぼやけてくるのだろう。

「そう、だから……私、あの家に、いたい。どこでもいいから、倉庫とかでいいから、置いておいてほしい。邪じや魔まじゃ、なければ」

「邪魔な、もんかよ……呪い、解とくんだろ。フィア達と一いつ緒しよに。だから──家主の俺おれが許きよ可かする、ああ許きよ可かする！」

「……うれしい」

　同じように声を震ふるわせている春はる亮あきの手を握って、また、微笑。

「先せん輩ぱいのわたしも、許可します。あなたはきっと、やかましくてうるさくてちっちゃい誰だれか二人ふたりよりもよほど理想的な後輩になるでしょう」

「先輩その２のうちも。夜な夜な、先輩らしく後輩に好きな人トークを強制するのが楽しみでたまらない……本当に」

　このはと黒くろ絵えが、それぞれ、静かな口く調ちようで言って。

「せ……先輩その３も、だ。さっきも言ったぞ。お前との勝負は、まだ、ついておらん。先輩としてのイゲンを、まだ、見せられておらんからな……」

　藍あい子この前髪が吐と息いきで揺れる。その息の意味は、先せん刻こくと同じ。

「そ、それで、もう一つは何だ!?　家や主ぬし権けん限げんをフルに使ってやるぞ。言え、藍子、ほら！」

「……ぽけっと」

　それで春亮は彼女の言わんとしていることを悟ったようだった。勿もち論ろん、この場にいる誰だれもが悟っていた。

　彼女は、からっぽではなくなりたいのだ。

　蠱こ毒どくなどという呪のろいではなく、もっと優やさしいもので。

　小石などという冷たいものではなく、もっと温かなもので。

　その中身を満たしたいと、満たしていきたいと、願ねがったのだ──

「ほら……」

　春亮の手が、ゆっくりと、彼女のポケットの中に入っていき。

　藍子は、今までに見たこともないような満ち足りた顔で、

「……ぽわ」

　と笑った。それからの呟つぶやきは、とても静か。

「ああ……もう、誰も呪わなくていい。もう、誰にも呪われなくていい。昔のことは覚えていて、覚えているのはやっぱり苦しいけど、一人ひとりじゃない。ほんとに、ほっとした──」

　そして彼女は、何かを思い出したようにフィアを優しく見やって、

「でも──そう。ふぃあの、本番の、ダンス、見たかっ……」




　言葉の途中で彼女は消えた。




　中身を失った服。その上に乗っているのは、

　ナイフが刺さっていて、

　そこから大きく割れて砕くだけていて、

　けれども綺き麗れいな、ただひたすらに綺麗な、

　藍あい色いろの壺つぼ。

　春はる亮あきは覚えていた。彼女が家に来たときのことも、それから家族会フアミリーズに願ねがいを託したことも。

　全すべて。

　でも、思い出せたのに。

　どうして──何もかもが元通りに、ならないのだろう。

「くそっ……黒くろ絵え、なぁ黒絵！」

「……ごめん。うちのは人間の自し然ぜん治ち癒ゆ力りよくを高めるだけのもの。あまりに深すぎる傷きずは無理じゃし、道具の状態になったものには効きかないし──勿もち論ろん、死人は、治せない。でも」

「でも？」

　それに答えたのは、しゃがんで藍あい子この欠片かけらを拾い集めていたこのはだった。

「……わたし達たちには人と道具の性質が両方具そなわっています。つまり道具の状態での破は損そんも、人のように治癒する場合があります。刃は零こぼれしていた刀が勝手に研とぎたての状態になっていたり、ほつれたぬいぐるみが勝手に直っていたりするのと同じに。以前サヴェレンティさんの胸むねを軽く切ったとき、あの傷が塞ふさがったのもそうです」

「じ、じゃあ！」

　顔を上げた春亮に、このはは悲しそうな顔で首を横に振った。

「けれど──やっぱり、道具としても人としても完全に《死んだ》ものは直りません。折れた刀が刀ではなくなるように、焼かれたぬいぐるみがぬいぐるみではなくなるように。自分の在あり様を失うほどに破は壊かいされたものは、もう、どうしようもないんです」

「……なら、こいつは……？」

「春亮くんがどう思うかは承しよう知ちで、わたしの判はん断だんを正直に言います──難むずかしいでしょう。人の姿すがたを保たもてなくなったときの状じよう況きようと、ここまで割れてしまっていることを考えれば」

「でも、可か能のう性せいはゼロじゃないよ、このさん」

　黒絵の静かな声に、このはも顎あごを引く。

「勿論──限かぎりなくゼロに近くとも、まだ完全に破壊されていない可能性はあります。どれだけかかるかはわかりませんが、いずれは元通りに直るという可能性も──なくは、ないです。希き望ぼう的てき観かん測そくですが」

　だからこのはは破は片へんを拾っているのだろう。その奇跡が起きた場合、少しでも再生が楽になるように。口では難しいと言っていても、やはり彼女もそうではないことを望んでいるのだ。

　無む論ろん、それは春亮も同じだった。

　願って、望んで、祈って、信じている。

　いつまでだって待つ。彼女の望み通りに、ずっと、あの家で。

　そのとき、雲くもの晴れた空に、グラウンドからのアナウンスが響ひびいた。

『雨が上がりましたので、十分後に午後の競きよう技ぎを開始いたします。参加する生徒は速やかに準じゆん備びを──』

　停とまっていた時間が動き出したような喧けん騒そうが、校こう舎しやの向こうから聞こえてくる。そんな中、春はる亮あきはフィアの小さな声を聞いた。

「……あほーだ。あいつ、二個ではなく三個、願ねがいを言いおったではないか……」

　フィアは立ち上がって後ろを向きつつ、その腕を何度か顔に擦こすりつけていた。何をしているのかは、見ないでもわかる。

「本番のダンス、見たがっておったな」

「……ああ。言ってた」

　振り向かないままのフィアに、答えてやる。

「なら、見せて、やらんと。ああそうだ──約束も、しておったのだ。だから春亮、お前、よく見える場所にいろ。そいつと一いつ緒しよに、な」

　そしてフィアは歩き出した。

　前を向いたまま、拳こぶしをぎゅっと握にぎり締しめて。

　それでも時折、何かの残ざん滓しのように、小さく肩を震ふるわせながら。




　──踊ろう、とフィアは思う。

　辛つらいけれど、苦しいけれど、上う手まく踊れるかどうかもわからないけれど。

　大事なのは振り返ることでも、歩みを止めることでも、目から水を零こぼすことでもない。

　踊るのだ。

　体力が微み塵じんも残っていなくても、歯を食くい縛しばってでも、踊るのだ。

　それは、約束。

　あの縁えん側がわで交わした──来らい訪ほう祝いわいの、約束なのだから。
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　瞼まぶたが開かない。視し界かいが狭い。全すべてがどろどろとしている。罪ざい悪あく感かん、記き憶おく、アビスがもういないということ、愛情。それらが混まざりすぎていて、何も拠より所のない世界。その中にある確たしかな硬質さは、横に倒れた身体からだで感じる廊下と、未いまだ腕に抱えたままの十字架の残ざん骸がいだけ。しかしそれを抱いていていいものかどうかもわからない。わからない。心を殺したい。

　何かで縛しばられていて、身体は動かせなかった。だからどこにも行けない。逃げることもできない。自分自身からも。ここは牢ろう獄ごくだ。

「う、うう、うううっ……」

　校舎の外、遠くからスピーカーのハウリングが聞こえる。煩わずらわしい。自分の中身はそれ以上に煩わずらわしい。消し去りたくて消え去りたくて、それでも自分には涙を流すことしかできない。

　と、そのとき──自分の前に、誰だれかが立つ気配けはいがあった。

「肝きもを冷やしたよ。だけども、それなりにロスの少ない結末になってよかったと思う。彼女はどうせ長くは生きられなかっただろうからね……君は知っているのかな、慈悲器官ユースアネイジアのことを」

　誰なのか。瞼まぶたが開かず、よく見えない。ただ声だけが聞こえる。

「免罪符機構インダルジエンス・デイスクの接せつ続ぞく装そう置ちに付随するその機き能のうは、騎き士し領りようが自由意志を持つ禍具にかける保険だ。同族殺しを忌き避ひして反逆せぬよう、逃亡せぬよう──一定期間ごとに騎士領本部で処しよ置ちを受けなければ、あるいは自分で取り外そうとすれば、自動的にその装置は機能を発はつ揮きし……埋め込まれた禍具ワースを破は壊かいする」

「……」

「それでいてなぜ所有者殺しを果たしたのかは、ぼく達ぼくにもはや知る術すべはないけれど。いつ終わってもいいから残された時間を好きに生きたかったのか、それとも彼女自身も慈悲器官ユースアネイジアについて詳しいことは知らなかったのか──後者の可か能のう性せいもそれなりに考えるべきだろうね。ともあれ、刹せつ那な主しゆ義ぎに呪のろいの忌避、自己の確かく立りつに存そん在ざい理り由ゆうの再さい定てい義ぎ。いろいろ刺し激げきされる。いやはや、興きよう味み深ぶかい。実に興味深い」

　何を言っているのだろう。わからない。ただビブオーリオは、研究者のような口ぶりだな、という感想を抱いただけだった。長々と語っていた男はそこでふと口を噤つぐみ、肩を竦すくめたようだった。そんな気がする、というだけだが。

「話が逸それた。喋しやべりすぎはぼくの悪い癖くせだね──さて、アリス・ビブオーリオ・バスクリッハ。まさか君がいきなりあそこまでやるとは思っていなかった。戦争を決意するや否いなや、家族会のほとんどのメンバーを使って自爆テロを仕掛けてくるなんて。先せん制せい奇き襲しゆうが有ゆう効こうなのは歴史的にも認みとめざるを得ない事実だけど──実に困こまったよ。壊滅的とまではいかないが、うちの分室のほとんどが大きなダメージを受けた」

「っ……!?」

　理り解かいが、言語が、思考が、今の混こん濁だくした脳のうでは処理しきれない。だが本ほん能のう的てきな恐怖が湧わき上がるのは感じた。ビブオーリオは逃げ出そうとする。だが何かで拘こう束そくされたままの身体からだは動かせず、立ち上がることすらできない。ますます視し界かいは暗くなり、ただ足音だけが近付いてくる。

「なぜ君がそんな暴ぼう挙きよに出たのか。その解はぼくの知る様々な情報を突き合わせて推すい測そくすれば簡かん単たんだ……実に明確な勘違いというやつだね。君達のほうはもっと情報を精せい査さしなくてはならない。信しん頼らいに足るデータかどうか検けん証しようするのは、それを分析する上の第一手順だ。ま、騙だまそうという意図の元に出されたデータを検証する場合には難なん度どが上がるのだけれど」

　次の言葉は、どことなく呆あきれたように。

「まったく、うちの不肖の妹がしでかしてくれたものだ。抑止力と思ってやるのはいいが、それでどう事じ態たいが動くかを理解していない。世界は自分の周りだけではないというのに……あいつはもう少し、自分は思っているほど賢さかしくはないということを自覚すべきだろうね」

　不ふ肖しようの妹。ああ、何かを思い出しそうだ。それは一つの名前。自分達たちに関かかわりのある、ひどく関かかわりのある、一つの名前。

　起き上がれないまま、意い識しきを朦もう朧ろうとさせたまま、ただ声のほうを見上げていたビブオーリオの眼がん前ぜんが薄うす暗ぐらくなる。近寄ってきた男の影かげに入ったのだ。そこからさらに、腕と思おぼしき影がゆっくりと伸びてきて──

「実際のところ、今日きようは妹の様よう子すを確かく認にんしたり部下を見み舞まったりするだけで大人おとなしくしておくつもりだった。だが幸運にも、君は今ぼくの前でこんなことになっている。あれだけのことをしてくれた組そ織しきの長おさたる君が、だ。さすがに見逃すわけにはいかないな──」

　名前。名前。敵の、名前。

　混こん線せんしていた脳のうの回路が一いつ瞬しゆんだけ繫つながり、その言葉を勝手に口から引ひき摺ずり出す。

「貴方あなた……や、闇やみ曲まがり──」

　言葉の途中で視界は完全に暗転し、そこでビブオーリオの思考は途と絶だえた。




　──学校のすぐ外、人ひと気けのない路地。

　濡ぬれた地面にへたり込んでいた彼女が目を開ける。のろのろと首を回し、そして路地の彼方かなたに見たのは、誰だれかの顔。偶然そこを移動していただけだろう、すぐにそれは視界から消えた。
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　誰だれの顔だったかも、どんな状じよう況きようだったかも、脳は記き憶おくしない。

　ただ認にん識しきしたのは、目を閉じたその顔にあった、涙の跡。

　微笑ではない、涙の跡。

　それは同じだった。水たまりに映うつる自分の顔と同じだった。

　だから──きっと。

　あの人自身も、自分と同じなのだ。それだけがわかった。

　母親だけど、母親ではなく。自分とは違うけれど、自分と同じ。

　なぜだか無性に可お笑かしくなり、

「あはっ」

　クルリは虚うつろに笑って、笑った拍子に何かを零こぼして、顔の下の水たまりに一つの波紋を生む。

　それが、この場に落ちた最後の雨だった。







　エピローグ







　体育祭の翌日、代休となった火か曜よう日び。

　昼食を食べ終えて転うたた寝ねをしていたフィアがふと居い間まで目覚めると、黒くろ絵えが縁えん側がわに座すわって何やらごそごそしていた。「ハルのごはんは美お味いしいしー」ということでわざわざ店を昼休みにして家に帰ってきたのだ。それ自体はよくあることで、別に驚おどろくことでもないが──

「ふわぁーお。おいクロエ、そろそろ店に戻らんでよいのか？」

　ちらりと時計とけいを見て大おお欠伸あくびしてから、フィアは縁側へ這はっていく。

「……さんまい、よんまい、ごまーい……うふふ、これは思わぬ臨りん時じ収しゆう入にゆう。何を買おう。家ゲーはまだアレが積つんであるから、ここはやはり携けい帯たい機きのラインナップを強化……」

　黒絵は無表情な顔の上に怪しげな含み笑いを小さく浮かべ、手中の紙切れをぺらぺらと捲めくって数えていた。見覚えがある。フィアは彼女の肩の上からその手元を覗のぞき込みつつ、

「ぬぅ。それは……カネか？」

「あ」

　さっ、と黒絵が紙し幣へいを身体からだの後ろに隠す。怪しい、怪しすぎる。

「……何のカネだ。結けつ構こうあったな」

「何のことじゃろかー」

　ついー、と黒絵の視し線せんが逃げる。これはますますもって何かある。

「む……テレビで見たぞ、もしやあれか、黒いカネとかいうやつか!?　いかんぞクロエ、それはいかん！　勿もち論ろんお前は淑しゆく乳にゆう同どう盟めいの仲間であるからケーサツに売ったりはせんが、私も完かん璧ぺきではないからして、ひょっとしたらちょろっと口が滑ったり密みつ告こくしたりなどということがあるかもしれん。それを防ふせぐにはそのカネでいろいろ私に便べん宜ぎを図ってくれたりするのが一番だと思ったりする！」

「違うよー。何もないよ、ふぃっちー」

　この期ごに及んで。

　ふぅむそうなのか、と納なつ得とくしたフリをして──微妙な愛あい想そ笑わらいをしている黒絵の顔をにこりと見返し──唐突に飛び掛かる。

「何もないというなら見せてみろ！　ほれほれ！」

「ひゃあ。や、優やさしく……して……？」

「大人おとなしく全すべてを曝さらけ出せば優しくしてやるぞ。だからほら……む、どこにやった、どこにいった？　ここか、ここか？」

「わ、わ。そこにはリアルにうちのパンツしかないんじゃけどー」

　いつもの如ごとく不ふ思し議ぎな発言で煙けむに巻まこうとしていたのだろうが、無む駄だだ。もうがっしりとフィアはその身体からだを組くみ敷しいている。フィアがわっさわっさと黒くろ絵えの服の下をまさぐっていると、黒絵はふうと息を吐はいて、

「仕方ない。こうなったら」

「む。観かん念ねんしたか？」

「……奥の手を。そりゃー」

　黒絵の髪が動き、ポケットから取り出した何かを庭に向かって放り投げる。

　それは、小さくて、丸くて。

　円えん盤ばん状じようで、表面がでこぼこした。

　醬しよう油ゆの匂においがする──

「とぉりゃああああああああああっ！」

　フィアは庭にヘッドスライディングし、そのおせんべを、はっし！　と両手でキャッチ。

　なんという非道な。落として無駄にしていたら、おせんべ神にどんなバチを当てられても文もん句くは言えないところだった。しかし首尾よく救出できたので問題なし、ではいただきます。

　ぱりぱりもくもく。

　ううむ、美う味まい。この、少し辛からめの味付けがなんとも──

「……はっ!?」

　ふと我われに返って振り返ると、縁えん側がわにいた黒絵の姿すがたは忽こつ然ぜんと消えていた。

　やられた。策さく士しめ。なんという恐ろしい手を使うのだ。こんな狡こう猾かつな手から逃れられるものは、おそらく世界中を探しても十とおるまい……！

　今更追いかけても無駄だろう。フィアは持ち上げかけていた腰を庭に落としつつ、

「むぅ……何のカネだったのだろうなぁ。あんなに必死に隠して逃げるとは、よっぽど後ろ暗いところがあるのであろうか」

　小首を傾かしげて、もしゃもしゃと口を動かす。

　黒絵のカネについては謎なぞのままだったが、まぁいいか、と思った。

　口止め料としてもらいたかったものは、もうこの口の中に入っているのだし。
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　そのとき、春はる亮あきはこのはの部へ屋やにいた。話がある、といきなり呼び出されたのだ。お互いに正せい座ざで見つめ合って数秒が経たち、やがてこのはは何かを決意したようにおほんと咳せき払ばらいする。

「春亮くん……春亮くんは、昨日きのう、間違いを犯おかしましたね」

「な、なんのこと？」

「どんな危き険けんがあるかわからないから、黒くろ絵えさんに春はる亮あきくんのことを頼たのんだのに……それを無む視しして一人ひとりになるし、最後には一人で戦せん闘とう地ち帯たいに来るし」

「あれは……まぁその、どうしても気になったから……で、でもいいじゃないか。何もなかったんだし。それに黒絵が手伝てつだってくれて助かったんだろ？」

　ぎらり、と鋭するどい目。

「それとこれとは話が別です。無事なのもわたし達たちが助かったのも結けつ果か論ろん。そういう注意不足といいますか、心意気の問題です！　そんなわけで春亮くんには罰ばつが必要だと思うのです！」

「ば、罰？」

「ええ──なんでも春亮くん、黒絵さんをわたし達のところに行かせるとき、『なんでも頼みを聞くから』とか言ったそうじゃないですか。黒絵さんは忙しいそうですから、代わりに私が春亮くんへの罰の意味も込めてその権けん利りを使うことになりました。黒絵さんにはちゃんと代金を──おほん！　いえ、その、ちゃんと話し合いで了りよう承しようは貰もらっています」

　そしてこのはが懐ふところから取り出したのは一枚の紙だった。《ハルになんでも言うことを聞いてもらえる権の券けん》──と、黒絵が書いたと思おぼしき文字がある。いつの間にこんなものを。

「こ、こんなチケットを発券した覚えは!?」

「権利をわかりやすくしたまでです。なあなあにしてはいけませんから」

　至し極ごく真ま面じ目めな口く調ちようで、このは。

　まずい。何やらわからないがまずい予感がする。このはは本気だ。このままでは、生せい殺さつ与よ奪だつすら左右されそうなこのチケットでどんなことを要求されるか──

「うっ、頭が痛いたい！　じ、実はまだ、逆に体育祭のときの記き憶おくがはっきりしてなくて……そんな約束をしたかどうかが、わりとあやふやな感じっぽい、かもしれない……！」

　こめかみを押さえてふらりと身体からだをよろめかせてみるが、返ってきたのはこのはの冷たい視し線せんだった。やはり無理がありますか。ありますね。

　ふぅ、とこのはは吐と息いきと共に小さく肩を落とした。

「そんなに嫌いや、なんですか……？　罰って言いはしましたけど、別に、そんなにヒドイことするつもりは……」

　視線を落とし、畳たたみの上に指でのの字とか書きながらもじもじする。その様よう子すを見ていると、なぜか春亮の胸むねに微妙な罪ざい悪あく感かんが浮かんできた。

　確たしかに、下へ手たな噓うそをついてまで逃げることではないのかもしれない。黒絵にそんな感じのことを言ったのは確かだし。権利が移動するのは納なつ得とくできないが、まぁ、相手はこのはだし。あんまり変なことも要求してこないだろう。そうだ、考えようによっては、どんなことを言ってくるかわからない黒絵よりはよっぽどマシだ。

「やれやれ……わかったよ、諦あきらめた。私、夜や知ち春亮はその券の使用を認みとめます、と」

　軽く両手を挙あげて降こう服ふくのポーズを取ると、このははばっと顔を上げて目を輝かがやかせた。

「ほ、ほんとですかっ？」

「そんな券けんがあるんじゃしょうがないだろ。で、俺おれは何すりゃいいんだ？」

　聞くと、このははるんらららと鼻歌でも歌いそうな様よう子すで立ち上がった。部へ屋やの中を歩き回って何かの準じゆん備びをしつつ、

「うふふ、まだひみつですー……恥ずかしいからって逃げられたら困こまりますし。あ、髪とか身体からだとか大丈夫かな。お風ふ呂ろ入ってこようかなぁ……」

　……聞き間違いだろうか。今、何なに気げに物もの凄すごいことを呟つぶやいていたような気がするのだが。




　　　　[image: ]




「なんつーか、恥ずいな……」

「えへへ……嬉うれしいですけど、わたしもちょっと恥ずかしいです。春はる亮あきくんが、こんなこと、してくれてるなんて」

「じゃあやらせるなよ！　ええい、ちょっとペース上げるぞ」

「あ、きゃんっ。そんなにされたら、痛いたいです。優やさしく、してください……そこ、敏感なんですから……」

「わ、悪い。俺も慣なれてないんだ。じゃあ、もう少しゆっくりやるからな」

「はい……焦らなくても、ぜんぜん、大丈夫ですよ……」

　ごくり、とその声を聞くものは唾つばを飲み込む。握にぎり締しめた拳こぶしに汗が浮いてきた。

「おっ、おっ……も、もうちょっとで……っ、と。ふぅー」

「えー、もう終わりですか？　仕方ないですね……じゃあ、次は春亮くんが寝てください。今度はわたしがしてあげますから！」

　ええ!?　という春亮の声があり、しばしどたばたと揉もみ合っているような気配けはい。

「力じゃ勝てませんよ。さあ、見せて……あら、こんなに。うふふ、溜たまってますね……？」

「そ、そんなこと言うなよ」

「あは、ごめんなさい。じゃあ、いき、ます、よぉ……」

「お、おお……き、気持ちいい」

「でしょう？　安心して任まかせてください。優しく、しますからね……」

　なにが、優しくしますからね、だ！

　すべきことは決まった。

　フィアはルービックキューブを変形させてから、力任せに障しよう子じを開き、

「ああっ!?　ナタの素す振ぶりをしていたらついよろけてしまったぁっ!?　ザ・失しつ態たい！」

　などと言いつつ、巨大な鉈なたを大上段に振りかぶって部屋の中に突入する。そこで見えたのは、予想通りにぴったりとくっついている──そう、ぴったりとくっついている──

　耳かきを持って正座したこのはと、彼女に膝枕されている春亮。

「……おや？」

「きゃあっ？　な、なんですかあなたいきなり！」

「ぐわーっ！　さ、ささ、刺さっ……明らかに入れてはダメな部分まで耳かきがーっ!?」

　悶もん絶ぜつしている春はる亮あきの姿すがたが見えたが、勢いきおいで鉈なたを振り下ろしてしまった。勿もち論ろん手て加か減げんしていたので、それはこのはにあっさりと白しら刃は取どりされる。

「む、むぅ……」

「なにが、むぅ、ですかっ!?　折角の癒いやしの一時をなんで邪じや魔まするんですっ」

「じ、邪魔などしとらんわ！　私は単に、その、素す振ぶりのしすぎでだな！　事じ故こだ事故だ！」

「えらくピンポイントな攻こう撃げきが繰くり出される事故ですね！　素直に謝あやまればいいものを、実に気に入りません！」

「なにおぅ！　というかだな、お前こそ気に入らん！　二人ふたりでコソコソ隠れるように何かやっておるから、ハレンチなことと誤ご解かいして……いや違う、ハレンチはハレンチなのだ。なんだその体たい勢せいは！」

「耳かきのときは膝ひざ枕まくらが伝でん統とう的てきに正しい体勢なんですよ！　何か文もん句くでもあるんですか！」

「ぐぬぬぬ……！」

「くぅぅぅ……！」

　いつかのように、白刃取りの姿し勢せいのまま拮きつ抗こう。むかつく。やはりこのウシチチ女はむかつく。こいつも同じことを思っているだろう。絶ぜつ対たいに負けるわけにはいかない……

　さらに力を込める。その刃やいばの下で春亮がこそこそと四よつん這ばいで逃げ出すのが見えたが、無む視しした。今はこのウシチチ女をぎゃふんと言わせることが先決だし──

　ハレンチ小僧に天てん誅ちゆうを下すのは、いつでもできる。




「はぁ。なんか、いつだかと立場が入れ替わった感じだな……」

　このはの部へ屋やから脱出し、春亮は溜ため息いきをつく。まったく、いつまで経たってもあの二人は仲良くならない……いや、あれは仲が良いうちに入るのか？　とか考えながら、とりあえず静かな場所に避ひ難なんしようと決める。

　綺き麗れいな掃そう除じ用よう布ふ巾きんとはたきを持って、春亮は庭の離はなれへと向かった。目的地は二階にある黒くろ絵えの部屋でも元・このはの部屋でもなく、離れの一階部分を占しめる倉庫。やりたいこともあったし、ついでに倉庫の掃除をしようと思ったのだ。鍵かぎを使ってシャッターを開け、離れの一階を占めるコンクリート打ちっぱなしの倉庫に入る。ひんやりとした冷気が肌を撫なでた。

　中にあるのは、呪のろいが解とけるのを待っている雑ざつ多たな物品。棚に並んでいる人形、壁かべのフックにかかっている仮か面めん、無造作に床に置かれている鎧よろい……春亮の父親が集めてきたり、噂うわさを聞きつけた人間が勝手に送ってきたりしたものだ。特別な力を持っているものはほとんどなく、呪いも軽度なものが多い。中には純じゆん粋すいに夜や知ち家けの不用品として保ほ管かんされているものもある。

　一番の目的は最後にすることにして、春はる亮あきはぱたぱたと倉庫の物品にはたきがけしていく。微かすかに散る埃ほこりが入口からの光を受けてきらきらと輝かがやいた。地下室へ続く床の扉に足を引っかけたりしながら、ゆっくりと倉庫を一周。とりあえずこんなものだろう。

「さて……」

　はたきに代えて布ふ巾きんを持ち、地じ震しんが起きても大丈夫なよう、棚の下段に大事に入れておいた一つの物品を取り出す。

　藍あい色いろの、壺つぼだ。

　割われている。大きな欠片かけらは接せつ着ちやく剤ざいで慎重にくっつけたが、それでも何なん箇か所しよか穴が開くのはどうしようもなかった。その部分には布が──「一いち応おう。効きかないと思うけど、やらないよりマシかも」という黒くろ絵えの髪を巻まき込んだ包帯が──巻かれている。

　陶器の感触はひんやりと冷たい。

　体温とは比ひ較かくにならない、ただの物体の、温度。

　春亮は目を細めつつ倉庫の床に腰を下ろし、持ってきた布巾で丁てい寧ねいに壺を拭ふき始めた。内側の底にある不自然な窪くぼみに手が触れ、その感触で思い出す。ここに埋め込まれていたらしい装そう置ちのことを。

　それを見つけたのは、壺からナイフを引き抜いたときのことだ。刃やいばの先端に突き刺さっていたその装置の見た目は薄うすいリモコン風で、思い返せば、あのピーヴィーの舞ダ踏ン会ス用タ戦イ斧ムについていたものをさらに複ふく雑ざつにした感じだった。そしてあれと同じように、中には免罪符機構インダルジエンス・デイスクが入っており──迷まよったが、結局今はフィアの中で《ユダの揺籃"Juda's Cradle"》を封じている。装置自体は完全に壊こわれていたし、それに、藍あい子こが目覚めたら春亮が所有者になるのだ。もう呪のろいの軽けい減げんなど気にする必要もない。

　……目覚めたら。

　ぐっと唇を嚙かみ締しめて、布巾を動かす手に力を込める。

　結局、ナイフを投げたビブオーリオは確かく保ほできていなかった。怪け我がをしており、さらには黒絵の髪で縛しばられていたはずなのに、校こう舎しやの中からいつのまにか姿すがたを消していたのだ。あれからすぐ漸音ぜのんに電話して周囲を捜してもらいはしたが、それでも見つからなかった。考えられる可か能のう性せいは、彼女を縛っていた髪が思ったより早く硬度を失ったか（可能性は否ひ定ていできないと黒絵も言った）、同じく行方ゆくえ知れずのクルリが何かをしたか、あるいは想像もできないような他ほかの事じ態たいが起こったか。

　結局今わかっているのは、家族会フアミリーズの象徴たるアビスを完全に破は壊かいしたことだけ。家族会フアミリーズの勢せい力りよくが弱まったのは間違いないにしろ、いろいろ気がかりは気がかりだ。

「どうなんのかねぇ──ま、こっちからどうこうはできないし、気にしすぎても仕方ないんだけどさ」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやく。そこで壺つぼを拭ふく手に力を込めすぎていることに気付いた。苦笑しつつ手の力を弱め、優やさしく、優しく、再び彼女の肌を撫なで始める。

「それにしても……ダンス、凄すごかったな？　いろんな意味で」

　もの言わぬ壺つぼに語りかける。でも聞いているからいいのだ。独ひとり言ごとではない。

　本当に凄かった。フィアとこのはの衣い装しようは泥だらけだったので、荒あら療りよう治じとして、ホースで水を引ひっ被かぶったのだ。それでなんとか泥は目立たなくなったのだが、代わりに──雨で濡ぬれていたものがさらにびしょ濡れになった。つまり──

　いろいろ、かなりギリギリなことになってしまったわけで。

　あまりにキケンなその姿すがたは、フィアとこのはが現れた瞬しゆん間かん、男子生徒達たちから悲鳴にも似にた歓かん声せいが上がったほどだった。

「まったく、またフィアが伝説作っちまったよ。いや、あれはこのはの伝説か？　来年からダンスがなくなるかもしれん、とかいんちょーさんがマジな顔で呻うめいてたし──なくなりはせんでも、衣装に規き制せいとか入ったりはするかもな」

　二人ふたりの伝説のせいかどうかは知らないが、結局白組一年のダンスがぶっちぎりの点数だった。その勢いきおいで白が優ゆう勝しようもしたから、あるいは白組の勝利は二人のおかげなのかもしれない。

　壺に息を吹きかけつつ、春はる亮あきは思い出す。あのダンスを。フィアの、このはの、表情を。割れた壺を抱えた自分は校こう舎しやの陰かげから、つまりはわりと遠い位置から見ていたのだが──自分は生しよう涯がい、二人のあの顔を忘れることはないだろう、と思う。

「……！」

「……!?　……！」

　そのときまた二人の言い争う声が聞こえてきて、春亮は肩を揺らす。壺を拭ふく手も揺れた。

「まったく……騒さわがしい家だな？　困こまったもんだよ」

　そう、困りはする。けれど。

　嫌いやじゃない。

　悪いことじゃない。

「でも……この家はこれでいい。ああ、本当に、思い出せてよかったよ。だから言えるよ。この騒がしいのが、この家のいつもなんだ。もう、そうなっちゃったんだ」

　壺を軽く持ち上げて。その口を、指先でなぞって。

　囁ささやくように、その壺の中に、言葉を。

「──この家はこれでいい。黒くろ絵えがいるともっと騒がしくなるけど、もう一人くらい増えてももっといい。だから、お前も、いつだって帰ってきていいんだぞ」

　言葉は壺の中に吸すい込まれて。

　返ってこない。

　ふ[image: ]も、ぽわ、も──返ってこない。

「っ……」

　春はる亮あきが喉のどを引ひき攣つらせたとき、ばたばたと足音が倉庫に近付いてきた。慌てて布ふ巾きんで顔を拭ぬぐい、振り返る。

「春亮、春亮ー！」

「んー、なんだー？　もうケンカは終わりか？」

「け、ケンカなぞしとらんわい。模も擬ぎ戦せんというか、お互いの生き様のぶつかり合いというか、そんな感じのアレでだな──あ……」

　走ってきたフィアの足がぴたりと止まる。ゆっくりと倉庫の中に入ってきて、春亮の横にしゃがみ込んだ。

「拭ふいてやって、おったのか」

「ああ」

　しばらく、無言。

　フィアは壺つぼの曲きよく線せんを拭く春亮の手元を優やさしい目で眺めていたが、やがてぽつりと、

「アイコの身体からだの、膨ふくらんだところ。それが人間体のどこに対たい応おうしているかと言えば、考えるまでもなく、きっとあそこなのだろうな。そんなに執しつ拗ように撫なで回しおって……このハレンチ小僧め」

「な、へ、変なこと言うなよ！」

　くすす、とフィアは小さく笑う。ゆっくりと膝ひざを伸ばしつつ、壺に向けて言った。

「アイコよ、触られて嫌いやなら文もん句くを言ってやらなければダメだぞ。でなければこのハレンチ小僧は延えん々えんとお前の膨らみを撫で回し続ける。だから──だから。早く、起きろよ」

　それでもやはり、答えはなく。

　フィアの瞳ひとみが、寂しそうに揺らぐ。

「……」

　もう拭くところがなくなってしまった。春亮はそっと壺を棚に戻し、最後にぽんぽんと軽くその口を掌てのひらで叩たたいてから、立ち上がる。それから、同じ動作をフィアの頭に対しても行った。ぽんぽん、と。

「む……子供扱いするな。呪のろうぞ」

「へいへい。で、何か用だったのか？　そんな感じで呼んでたろ」

「おう、そうだ。ハレンチかどうかはおいておくことにして、なんというか、耳かきは気持ち良いものなのだろ。ウシチチにだけ癒いやしの一ひと時ときがあるとは不公平すぎる。私も疲れておるのだから、お前は私に対しても行うべきだ」

「べきだ、って……なんだよその理屈」

「うるさいな。代わりに私もお前の耳をほじってやるわい」

「全ぜん身しん全ぜん霊れいで遠えん慮りよする。まだ脳のう味み噌そを引ひき摺ずり出される心の準じゆん備びができてない。ていうかあれは《なんでも言うことを聞く券けん》みたいなのがあったからやっただけで──」

「コレのことか？」

「ちょ、なんで持ってんだよ!?　そんなトコだけ結託か!?」

「まさか。奪い取ったのだ」

「うう、くそ、さっさと破やぶっとけばよかった……！」

　そんなことを話しながら、春はる亮あきとフィアは外に歩いていった。シャッターを下ろす間ま際ぎわ、二人ふたりはごく自然な動作で倉庫の中を覗のぞき込む。それから、声を合わせるようにして──

「じゃあ……またな、藍あい子こ」

　別れの挨あい拶さつではなく。

　再会を誓う言葉を、呟つぶやいた。




　──シャッターが閉まった倉庫に、静けさが戻る。

　誰だれもいない空間。

　もの言わぬ道具の領りよう域いき。

　静寂と冷たい空気が満ちるばかりの、死んだ世界。

　それでも。

　小さく小さく、

　ほんの一度だけ──




　──ことり。




　何かが揺れたような音。




　そしてまた、倉庫は長い沈ちん黙もくを始める。







　あとがき




　き、聞きました!?　Ⅳ巻ですってよ奥さん!?　と初はつ体たい験けんの数字にテンションが上がるあまりご近所のおばちゃん風にご挨あい拶さつ。水みな瀬せです。

　さて今回は、ブルマと短パン、どちらから伸びる生足のほうがよりエロティックに見えるかという両派の論ろん争そうを３００ページに亘わたって繰くり広げる感じでお送りした（噓うそ）体育祭編へん。同時に「ビブオーリオ家族会フアミリーズ編・下」という感じでもありますな。とはいえ、これで家族会の人達たちが全然出なくなるのかと言われればそうでもない気がしたりしなかったり。終わったと見せかけて「帰ってきた〜」とか「さらば〜」とか続くのに似ていますね。ちょっと違うか。

　そして今巻の新キャラ達は《隠れ》繫つながりです。今決めました。年上っぽくないんだけど実は年上、な隠れ年上乳。目隠れっ娘こが隠しているモノはいかに!?　という目隠れ乳。あとⅢ巻にも顔見せ程度に（全裸で）出てたあのヒト、というラインナップ。一人ひとりだけむしろ隠してなかった人がいますが気にしない方向で。

　話は猛烈に変わって。この本を書き上げて少し経たったころ、原因不明の高こう熱ねつと下げ痢りに倒れました。入院を勧められたり（結局入院はしませんでしたが）点滴を体験したり、と人生初のイベントが目め白じろ押おしだったのですが……さあ、本題はココからだ！　あと、ちょっとシモの話なので食事中の人は気をつけて！

　二日ほど病院に通って点滴を受けて、体たい調ちようが微妙に上向きになったころのことですよ。それでもまだ機き嫌げんの悪いお腹なかを抱かかえてトイレに入ったらですね──

　オウ！　グリーンダヨ！（なぜか外国人調）

　……はいそうです、緑みどり色いろのお方が降こう臨りんなされました。いやあびっくりした。ポカリとカロリーメイトと点滴しか摂取していなかったのにあんなものが出るとは……人体の神秘を見たぜ。

　そんなこともありましたが今は元気にあとがきを書いています。健康って素す晴ばらしい。皆さんも緑色のチャイルドを生み出さないように体調管理には気をつけてくださいね（無む理り矢や理りいい感じに纏まとめてみる）。

　今回も担当川かわ本もと様をはじめ、色々な方々にお世話になりました。さそりがため様、今巻もラフの時点で萌もえ死にました……特に藍あい子こが！　藍子が！　ありがとうございました！　そして勿もち論ろん、読者様方。このシリーズが続けられているのも全すべて皆様のおかげです、今後とも全力で萌えとエロと微グロてんこもりに書き続けてまいりますのでよろしくお願ねがいします！

　あとこの本と同月発売の電でん撃げき文庫MAGAZINEにも[image: ]の短編が載っております。興きよう味みのある方は是非。短期集中連載ということで何号か続けて書かせていただけるようですので、次号以降もよろしければチェックしてやってください〜。

　それでは、次はⅤ巻で。できるだけ早くお届けできればいいなと思います。





水瀬葉は月づき
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水みな瀬せ葉は月づき

写真は４という数字にテンションが上がるあまり４×４になってしまった作者の姿。場所は温泉宿ですが、同級生や幼馴染の湯上がり姿とかに不意にドキッとするような素敵イベントは起こりませんでした。残念。男六人で行ったのが原因と思われます。
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さそりがため

千葉県出身の限り無くＯ型に近い性格のＡ型。必需品はＤＳとＰＳＰ。

クルリの服と体育祭の衣装デザイン作業が楽しかったです！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「水瀬葉月先生」係

「さそりがため先生」係
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水みな瀬せ葉は月づき
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
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